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第 七 章　転機








　一話　急展開

　二話　イレーネさんと野外プレイ

　三話　出発前夜にエディスさんと

　四話　ジュリーさんと連戦

　五話　首都潜入

　六話　アネットさんの告白

　七話　元人妻のリハビリフェラ

　八話　正面から抱きしめ合って

　九話　アネットさんの開放

　十話　作戦会議

十一話　ニーナにご褒美エッチ

十二話　シュゼットさんとアナルセックス









第 八 章　穏やかな日々








　一話　格闘少女クラリス

　二話　格闘少女とセックス勝負

　三話　クラリスの射精学習

　四話　クラリスのリベンジマッチ

　五話　エディスさんVSクラリス

　六話　お茶会

　七話　ミオさんと椅子の上

　八話　マリエッタの滋養強壮薬

　九話　イレーネさんとの日々

　十話　クラリスの格闘指南

十一話　クラリスとアネットさんのＷパイズリ

十二話　そのまま連続正常位









第 九 章　結婚








　一話　決行予定

　二話　ジュリーさんの夜這い

　三話　激しすぎるジュリーさんと

　四話　ニーナとマリエッタＷバック

　五話　作戦決行

　六話　女王との交渉

　七話　イザベルさんの女王パイズリ

　八話　イザベルさんとまずは騎乗位で

　九話　女王乱心

　十話　イザベルさんの約束

十一話　イレーネさんとエディスさんとイザベルさんのトリプルフェラ

十二話　美女三人のトリプルバック１

十三話　美女三人のトリプルバック２









エピローグ　結婚式







書き下ろし短編　イレーネさんとの結婚初夜
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　再び首都に戻って情報を集めていたシュゼットさんから、連絡が来た。

　政務官としての仕事もあるなかで、頑張ってくれている。

　大使であるミオさんの父親の助けもあって、有力な情報を手に入れたらしい。

　詳細は会ってから、ということで、僕らは期待と不安を抱えながら彼女を待つことになった。

　有力な情報というのは強い武器になるが、同じだけ危険でもあるはずだ。

　それだけに、彼女の安全が気にかかる。

　約束の日、町長であるイレーネさんと僕は、シュゼットさんを出迎えるために外へ出た。

　ほどなくして、無事にシュゼットさんの乗った馬車が屋敷の前に現れた。

　僕とイレーネさんは、駆け寄るようにしてそれを迎える。

　前のときと同じ少し小型の馬車からすぐに、シュゼットさんが降りてきた。

「おかえりなさい、シュゼットさん。無事で何よりです」

「お疲れ様。中へどうぞ」

「ああ、ただいま」

　僕らふたりの歓迎に、シュゼットさんは少し気恥ずかしそうに答えた。

「それでは、中に入りましょう。お茶も用意してありますから」

　僕たちは、三人揃って部屋に入って行った。

　さっそくイレーネさんの部屋で、メイドさんがお茶を入れてくれる。

　メイドさんが部屋から出るのを待ってから、イレーネさんが切り出した。

「本題から入らせてもらうわ。いったい、どんな情報を掴んだのかしら？」

　真剣なイレーネさんの目に、シュゼットさんも神妙に頷く。

「ああ。容姿差別を推進している主流派の大臣が、妻に離縁を言い渡したらしい。その妻というのが……あまり容姿に恵まれていなかったのだ」

「そう……」

　とイレーネさんがつぶやく。本人も容姿で迫害を受けてきて、同じような女性の行き場として街を作ったイレーネさんだ。やはり、思うところがあるのだろう。

　実際に差別を受けたわけじゃない僕ですら、ひどい話だと思う。

「でも、これだけ差別が蔓延しているなかで容姿を理由に離婚を言い渡したところで、それ自体を交渉に利用するのは難しいでしょうね」

　イレーネさんの表情には、憤りとそれ以上の悲しみが浮かんでいる気がした。

　問いかけられたシュゼットさんも、苦々しい表情を浮かべる。

　彼女もまた容姿で差別を受けながら、そのなかでなんとか今の地位を勝ち取ってきた人だ。

「一度は結婚しておいて別れたのだから、妻の家柄なり権力なりを利用したのだろうが……」

　その内容までは、当然わからない。それこそもっと、そのふたりの周囲に近づかないと……。

「そこに何か、大臣や主流派を揺るがすような秘密でもあればいいのだけれど」

「秘密があることと、さらにもう一段。どういうタイプの弱みか……がわからないと、深く探るのは難しいだろうな」

　神妙な顔をして、ふたりがそろって悩んでいる。

「とはいえ、大臣に簡単に近づけるとは思えないし」

　それが出来たら苦労はしない。妻と別れた直後なら、新たな女性に手を出すかもしれないけれど……まてよ。

　配偶者と別れた、のは大臣のほうだけじゃない。

「……それに、公的な立場のない彼女のほうなら」

「トモくん？」

　イレーネさんが僕に声をかける。僕は小さく頷いてふたりを見た。

「あの」

「どうしたの？」

　声を上げた僕に、イレーネさんが問い返す。

「その、別れた女性のほうは、今どうしているんですか？」

「彼女──アネットは、手切れ金代わりに大臣が渡した屋敷で暮らしているらしい。彼女に関心をもつ人間はいないから、あくまで大臣周辺の噂程度でしかないが」

「そうですか」

　やっぱりだ。妻のほうはそんなに厳重な警護の元にいるわけじゃない。

「彼女がどうかしたのか？」

　首を傾げるシュゼットさんに、僕は考えながら答える。

「いや、もしかしたら、そのアネットさんがなにか知ってるかもしれないって」

「ふむ」

　半信半疑でシュゼットさんが呟いた。

「上層部の動きとか、それこそ大臣自身の秘密とか」

「たしかに、自宅だからこそ無防備になる部分はあるかもしれないわね」

　イレーネさんが頷いてくれる。

「彼女は私たちと同じ、容姿で差別された人だから協力してくれるかも」

「アネットさんに会ってみましょう」

「とはいえ、中央だ。あまりおおっぴらに動くわけにはいかない。彼女に会うにしても、ぞろぞろ出向くわけには……」

「僕が行きます」

「トモくんが？」

「はい」

　頷いた僕に、イレーネさんが不安げな表情を向けた。

「でも、中央へ行くなんて。あまり賛成出来ないわ。何があるかわからないもの」

　差別されてきたイレーネさんにとって、国の中央にいいイメージはないのだろう。でも、だからこそ僕が行くべきだと思うのだ。

「僕のような珍しい黒目黒髪なら、アネットさんも興味を持ってくれるかもしれないし」

「トモくん……」

　呟いたイレーネさんは、僕の真っ直ぐな瞳を見て、頷いてくれた。

「そうよね……。今までだって、トモくんのおかげで好転してきたんだし」

「イレーネさん」

　大事な役割を任せてもらい、僕は気を引き締めた。

　なんとしてもアネットさんに会って、彼女から情報をもらうんだ。

「そうだな。トモアキなら我々よりは潜入もしやすいだろう。もちろん、方法を考える必要はあるが」

「お願いします」

　僕は決意を込めて、力強く頭を下げる。

「あ、ああ……」

　勢いがよすぎたのか、シュゼットさんは少し困ってしまったようだけれど。

「それじゃあ、潜入方法も合わせて少し考えてみることにしよう」

　一応の話し合いを終えて、区切りをつける。

「そうね。今日はこのくらいにしておきましょう」

　イレーネさんがシュゼットさんに目を向ける。

「疲れたでしょう？　お風呂を用意するのでゆっくりしていってくださいね」

「ああ、それは助かる」

　お風呂の準備が整い次第、メイドさんが呼びに行くということで、僕らは一度解散した。

　僕も部屋に戻ろうとしたけれど、イレーネさんの様子が気になった。









[image: ]











　僕が中央へ行く、という話をしてからだろうか。少し落ち込んでいるように見えたのだ。

　すぐに戻ってくるつもりとはいえ、離れてしまうことに変わりはない。中央へ向かう前に、彼女の心配事を取り除きたかった。

　僕は行き先を変えて、イレーネさんの部屋に向かう。ノックを三回して彼女に呼びかけた。

「イレーネさん？」

「どうしたの、トモくん」

　部屋を訪れると、彼女は首を傾げながら僕を招き入れてくれた。

「なんだか、少し元気がない気がして」

「あ……」

　イレーネさんは思わず、といったように声を出して、頬を赤らめた。

「それは、その……」

「なんでも言って下さい。僕が力になります」

　少し背伸びして、胸を張ってみせる。彼女が安心して相談できるように。

「たいしたことじゃないの。ただ、トモくんが中央へ行ってしまうのが心配で、少し……ううん、とても寂しいの」

「イレーネさん……」

　僕は思わず愛しさがこみ上げて、彼女を抱きしめた。

　ぎゅっと身体を寄せると、彼女のやわらかな胸が形を変えて押し付けられる。

　母性を感じる膨らみと、甘い匂い。

　こちらから抱きしめたはずなのに、僕のほうが包まれているみたいだ。

「トモくん、気をつけてね？」

「はい。必ず、何か情報を掴んで無事に帰ってきます」

「うん」

　腕の中でイレーネさんが頷いた。

　彼女が寂しさを忘れてしまうくらい、激しく愛し合おう。

　中央から戻ってくるまで、消えてしまわないほど僕を刻みつけよう。

　そう思って、イレーネさんをベッドに誘導する。

　彼女は瞳をうるませて、きゅっと僕を握る手に力を入れてくれた。でも、その瞳の奥には、まだ寂しさが残っている気がした。

　もっと、寂しさなんて忘れてしまうくらいの刺激がないと。今までしたことがないような。

　そうだ。

「イレーネさん、少し、外へ出ませんか？」

「え？」

　戸惑うイレーネさんの背中をそっと押して、僕らは屋敷から外へ出た。
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　イレーネさんと並んで町へ出た。

　彼女が作り、育てたこの街をちゃんと国へ認めてもらうために、僕らは頑張るのだ。

　街のみんなもイレーネさんを見ると明るく声をかけてくる。みんな彼女に、親しみと敬意を持っているのだ。

　だから彼には、この街のためにも元気でいてもらわないと。何より、僕が元気でいてほしいのだけど。

　広場へ出ると僕は彼女の手を引いて、少し人目につきづらい草むらへと誘った。

「トモくん……？」

　不思議そうにするイレーネさんの耳元で、僕は囁く。

「ここで、しましょう？　寂しさなんて忘れるくらい」

「こ、ここで!?」

　驚きの声を上げるイレーネさん。一応、直接は見えないとはいえ、ここだって広場なのだ。

　僕だって普段ならこんなこと言わないだろう。けれど今日は、イレーネさんを徹底的に乱れさせると決めたのだ。僕自身のために。

「この街では、外でするのだって普通のこと……でしょう？」

「そうだけど……」

　と少しためらうようにしながらも、イレーネさんの頬は上気し、もじもじと太ももを擦り合わせている。彼女が拒絶しているわけではないのを確認して、僕は多少強引に行動に出ることにした。

「ん、んん」

　イレーネさんを抱き寄せて、優しくキスをする。やわらかな唇を感じて、胸が高鳴る。

　僕にしたって、外でするなんてまずないことだ。

　緊張しながら、イレーネさんの肩に手を回す。

「わっ！」

　そのままゆっくりと押し倒していこうとしたけれど、逆に一気に引き倒されてしまった。

「イレーネさん!?」

「寂しくなくなるくらい、してくれるんでしょう？」

　微笑む彼女に、早くも主導権を取られてしまう。

「さっきはベッドの直前で外へ連れ出されて、焦らされていたんだもの、んっ！」

　覆いかぶさるような姿勢のまま、イレーネさんの胸に手を伸ばす。

　やわらかな胸が、指を受け止めて沈み込む。

　服の隙間から手を差し入れて、その豊かな実りを直接揉みしだく。

　むにゅむにゅと形を変えるおっぱいが、僕の掌を押し返す。

「それじゃあ私も」

　彼女の手が僕の腰のほうへ伸びて、するするとズボンを下ろしていく。

「トモくんのおちんぽ、もうこんなになってる。ね、トモくん……」

　とろんとした目で見つめられて、耐えられなくなった僕は彼女の下半身に手を伸ばす。

　そこはもうすっかり湿り気を帯びている。

　下着だけをするすると脱がしていくと、すでにトロトロになっていた膣から蜜が溢れだした。

「もう、準備は出来ているみたいですね」

「トモくんだって」

　僕の下で頬を染めるイレーネさんに頷いて、挿入に移る。

　痛いほど怒張した肉棒をあてがうと、くちゅっと音がした。

　ゆっくりと腰を落として、スムーズに肉棒が飲み込まれていくのを楽しむ。

「あんっ、トモくんのおちんぽ、入ってきた」

　そのまま最後まで挿入する。僕の全ては今、彼女に包まれていた。

「トモくんのおちんぽ、中で凄くなってる」

「イレーネさんの中が、締め付けてくるからっ……」

　ぴったりと密着してくる膣内をかき分けて、ぐいぐいと進んだ亀頭が子宮口に突き当たる。

　空気さえ入らないような密着も、あふれる愛液と欲望には勝てないみたいだ。

「うっぐっ」

　広場から聞こえる声に、彼女の膣内がぎゅっとさらに強く僕を締め付けた。

　加えられる刺激に高まった僕は、さらなる興奮を求める。もどかしさを貫くような、もっと強い刺激を。

「イレーネさん、動きますよ」

「ちょっと待って、今は……ひゃうっ！」

　耐えきれず答えの前に腰を振ると、彼女は高い声を上げた。その声が僕を加速させる。

　そのまま上下に腰を動かす。地面に寝そべる彼女の痴態は、僕をさらに興奮させた。いつもとは違う場所で、イレーネさんと繋がっている。

　こんな、人々が生活する、広場の中で！

　見られてしまうかも知れないスリルと、見せつけているかのような優越感。

　彼女が僕の婚約者なんだ。そんな湧き上がる気持ちを乗せて、その最奥まで肉棒を突き動かす。

「あっ、ふぅんっ、トモくんのおちんぽ、いっぱい動いてるっ！」

　僕は首筋にキスをしながら彼女に尋ねる。

「どうですか、外でするのは。ほら、見えますか？　ここは部屋じゃないんですよ」

「んんっ、外、トモくんと、外でして、るんっ！」

　口にすることで意識すると興奮が高まるのか、さらに締め付けがきつくなる。

　膣壁がぐいぐいと肉棒を絞りとるように動いて、射精感が高まってくる。

「トモくん、イキそうなの？　我慢しないで、トモくんがイクとこ見せてね？」

　少し余裕が戻ったのか、イレーネさんのほうからも腰を動かしてさらに快感を高めていく。

「うっ、くっ、僕、もう……」

「ふぅ、はぁ、トモくん、いいよ、中出ししてぇ！」

　互いに腰を突き出して、最奥まで肉棒が挿入されたところで僕は激しく射精した。

　勢い良く飛び出す精液が、イレーネさんの膣内を満たしていく。

　だけど、これで終わりじゃない。

「あっ、出てる。お外でトモくんに中出しされてる！」

「ぐっ、まだまだ、です」

　射精直後で敏感なままの肉棒。強い刺激になんとか耐えながら腰を動かす。彼女に、もっと気持ちよくなってもらうために。

「あぁ、トモくん、可愛い顔してる。イったばかりのおちんぽが、私のなかで頑張ってる」

「どうですか？　外で、すぐそばを誰かが通っている場所で、中出しされるのは」

「あんっ、そんなっ、もっと。もっとみんなに見えちゃうお外で、私に種付けしてぇぇぇ！」

　下から激しく腰を突き上げながら、イレーネさんが乱れる。

　彼女の感じている顔と、キツイ締め付けになすすべなく精液が搾り取られていく。

「あっ、私の膣中で、びゅうびゅうトモくんの精液が出てる」

　幸せそうなイレーネさんの顔に力が抜けて、倒れ込みそうになる。慌てて身体を支えたときに、がさりと草が音を立てた。

「えっ!?」

　その瞬間、膣内の締め付けが一際強くなった。イレーネさんはとろけた顔で、草むらの向こうへ視線を動かす。

「やんっ、ちょ、トモくん!?」

　その隙に腰を動かした。息を潜めるように、少し小刻みに抽送を繰り返す。

「あんっ、今、誰か、んんっ」

「大丈夫ですよ、イレーネさん」

　わざと小声で言いながら、僕も視線を草むらに移す。当然、そこには誰もいない。ただ、イレーネさんが喜ぶと思ったからだ。

「もし見られても、誰も止めさせたりはしませんよ」

「そういう問題じゃ、あうぅ！　でも、でもっ！」

　吹っ切れたのか、イレーネさんの腰使いが激しくなる。

　応えるように僕もより強く腰を動かした。

「おうっ！　おほぉお！」

　もう誰かがいるかもしれないなんてことを考えずに、快楽を求めているようだ。

　彼女の低い喘ぎ声が、ちゃんと感じてくれている証拠だ。

　日頃は見せないイレーネさんの乱れた一面を、僕だけが知っているという優越感が湧き上がる。そんな姿を見せてくれる彼女への愛しさも溢れ出て、それが興奮を高めていく。

「おうあうぁぁぁ！　ト、トモくん、イク！　私、もうイっちゃうっ！」

　うなり声を上げながら、彼女が熱っぽく僕を眺めてくる。

「いいですよ。思う存分イってください。外でイレーネさんのイキ顔、しっかり見せて下さい」

　僕も激しく腰を動かしながら、彼女の目をまっすぐに見る。

「おほぉっ！　ひぃ、あっ、おうっ！　お外で、青空でガンガン突かれてイっちゃうぅぅっっ！」

　快楽を求める乱暴な腰振りで、接合部から体液が飛び散る。虹を作れそうなほど激しく愛液が溢れだす。

「ひぐぅ！　イクっ、ああっ、ぐぅ、ん！　トモくん、トモくんっ！」

　僕の名前を呼びながら、イレーネさんが快感を貪る。日頃は頼りになる町長さんが、見せられないほど乱れた表情で僕を見上げている。それも、自身が治める街の広場で！

「あぐっ、んっ！　おぐっ！　イク、あうっ！　あっ、あっんっ！」

　水分が抜けきりそうなほど体液を溢れさすイレーネさんに引きずられて、僕の全身も刺激を求めて暴走していく。

「あひぃ！　イクイク、トモくんのおちんぽで奥まで突かれてぇ！　イグゥゥゥゥゥゥ!!」

　大きく身体を震わせながら絶頂を迎えたイレーネさんの膣中が、全てを絞り出すようにきつく収縮した。その刺激に耐えきれず、僕も金玉を空にするほど勢いよく精液を発射した。

「おぉぉぉぉぅぅぅぅ！　来てる。私の中に、びゅびゅびゅって、トモくんの精液が！」

　イキ終えてからも、余韻を楽しむようにしばらく繋がっていた。

　肉棒を引抜くと、イレーネさんの膣からどろりと混じり合った体液が溢れ出る。

　僕らの下では体液まみれの草がキラキラと光を反射して、行為の激しさを伝えてきた。

「イレーネさん、凄いイキっぷりでしたね。外でするの気に入りましたか？」

　少し意地悪にそう言うと、彼女は羞恥で頬を赤く染めた。

「うぅ。こんな恥ずかしいの、くせになったらどうするのよ……」

「くせになっちゃったら、もっと刺激の強いことをしましょう」

「もう、トモくんもすっかりたくましくなっちゃって」

　呆れた様子ながらも楽しそうなイレーネさんの声が、僕の中でゆったりと響いた。
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　中央への出発を明日に控えた夜。部屋でのんびりとしていると、ドアがノックされた。

「はーい」

　と軽く返事をしながらドアを開けると、そこにはエディスさんとジュリーさんがいた。

「えっと、どうしました？」

　なぜだかわからないけれど、背筋に冷たいものが走った気がした。なんとなく不安を感じながら聞き返すと、エディスさんはにっこりと微笑む。それはイレーネさんといるときの素直な姫騎士とは違う、少し腹黒で強引なときのエディスさんだ。

「トモ様が中央へ行かれるというので、ちょっとしたご挨拶ですわ」

　彼女の様子に、これといっておかしなところはない。はずだけれど。

「そう、なんですか？」

　僕は隣にいたジュリーさんに声をかける。街の農業を支える魔力を持ちながら、控えめで素直な彼女なら無茶もしないだろう。

「……そう。トモさんに、ご挨拶」

　ん？　今なにか──。

「って、なんでわたくしではなくジュリーに確認するんですの!?」

「ええっと……」

　僕は視線を彷徨わせる。助けを求めるように、ジュリーさんのほうを見た。

「……日頃の、行い？」

「わたくしが悪いんですの!?」

　ジュリーさんの意見に、エディスさんがますます声を荒げる。

「ま、まあまあ……立ち話もなんなので部屋にどうぞ」

　僕は慌てるようにふたりを部屋に招き入れた。三人並んでベッドに腰掛けながら、改めてふたりの話を聞いていく。ベッドはそれなりに幅があるはずなのに、どうしてかふたりとも僕のすぐ側に座った。そのせいでふたりの肩や太ももが身体にあたり、甘やかな感触に戸惑う。

「それで、いったいどうしたんです？」

　右にエディスさん、左にジュリーさんが座り、どちらを向いていいかわからないまま問いかける。ふたりとも露出の多い服なので、強調されている胸に目を奪われないよう少し視線を高くした。

「聞きましたわよ、変態野郎……もとい、トモ様」

　じろり、とエディスさんがこちらを睨みつける。

「な、なにを……？」

「……広場で、イレーネさんと、してたって」

　いったいどこから……と思ったけれど、あれだけ激しくしていれば、だれかに気づかれていてもおかしくない。

「中央へ行っている間に、お姉様が寂しくないように、ですわよね？」

「そ、そうです」

　エディスさんの助け舟に思わず頷くと、彼女はぐいっとこちらに身を乗り出してきた。

　すぐ近くから女の子の甘い匂いがして、思わずたじろぐ。

「それなら──わたくしたちにもしてくださいますわよね？」

「……わたしたちも、トモさんがいないと、寂しい」

　何かを言う暇もなく、肩を掴まれて押し倒される。

　覆いかぶさってこちらを覗き込むエディスさん。その間にジュリーさんの顔が割り込んできた。

「あの、んっ」

「ちゅ、ニュル、レロ」

　出しかけた声を唇で塞がれ、さらに舌が侵入してきて口腔内で舌を絡めとり、舐め上げ、刺激を与えてくる。

「ぷはっ」

　口を離したジュリーさんが大きく息を吸う。

「ふふ……トモ様、どうします？　トモ様が嫌なら、おとなしく部屋に戻りますわ。でも……」

　エディスさんが僕の股間を撫でる。

「トモ様のちんぽ、もうこんなに太くなってますわ。どうしてほしいのです？」

　言いながらも動くエディスさんの掌てのひらが、もどかしい快感を伝えてくる。

「わたくしたちで、ぴゅっぴゅと気持よくなりたいのでしょう？　ほら、どうしてほしいのです？　このまま掌で、ひとりだけ気持ちよくなって終わりですか？」

　言葉で僕を焚きつけながらも、手は本当に激しく動き始める。

「違います。ふたりとも、ちゃんと気持ちよくせさせてみせます」

「あら、まるでわたくしたちのためだけみたいな言い方ですわね。トモ様が、気持よくなりたいのではなくて？　ちゃんとおねだりしてみてくださいな」

　エディスさんが僕のズボンを下ろす。すでに膨らんでいる肉棒がびょんと大きく跳ね上がる。

「……わ、トモさんのおちんちん、大きくなってる」

「ほらほら、トモ様はどうしたいんですの？　変態野郎らしく、欲望のまま動いていいんですわよ」

　エディスさんは自らの下着を脱ぎ捨てて、露わになった秘部を僕の肉棒にこすりつける。

　すっかりみだらな表情を浮かべたエディスさんは、こちらを挑発してくる。

　その期待にしっかり応えないと。Ｍっ気のあるエディスさんには、ちゃんとお仕置きだ。

　僕の上で膣を肉棒にこすりつけているエディスさんを見上げる。服の上からでも揺れるおっぱいに手を伸ばす。その頂点、乳首をつまみ上げた。

「んあっ！　そんないきなりっ」

「欲望のまま、動いていいんで、しょっ！」

「おほぉ！」

　タイミングを見計らって一気に腰を突き上げて挿入すると、軽くイったみたいだ。

「さすが変態野郎ですわ……いきなりあんっ！　ちょっと、んんっ！　あっ！」

　騎乗位にもかかわらず、こちらからガンガンと腰を突き動かす。じゅぶじゅぶと卑猥な音を立てながら、エディスさんの愛液が溢れていく。

「トモ様がその気なら、わたくしだって」

　気を取り直したエディスさんが、主導権を取り戻そうと激しく腰を動かした。

　上下の動きに加えて、膣内できゅっきゅと締められる。

「ふふ、んっ、やんっ、どうです？　トモ様のちんぽ、膣内で大きくなってますわ。もうイキそうですの？」

　僕の上で乱れながら、優位に立とうするエディスさんはとてもかわいらしい。

　感じまくったトロ顔で舌を出しながら、それでも挑発的な表情を浮かべようとする。いじらしく素直じゃないエディスさんの姿は、ささやかな嗜虐心を刺激した。

　そんな彼女にはご褒美だ。僕は下から、彼女の乳首を強めにつまみ上げる。

「くほぉ!?」

　バランスをとるように、もう片方も。

「あひぃ！」

　そのままくりくりと、乳首をいじりまわす。

「らめっ！　ちく、んんっ！」

「どうしたの、エディスさん？」

「この変態野郎、いいかげんにあうんっ！」

　きゅっと強くつまみあげると、すぐに喘ぎ声を上げる。エディスさんの快感スイッチみたいだ。

「ひぃぅっ！　乳首つねられて感じてりゅ！　トモ様に突かれながら、敏感乳首いじめられて、気持ちよくなってりゅ！」

　膣のしまりがきつくなってくる。

「ひぃ、んっ、あああああああああ！」

「くっ」

　エディスさんが大きく身体を震わせた。膣内が激しく蠕動し、彼女の快感の大きさを伝えてくる。

「はぁ……はぁ、んっ、ふあっ」

　深呼吸を繰り返すエディスさん。どうやら、ちゃんと満足してもらえたみたいだ。

　それじゃあ、次はジュリーさんを。と、エディスさんの身体を持ち上げようとしたら、彼女の太ももががっしりと僕の腰を押さえた。

「まだですわ。まだ、トモ様のザーメンを注いでもらっておりませんもの」

　そう言って腰を動かしだす。けれどイったばかりで敏感なのか、そのペースはゆっくりだ。

「ふっ、ん、はっ、ふぅんっ」

　これはこれで気持ちいけれど、射精には程遠い。それに見上げてみれば、エディスさんはとろけた目でこちらを見ている。僕に何かを期待してるみたいに。

　僕はエディスさんに微笑みかけて、腰を突き出した。

「おほぉ!?」

　彼女の奥まで肉棒が貫き、子宮口を叩く。コツコツと叩かれた中が、迎え入れるように開いていく。

　そのまま深くグラインドし、下から彼女を突き上げた。おっぱいが激しく揺れて、弾むように跳ね回る。

「ひぐぅ！　あっ、ほぐぅ！　んはっ、くぅんっ！」
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　その胸越しに、感じてだらしくなくなったエディスさんの顔が見える。このまま一気に！

「あひぃ！　トモ様、らめぇ！　そんな激しく、やんっ、まだっ、ああっ！」

　激しい腰の動きに、エディスさんの膣も感じてぐいぐい締め付けてくる。二種類の動きで責められた肉棒は、すぐに射精しそうなほどだ。

「エディスさん、そろそろ出そうだ」

「ひぅ、んっ、らしてっ！　トモ様のザーメンで、わたくしのおんまこをいっぱいにしてぇ！」

　そんな風に懇願されると、肉棒も膨らんで射精感が高まってくる。

「いくよ、エディスさん。全部うけとめてっ！」

　最奥まで肉棒を突き上げて射精した。快楽が長かったせいで、発射された精液は濃く、量も多い。

「いひぃぃぃぃぃ！　わたくしのおまんこに、トモ様のザーメンがあふれてりゅぅぅぅぅ！」

　淫乱なエディスさんの中で、精液が搾り取られていく。

「はぁ、はぁ……ふぅ……」

　肩で息をしながら、エディスさんが起き上がる。抜くときまでしっかりと肉棒に吸い付いてきた。

「トモ様の精液で、お腹がいっぱいですわ」

　精液を零こぼさないようにきゅっと閉じられた膣を、エディスさんの手が押さえる。その姿はとても淫らだ。そこに、ジュリーさんが四つん這いのまま近寄ってくる。

「……トモさん、わたしも……」

「もちろんです」

　次はジュリーさんを気持ちよくするため、僕は起き上がって彼女に向かい合った。
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　四つん這いでこちらを覗き込むジュリーさんに、まずは優しくキスをする。

「ん、ちゅっ」

　そのまま彼女の後ろに回りこんで、やさしくお尻をなで上げる。

「んっ」

　ジュリーさんは小さく声を上げた。そのまま手をずらして、秘部に指をあてがう。

　くちゅ、と音を立てて、淫らな蜜が溢れてきた。

「もう大丈夫ですか？」

「……ん、大丈夫。トモさんがエディスとしてるの見て、ヌレヌレになってる」

　実際に確認してみると、彼女の膣からはトロトロと愛液が溢れだして、早くもベッドに染みを作っていた。なめらかな褐色の腰を掴み、ゆっくりと膣に肉棒を触れさせる。

「……トモさんのおちんちん、あたってる」

　あてがった肉棒に、じわっと染み出た蜜が掛かる。誘いこむように口を開いた秘部に、ゆっくりと肉棒をうずめていく。

「……あ……う、んっ……」

　とろとろの膣内はゆっくりではあるけれど、着実に肉棒を飲み込んでいく。

　蠕動して肉棒を絡め取ってくる膣内に、ぐっと射精を我慢する。

　力を入れながら腰を押し進めていくと、彼女の奥に到達する。

「……あ、奥まで、んっ！」

　奥までの挿入でイったジュリーさんが、上体を仰のけ反ぞらせる。

　その拍子に、肉棒が膣壁に擦れた。

「あぅ！　ひぃ、いいっ！」

　それがちょうど良いところだったのか、イキやすい体質のジュリーさんは、続けて絶頂したみたいだった。

「このあたりがいいのかな？」

　僕はゆっくりと腰を動かしながら、さっき擦った場所を試していく。

「……うっ、あっ、んっ……トモさん、あっ……ふぅ。……そこ、ダメ……ッ！」

　その場所を探しながら突くたびに、ジュリーさんが震える。

「あっ、んっ！　……ク、ふぅ……アンッ……！」

　イクたびに蠕動する膣が、肉棒を強く締め上げる。精液を早く搾り取ろうと蠢いている。

「……ん、また、ンンッ……イクッ！」

　びくびくと身体を震わせてジュリーさんが果てた。

　射精を耐えている肉棒が、収縮する膣内でもみくちゃにされる。

「……トモさん」

　振り向いたジュリーさんが、声をかける。

　バックのまま振り向くと姿勢に無理が出るのだけれど、その分、なめらかな身体のラインがハッキリするので艶めかしい。

「どうしたの、ジュリーさん？」

「……もっと、激しくして」

　荒い息のままとろんとした瞳でお願いされる。あまり自己主張をしないジュリーさんが僕を求めて、頬を染めながらエッチなお願いをしてくる。年上だろう彼女の少し不器用な甘え方に、ぐっと胸が詰まる。

「わかったよジュリーさん。もっと、激しくするね」

　彼女の腰を掴む手に、力を入れなおす。

　しなやかな肌がきゅっと手に吸い付いてくる。

　強く押し込むために、まずは抜けてしまうギリギリまで腰を引く。

「ひぃやぁうぅゥッ！」

　引き抜くときに、カリが膣壁を引っ掻いて刺激を与えたみたいだ。

「いくよ、ジュリーさんっ」

「……あふゥ、アアアアァァァァッッ！」

　奥まで貫いた瞬間、ビクンビクンと大きく身体を仰け反らせて、ジュリーさんがイった。

　だけど激しく、と言われているので、まだ終らない。

　僕はイったばかりのジュリーさんに、肉棒を何度も抽送した。

「アッ、んっ、ふぅ、ひっ！　アアッ、ンッ、アッ！」

　後ろからでもわかるほど、ジュリーさんは激しく乱れていた。

　乱暴に押し付けられて腰は、ベチンベチンと音をたてている。肉同士のぶつかる淫靡な音だ。

「ん、アッ！　くぅ……ふッ、ンッ！」

　そして抽送を繰り返すたびに、グチュグチュと接合部から愛液が漏れだす。

「……ああっ、トモさん！　もっと、アンッ、アッ！　わたし、ウンッ！」

　そこに、ジュリーさんの喘ぎ声が乗る。聞いているだけで興奮してくるような、みだらな三重奏だ。

「……メッ、イクイクイクイクッッッッ！」

「あっ、うっ、ぐっ！」

　今まで以上に大きな波でイったジュリーさん。その膣がぎゅっぎゅと肉棒を締め上げる。

　上半身は崩れ落ちて、お尻だけを高く突き出す形になる。

　全身に玉のような汗を浮かび上がらせて、ジュリーさんが荒く息を吐く。褐色の肌が濡れそぼり、いやらしくつやつやと光っていた。背中から首筋へと流れていく汗が、呼んでいるようで、思わず舐めあげる。

「ひゃうっ!?　トモさん、なにを……？」

　驚きと困惑と舐められた快楽を混じらせた顔で、ジュリーさんがこちらを見る。腰だけを高く突き出して、窺うかがうようなねだるような表情を浮かべる。

　その艶やかな姿に耐えられなくなって、思わず腰を動かした。

「あっ、アッ、トモさん……おちんちん、中でぷくってしてきた」

「ジュリーさんが、エッチな姿見せるから」

「イキそうなの？　中でイって。……トモさんの精液、ンッ、わたしに、アッ……中出ししてッ！」

「うっ、ぐっ、イクッ！」

「フゥ……ンッ、あっ、クゥンッ！　ふッ、きて、トモさんッ！　アッ！　ふ、イクゥゥゥゥ！」

　ビクビクビクッと全身を震わせてジュリーさんがまたイった。さらなる快楽を求めるように収縮する膣が肉棒を吸い尽くす。射精間近の肉棒はその快感に耐え切れずに、勢い良くジュリーさんの膣内に精液を吐き出した。

「あっ……きてる。トモさんの！　中出しされてッ！　アアアッッッッ！」

「ジュリーさん！　今は、うっ」

「……膣内射精で連続イキしちゃう、はぁぁっんぁ！　ふぁ、また、うぅんッ！」

　射精直後で敏感な肉棒を、ジュリーさんの膣がバキュームのように吸い上げていく。もっともっとと強く求められて、愛しさがこみ上げてくる。放出の刺激で絶頂しては、その絶頂でさらに搾り取ろうとしてくる。彼女の期待に応えるように、肉棒は硬度を保ったままだ。

「……もっと、わらひに、トモさんの……」

　ジュリーさんはイキながら腰を動かす。

「ハッハッ！　ぅはぅぅぅぅんっ！　イク、またイクッ！」

　上からも下からも、だらだらとよだれを垂らしながらジュリーさんが果てる。

「何回でも、イっちゃうにょ……トモさんの、おちんちんが、あんッ！」

　エディスさんを待つ間、ずっと焦らされていたせいなのか、いつもより激しく求めてくる。

　連続でイっているのはジュリーさんのほうなのに、僕が先に体力を切らしそうだ。

　待っているだけじゃ、本当にそうなる。だから僕は、自分からも腰を動かした。

「あっ、トモさん、ンッ！　きもちぃ……ふぅん！　あっ、アッ！」

　突くたびに彼女が震える。

「……一突きごとにッ、イク！　イっちゃう！　アアッ、イク！」

「う、僕もまたイキそうです……！」

「んぁっ……きて。トモさんの、もっと中出ししてぇ！」

　僕はジュリーさんのお尻を掴んで、最奥まで一気に貫いた。

「い、イグゥゥゥゥゥゥゥ！」

「う、ぐっ！」

　彼女の絶頂に合わせて、僕も思いっきり射精した。

　きゅっと上がった金玉から痛いほどの勢いで吐き出された精液が、彼女の中を満たしていく。

「……あぁ……出てる。トモさんのおちんちんから、勢いよく。アッ、んっ」

「ちょ、ちょっと待って……」

「アッ、違っ……イくの、止まらなっ……アアッ！」

　子宮まで精液を注ぎ込まれて、ジュリーさんがまた絶頂を迎える。

　空っぽの肉棒からさらに精液を搾り取ろうと、膣壁がいやらしく蠢いた。

「ああっ、トモさんの精液が、ンッ、中で……」

「も、もう出ないから……」

「わたしも……もう限界です」

　そう言いながらも、ジュリーさんの膣は引き抜くときまで名残惜しそうに締め付けてきた。

　支えを失ってベッドに横たわるジュリーさんは、疲れこそ見えるものの幸せそうだった。

「……トモさん、帰ってきたら、またして？」

「もちろん」

　頷きながらも、出かける前でこれなら、帰ってきたあとはもっとたいへんそうだと少し思った。

　体力、つけておかないと。

　汗で張り付いた髪が目に入らないように、横になったジュリーさんのおでこをなでる。

　激しく乱れすぎて眠りかけていたジュリーさんが、目を閉じたまま笑顔を浮かべた。

　僕は改めて決意を固くした。この街を、彼女たちを、ちゃんと国に認めてもらうために。

　ぴと、と背中に触れられて振り向く。

「エディスさん、どうしました？」

「ねえ、トモ様？」

　首を傾げるエディスさんは、あくまで確認、というふうに言葉を続けた。

「ジュリーには二回、中出ししましたわね？　と、いうことは、わたくしにももう一回していただける、ということですわよね？」

「え、えーっと……」

　まずは、目の前のエディスさんを、ちゃんと満足させてからかな。
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　シュゼットさんに連れられて、僕は首都に到着した。

「ここが、この国の中央なのか」

　流石に元いた世界と比べるべくもないが、街並みはレンガ造りだけれど、その色も様々で華やかだ。

　四階建てくらいの、少し高めの建物も普通に並んでいる。

　そしてなによりも、さすが首都というだけあって賑わっている。

　街ゆく人々は老若男女入り乱れて、わいわいとした活気にあふれていた。

　イレーネさんや、今隣にいるシュゼットさんのような極端な美人こそいないけれど、顔の作りやスタイルも様々だ。

　ただ、やはり美醜の感覚が違うせいか全体的にふくよかな人が多い。

　この世界へ来てから美人ばかり見ていたから少し新鮮だなと、ブロッサムに住む彼女たちの美しさを再認識する。

　容姿で差別された人たちの街、ブロッサムを認めてもらうために、僕はここまで来たのだ。

　改めて隣のシュゼットさんに顔を向ける、が残念ながら今はフルフェイスのマスクをしている。

　同様に僕も変装でマスクを着けていた。なれないと少し呼吸がしにくいけれど、視界は意外とふさがらないみたいだ。

　ブロッサム以外では、むやみに顔を晒すものじゃない。これだけ人がいれば他にもいるかもしれないけど、黒目黒髪だというだけで注目を集めてしまうからだ。

　まさか中央でなら街中でいきなり連れ去られることもないだろうけれど、目立たないに越したことはないのだ。

「それじゃあ、まずはアネットが住むという屋敷を見に行こう」

「はい。実際に会いに行く前に、下見は必要ですからね」

　僕らは連れ立って、アネットさんが住むという屋敷のほうへ向かった。

　活気にあふれた通りを抜けて少し進む。段々と並ぶ家が大きくなり、高級住宅街のような雰囲気だ。

　だけど目的地はまだ遠いらしく、僕らはそのままさらに奥へと歩いていく。

「この辺になると、だいぶ人通りも少ないですね」

「ああ。あまり、市民が立ち入る地域でもないからな」

「なんだか少し、寂しい感じがしますね」

「あのブロッサムと比べたら、どこだってそうさ」

　さらりと応えるシュゼットさんだったけれど、その声にこそ寂しさに満ちているような気がした。屋敷の立ち並ぶ道を通り抜けていくと、やがて、その家並みの更に奥。大きな敷地のせいで、他の屋敷から少し離れた場所にぽつんと建つ家があった。

「あれが、アネットの住む屋敷だな」

　確認するようにつぶやくシュゼットさんは、周囲をぐるりと周りながら敷地内の様子をうかがう。

　政務官の格好だから、よほどのことでもない限り、行動自体を見咎められることもない。

　僕も後ろからついて行き、屋敷のほうを見て回る。

「使用人はそれなりにいるようだな」

　広い庭を掃除したり、窓の向こうには屋敷の中を移動するメイドの姿も見える。

「せわしなく動いているようだから、余るほどいるわけではないのだろう。けれど、屋敷が荒れている様子もないから、相応の使用人はいるはずだ」

「なるほど」

　シュゼットさんの見立てに僕は頷いたけれど、正直なところ、相応の人数というのがどのくらいなのかは想像出来なかった。

　ただ、外から見ているだけで僕にもわかったことがある。

　あの屋敷で働く人々は、まるで楽しそうじゃない。

　つらそうというよりは、ただただ冷たい感じがした。

　ブロッサムの、イレーネさんの屋敷に慣れた僕だから感じることなのだろうか。

　あそこまでアットホームなのが特別なのは、わかる。

　だけどそれにしたって、これは冷たすぎるんじゃないかって、僕は思ったんだ。

「トモアキ、見えるか？　あの部屋」

　屋敷の裏手、シュゼットさんが指差したほうを見ると、一つの部屋があった。

　遠目ながらも調度の良さが分かる、派手さはないが金のかけられた部屋。

　門から遠い位置にあるのも、屋敷の主にふさわしい。

　その部屋に、ひとりの女性がいた。

　亜麻色の髪をした、大人の女性だ。

　この距離でも美しいとわかる。ということは、きっとこの世界では苦労してきたのだろう。実際、元夫である大臣からも、こんな仕打ちを受けているのだし。

「はい。見えます。あの人が──？」

　彼女の纏う空気は重く、悲しみに満ちているような気がした。

　容姿差別の撤廃は、彼女のためにもなるはずなんだ。僕はぐっと拳を握りしめた。

「ああ。彼女がアネットだろう。部屋の位置や、容姿から考えて間違いない」

「会ったことはないんですか？」

　同じ国へ仕える役人だといっても、ご婦人たちと会うことはないのかもしれない。

「ん？　ああ。大臣と直接会う機会さえめったにないし……それに大臣は、公の場にアネットを連れてきたことなどなかったはずだ」

　ぐっと歯を噛む音がかすかに聞こえた気がした。国の多数派──容姿差別派の大臣は、その容姿を理由に、妻である彼女を日の当たらない場所に隠していたのだろう。

　やっぱり、この国は変えていかないといけない。

「他に、確認しておくことはありますか？」

　実際のアネットさんの姿を見て、走り出したくなったのをぐっと抑えた。そして僕は自分を落ち着かせるように、シュゼットさんに問いかけた。

「いや。もう大丈夫だ。あとは中で、私が使用人をひきつけておく間に、トモアキがアネットに接触する。それだけだ」

「……はい。わかりました」

　僕は力強く頷いた。

　シュゼットさんとふたり、屋敷の正面へ回って、今度はちゃんと玄関から中へ。

「これはシュゼット政務官殿。本日はどのようなご用件でしょうか？」

　入り口での取次を終えて屋敷に入ると、初老の執事がシュゼットさんを迎え入れた。

　示されたソファに腰掛ける彼女の後ろに、僕は部下のふりをして立っている。

　案内されるまでに通った廊下や、すれ違ったメイドたちの様子を見ても、やっぱりこの屋敷は寂しいと感じた。

　機械的というか、冷たいということなのだろう。

「アネット元夫人のご様子が気になってな」

「はぁ……。まあ、シュゼット様の立場もおありでしょうし」

　執事は、アネットさんを訪ねてきたことに疑惑を抱きつつも、話すうちにシュゼットさんの話術にはまり、何らかの政治的な駆け引きだと考えてようやく納得したようだった。

　つまりそれは、彼女個人を尋ねる人間など、普通にはいるはずないと思っているのだ。

　自分の仕える主人に対する愛がない。ただ契約があるだけ。

　僕はようやくこの屋敷の、冷たさの正体に気づくことが出来た。

「ただいまアネット様は塞ふさぎこんでおられるのです。シュゼット様がお訪ねになられたことは、お伝えしておきます」

「ふむ……ひと目会うことも叶わないだろうか？　話したいこともあるのだが」

「申し訳ございません。アネット様は、どなたともお会いになられません。ご用件でしたら、私のほうでお伺いいたしましょう」

　頑なに、アネットさんとの接触を拒む執事。

　大臣から言い含められているのか、単に自分が面倒だからなのか。どっちにしても、アネットさんのためじゃないような気がしたんだ。

「なるほど。では用件に入ろう。君、ちょっと出ていてくれ」

　シュゼットさんの言葉に無言で頷いて、僕は部屋を出る。単に部下が、重要な話だから追い出された、というふうを装って。

　パタン、と扉を閉めて、僕は急ぎ足で歩き出す。あらかじめ確認してあった、アネットさんの部屋へ向かうために。

　途中ですれ違った使用人たちも、僕を呼び止めたりはしなかった。

　シュゼットさんの部下だからなのか、自分の職務以外には興味がないのか。

　そんな温かみのない屋敷の中を、ぐんぐん進んでいく。

　少し重くなりかけた足を、差別撤廃への力に変えながら。

　そのまま誰にも止められることなく、アネットさんの部屋へたどり着いてしまう。誰も、僕から彼女を守ろうとはしなかった。

　僕は深呼吸をする。ここからが、僕の役目だ。

　素早く部屋に侵入し、扉を閉める。そして変装用のマスクを脱ぎ捨てて、特徴である黒目黒髪をさらけ出した。

　椅子に腰掛けて窓のほうを見ていたアネットさんが、僕の気配に気づいて振り返る。

「はじめまして、アネットさん」

　その瞳はまず驚愕をたたえ、次いで恐怖に囚われ、諦あきらめを通過して、僅かな希望と諦観を灯した。

　様々な色を宿したタレ目。胸はとても大きく、存在を主張している。他の部分、特に手足はとても細く、それが退廃的な彫刻のような印象を与える女性だ。

「私に客人……なんているわけないわ。それじゃあ、あなたは強盗かしら？　あまりに陰気なものだから、幽霊屋敷とでも思われたのね」

「あ、いや、僕は──」

　まず侵入してしまったことへの謝罪と、その言い訳を伝えようとした僕に向けて、彼女はまっすぐに尋ねた。

「ねえ、あなたがこの屋敷に金品を奪いに来たのなら、そのついでに」

　ただただ虚ろな彼女の瞳が、僕の視線を捉える。

「──私を殺していただけますか？」
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「──私を殺していただけますか？」

　アネットさんの口から出た一言に、僕は言葉を失う。

　いったい、どんな仕打ちを受ければ、見ず知らずの人間に「殺してくれ」なんて頼むのだろうか。僕には想像もできなかったんだ。

　ともかく、僕は一刻も早く彼女をなんとかしないと。

「僕は！　僕は強盗じゃないし、あなたを殺したりもしません。え、えっと……」

　どこから説明すべきかまごついていると、アネットさんは僕をなんでもなさそうに眺めた。なげやりな美人は、ちょっと怖い。

「別に、取り押さえたりしないから、安心していいわ。いまさら私なんかのために、あなたを捕らえようとする人間なんていないもの」

「僕は智とも明あきといいます。アネットさんに協力してほしいことがあって、こうして会いに来ました。まずはその、かってに押しかけちゃってごめんなさい」

　勢い良く下げた頭をゆっくりと上げていくと、アネットさんは、とても不思議なものを見る目をこちらに向けていた。

「その、どうしてもお話しがしたかったんですが、正面からだと会わせてもらえなかったので」

　もちろん、シュゼットさんも一緒に、普通に会わせてくれるならそのほうが良かったのだ。

　ただ、その可能性が低いだろうということで、あらかじめこの作戦を立てていた。

「私に用事？　本当に？」

　彼女がまっすぐにこちらを見るので、僕も彼女を見つめ返す。頷いたあともしばらく見つめ合ってから、彼女はようやく口を開いた。

「そう。珍しいこともあるものね。いいわ。おうかがいしましょう」

　彼女は半信半疑と言った感じながら、僕の話を聞いてくれるようだった。

　僕はまず、彼女に会いに来た目的を話す。彼女の元夫である大臣、容姿差別を行う国の主流派の動きや秘密を訪ねに来たことをだ。

「ふうん、まあ、そうよね」

　しかし、彼女はあまり興味なさげに呟いた。腕を組んだ拍子に、その大きな胸が揺れる。

　値踏みするように僕を見ながら、彼女が口を開く。

「トモアキくんはどうして、主流派の弱みなんて握りたいのかしら？　次の大臣……には若すぎるわね。それでも、いいポストが貰えるのでしょうね」

「いいえ」

　僕はまっすぐに否定した。ここに来たのは、政治ゲームのためじゃない。

「僕の目的は、容姿差別を撤廃することです。それさえ受け入れてくれるなら、別に大臣たちは今のままでいいんです」

「そうなの？」

　アネットさんは訝しげに僕を見た。彼女に応えるように、僕は話を続ける。

「はい。僕はほんの一部ですが、容姿差別を受けた女性を見てきました。生まれた街を追い出されて、行き場を求めてさまよう人々。何もしていないのにひどい扱いを受けて、苦しんでいる人々です」

　僕は軽く息を吸って続ける。

「たとえ強くても容姿はハンデとしてのしかかって、自分を殺して生き抜いていくしかない人もいました。エルフや獣人族にも、容姿で迫害され行き場をなくす人々がいるんです。僕はそんな、悲しむ人が増える仕組みを変えたい。そのために、容姿差別を推進する今の主流派を、そのままにしておくわけにはいかないんです」

　まっすぐに彼女を見つめて、僕は言い切った。アネットさんは深く頷いて、小さく息を吐いた。

「トモアキくんの主張はわかったわ。きっとあなたは、本当に容姿差別の撤廃を望んでいるのね」

　僕の気持ちが伝わったのか、アネットさんは信じてくれたみたいだ。

「それにトモアキくんは、話している最中、私から目をそらさなかったわ。あなた自身は少なくとも、容姿で人を露骨に避けたりはしない」

「はい」

　頷きながらも、アネットさんの少し迂う遠えんな言い方が気にかかる。

「そうね。トモアキくんになら、話してもいいわ。だけど、一つ条件があるの」

「なんでしょう？　僕に出来ることなら、なんでもします」

　言い切ると、アネットさんは不思議な笑みを浮かべた。何か楽しそうな、それを押しとどめているような。

「私もここの暮らしですっかり、疑り深くなってしまったわ。トモアキくんを試してもいい？」

「はい。僕の思いに、嘘はありません」

「大臣の情報はあるわ。それを渡してもいい。でもその代わり、私を抱いて」

　突然の条件に驚いて、彼女のほうを見る。

　憂いを帯びた美貌は、幼さとは別の背徳感を抱かせる。しなやかな身体つきととても大きな胸は本当に魅力的だ。この世界では女性のほうが性欲が強いから、夫と別れてたまっているのかもしれない。アネットさんのような美人なら大歓迎だ。

「わかりました。むしろ、こっちからお願いしたいくらいです」

「ああ、心配しなくてもいいわ。どうせダメだってわかっているもの。だからって捕らえて、突き出したりはしないわ。そのまま帰ってくれて──え？　トモアキくん、もう一度聞かせてくれる？」

「アネットさんを抱きたいです」

　僕は彼女に近づいて、その手をとった。少し冷たい両手を、僕の手で包み込むように握る。

　驚いたようにこちらを見つめるアネットさんは無防備で、年上だってことを忘れそうなくらいだった。僕の体温で、じんわりと彼女の手が熱を持ち始める。

　その頬に朱がさして、小さく口を開けたり閉じたりしてから、彼女が声を出した。

「あ、あまり大人をからかうものじゃないわ。……でも、そうね、ありがとう」

　少女のように恥じらいながら、アネットさんがはにかんだ。

「そ、それじゃあ、これから大臣のことを話すけれど、その間ずっと、こうしてもらっていていい？」

　彼女だけが座った姿勢だから必然的に上目遣いだ。不安げにされるそんなお願いを、断る気なんてもちろんなかった。

「はい、いいですよ。このまま聞きます。話して下さい」

　アネットさんを見つめながら頷いた。彼女は軽く咳払いをして、喋り始める。

「んんっ、あの人──大臣は知ってのとおり差別主義者だったわ。それも、とっても保守的で過激な」

　言いながら曇っていくアネットさんを勇気づけるように、僕はぎゅっと手に力を込めた。

「彼が先頭に立って容姿差別を推し進めていたの。力をつけた彼は今、主流派のリーダー格だわ」

　アネットさんの元夫が、主流派のリーダー格。それならば動きや秘密もわかったりするのだろうか。

　ただ、それよりも、そんな強い差別主義の男性に嫁いだアネットさんの暮らしを思うと、僕の胸は締め付けられるのだった。

「彼のところには、いろんな人間が出入りしていたわ。例えば──」

　と、彼女の口から出た名前をメモする。エディスさんから習っていた文字が、ちゃんと役に立った。

　……習っている最中に、いろいろあった気もするけれど。

　僕にはまるで馴染みのないこの名前たちも、シュゼットさんやイレーネさんが見れば、中央の動きを把握するのにとても役立つだろう。

「反対に、必ずしもあなたたちの味方ではないかもしれないけれど、彼が気に入らないみたいだった人は──」

　僕はまた名前を書きとっていく。このなかの誰かは、僕らの味方なってくれるのかもしれない。

　メモをとり終えた僕は、再びアネットさんの手を握る。

「一番大切なのは、彼の秘密ね。元々、たいした有力者でもなかった彼は、今の地位を得るまでにいろんなことをしたわ……それこそ、気に入らない容姿の人間を妻にしたり、ね」

　アネットさんの瞳に宿る寂しさを溶かすように、僕は包み込んだ手に力を込める。

「その中には違法なことも多くあるわ。一番大きいのは、税金の横領。彼はいろんな根回しのための資金を、立場を利用した横領でまかなっているの」

「横領!?」

　思わず息を呑んだ。それは僕でもわかる、明確な犯罪だ。一発で政治生命を終わらせるような。

「そう、横領。もちろん、私が騒ぎ立てたくらいじゃ、誰も信じないわ」

　彼女は諦めるようにつぶやく。

「それに、意味もないしね。彼もそう思うから、私を放置しているのだわ」

　だけど、もう違う。僕ら──というかイレーネさんたちなら、この情報を元に、状況をひっくり返せるかもしれない。容姿で差別されない、悲しむ人の少ない世の中に出来るだろう。

「少しはお役に立てたかしら？」

「はい。とても助かりました」

　僕は力強く頷いた。

「そう。よかったわ。それじゃあ……」

　少し、視線をそらして言うアネットさん。僕はその手を引いて、立ち上がらせる。

「はい。アネットさんを抱かせて下さい」

　期待に満ちた顔の彼女を誘導していくと、手を引かれるまま素直にベッドへと腰を下ろした。
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　ベッドに連れてきたものの、アネットさんはちょこん、と座ったままあまり動かない。

　チラチラとこちらを見るけれど、動こうとしてはためらってしまう。

「あの……本当にいいの……？」

「もちろんです。僕には、アネットさんがとても魅力的に見えます」

　思ったままを口にすると、彼女は少女のように頬を染めた。

「ありがとう。うれしいわ……んちゅ」

　彼女はためらいがちにキスをしてきた。

　軽いキスだけで唇を離そうとする彼女をおさえ、舌を割りこませる。

「んっ……ちゅ、れろ」

　強引に彼女の口腔に侵入し、舌を絡めとる。

　頬の内側を舐めあげて、舌を差し込んでいく。

「じゅ……れる、ちゅ……」

　ぎゅっと目を閉じて感じている彼女の顔が至近距離にある。その顔をちゃんと見るために、一度唇を離した。

　口元からよだれを溢れさせた彼女の、スイッチが入った顔。

「ん、ふぁ……いきなり、激しいわ」

「まだまだですよ」

　身体ごと彼女を抱き寄せて、また深くキスをする。

　蜜着したおかげで、彼女の大きなおっぱいが僕の胸で形を変える。むにゅむにゅと柔らかな感触は、僕を興奮させていく。

「ん、ちゅ……ねえ、これ、もしかして……」

「あっ」

　アネットさんが、僕の腰にあたっていた膝を動かす。硬くなった股間をグリグリと刺激した。

「大きくなってるの？」

「はい……」

　少し低い位置にある彼女の顔を見る。と、必然的に身体の間でいやらしく潰れた胸が目に入り、僕を誘ってくる。

「私で大きくしてくれたの？」

「もちろんです」

　答えながら、気恥ずかしさが湧き上がってくる。まだキスしかしていないのに、僕のものはもうガチガチだった。

「ああ……嬉しい」

　つぶやきながら、アネットさんの掌がズボンの中で窮屈な肉棒をなで上げる。

「ねえ、挨拶してもいい？」

「はい。その、ちょっと苦しくて」

「そ、そうなのね……じ、じゃあ、いくわね？」

　ためらいがちに、アネットさんがズボンに手をかける。

　その動作はたどたどしくて、とてもためらいがちだ。

　彼女の手がゆっくりと、僕のズボンを下ろしていく。

「わっ」

　もどかしさにズボンの中がぴくりとはねると、彼女は驚いて手を離してしまう。

「ごめんなさい、大丈夫？」

「あまり、焦らさないで下さい……」

「ああっ、ごめんなさい。ごめんなさいね……ごくり」

　息を呑んだ彼女が再びズボンに手をかける。僕は腰を浮かせて、彼女が脱がせやすいような姿勢をとった。

「えいっ」

　ブルン、と開放された肉棒が飛び出した。

「わっ、大きい……」

　彼女は現れたペニスをまじまじと観察している。

　手を出していいのかおっかなびっくりだ。

「アネットさんに触って欲しくて、こんなになってるんですよ」

「ああ、本当に……うぅ」

　アネットさんは嬉しそうに呟いた。その目には、少し涙さえ浮かんでいるようだ。

　慎重な手つきで、彼女が肉棒をつかむ。

「熱いし……太いのね」

　男性の性欲が低いこの世界では、僕のものも巨根なのだ。

　彼女の手がおずおずと竿を上下にさすっていく。

　その手つきはたどたどしく、それ以上に遠慮がちだった。

　不慣れなだけならそれでもいいんだけど、女性の性欲が強いこの世界では、もっと積極的なはずだ。

　彼女が遠慮しているのなら、それを取り去ってしまいたかった。

　もっと自由になってほしい。

「うっ、あ、ねぇ、アネットさん。咥えてくれませんか」

　だから僕は、彼女がもっと積極的になるようにお願いした。

「え？　いいの……？」

「僕が、アネットさんに咥えて欲しいんです」

「頑張るわね！」

　その一言で、嬉しそうにやる気を出したアネットさんが、右手で支えたまま肉棒を咥え込む。

「ぱくっ……ん、ふぉぅ？」

「ぅぁ……」

　温かな口の中に包まれて、思わず声が出た。

　アネットさんの舌が、ちろちろと亀頭部分を舐める。

　まだ探り探りだ。もどかしい快楽も悪くない。だけど彼女が望むのなら……。

「アネットさん。手も口も使って、もっと激しく出来ますか？」

　僕の発言に、アネットさんが肉棒を咥えたまま驚きの表情を浮かべる。

　きゅぽん、と亀頭から口を離すと、ペニスから彼女の口へ、唾液がつぅーっと糸を引いて淫靡だ。

　彼女の表情もとろけ始め、憂いを帯びた美人から淫乱なメスに変わり始めている。

「トモアキくんって、とってもエッチなのね」

　彼女の指先が、竿の裏筋を撫でていく。ピクリと跳ねる肉棒に、彼女は発情した笑みを浮かべる。

「それじゃあ、私もちゃんと応えてあげなくちゃね。……はむっ」

　先程よりも深く肉棒が咥え込まれ、右手も動かしながら彼女の舌がまとわりつく。

「じょぽっ……ちゅ、くちゅ。んっ、じゅる……じゅる、る」

　舌先がカリの裏側をなでる。右手が根本のあたりをしごいて、裏筋を舐め上げていく。

「くっ、う」

　声を上げると嬉しそうにこちらを見上げて、舌先を尿道に差し込んできた。

「ちろちろ……ちゅ、じゅるる、ん、じゅぽ」

　細かく動いた舌が亀頭の部分をなめまわし、顔を動かしながら根元のほうまで包み込んでいく。

　一気に吸い上げられて力が抜けると、今度は大きめに広い範囲を舐められる。

　肉棒の全てを味わい尽くそうとするような、貪欲なフェラだ。

「もっふぉ、ひぃもひよふふぁって……じゅるっ、シュコシュコっ、ちゅちゅ……れろ。いいふぁふぉ」

「あ、くっ。アネットさん、すごくいい」

　射精を耐える僕の顔に、アネットさんがさらに責めを激しくする。

「ふっ、んっ、ふぁ、れろれろ。ずぽぽぽ、ちゅ、じゅるるるるるっ！　ちろ、じゅる」

　もう、ためらいがちな様子もない。彼女はとても楽しそうに、肉棒をしゃぶっている。

　ちゃんと、エッチを楽しんでくれている。

　そんな彼女の様子も、僕の射精感を高めてくる。

「ふぁ、ふぉっふぉおおふぃふはっは。じょぽ、ちゅう、れる、じゅるるっ」

　顔を大きく動かして、咥え込んだペニスを貪り尽くす。根本を擦る右手も速くなり、僕の限界も近づいてくる。

「あっ、アネットさん」

「んふっ……」

　そんな僕の様子を感じ取ってか、彼女がいたずらっぽく笑う。

　どのくらい耐えられるか試しているかのようだ。

　積極的な表情は、やっぱりとてもいい。

　彼女の責めも、最後に向けて激しくなっていく。

「じゅぽじゅぽ、れる、くちゅ。んっ、にゅ、じゅぽぽぽぽっ！」

　激しいディープスロートの最中も、舌は別の生き物のように動く。

　裏筋を舐めあげて、カウパーを吸い取り、カリを刺激して亀頭を責め立てる。

「あっ、うっ、アネットさん、僕もうっ……」

「ふぃふぃふぁ、ふぃっふぇ。じゅるるっ、じゅぽっ！　じゅぽっ！」

　ラストスパートの激しい舐め上げと吸い上げで、僕は快感に飲み込まれる。

「じゅろろっ！　ぎゅぽっ！　れろれろ、ちゅ、じゅるるるるるるるるっっ！」

　ドビュドビュと精液が溢れだす。

　アネットさんの口で激しく射精し、その口内を白く穢していく。

　収まりきらなかった白濁液が、アネットさんの口元を伝って落ちる。

「んくっ、ごくっ、ふぅあ、濃くて、とても多い……んっ」

　粘度が高くて喉を通りきらず、彼女が少し咳き込む。

「ぅぁ……」

　彼女自身の手に受け止められた精液。こちらを見上げる彼女の口からも、まだ溢れている。

　恍惚の表情を浮かべる彼女は、先程までよりもなお美しい。

「ねぇ、トモアキさん、まだまだいけるわよね？」

　彼女の手が、僕の肉棒に伸びる。

　にちゃにちゃと擦り上げられると、すぐに硬さを取り戻していく。

「ああ、素敵……ねえ、もう我慢出来ないわ。今度はこっちにちょうだい」

　肉棒を撫で上げた彼女の手が離れる。姿勢を変えた彼女は、僕のほうから見えやすいように足を広げた。

　荒い息を吐きながら、するすると服をまくり上げていく。

　腰を突き出して、見せつけるように晒された彼女の下着は、もうぐっしょりと濡れていた。







[image: ]




　もうすっかり濡れそぼったアネットさんの秘所。

「あぅっ、んっ」

　軽く触れただけで声を上げる。

「まだ触ってなかったのに、すっかり準備出来てるんですね」

「やんっ、トモアキくんがエッチだから」

「そうなんですか？」

　問いかけながら、円を描くように彼女の性器を撫で回す。

「んっふっ、おちんちん咥えながら、感じちゃったの。あんなに太くて硬いの、初めてだったんだもの」

「それが今から、アネットさんの中に入るんだよ」

「あっ……」

　僕は確かめさせるように、彼女の手を自分の肉棒に導く。熱い杭に触れた彼女の手が、吸い付くように包み込む。

「さ、ちゃんと見せて下さい」

　僕はアネットさんの下着を脱がせていく。溢れでた愛液が糸を引いた。脱がす動作でまた溢れだして、早くもシーツにシミを作る。

　彼女の綺麗な恥丘が姿をあらわした。

「あっ……私、トモアキくんに、見られてる」

　恥ずかしげに顔を背けるアネットさん。僕はその表情をもっと見たいと思った。

　それに、真っ直ぐな思いを彼女に感じ取ってほしい。

「それじゃあ、いきますよ」

　だから僕は座った姿勢のまま、こちらを向いた状態の彼女を抱き上げた。

　対面座位だ。

「あっ……んっ……トモアキくんのおちんちん、私の膣内に入ってきてるっ……！」

　スブ、ヌチャ、と僕の肉棒がアネットさんの膣を押し広げて侵入している。

　アネットさんの膣内は処女のように狭かった。その狭い中を、僕のペニスがミチミチと押し広げて貫いていく。

「んくっ！　ふ、んんっ」

「一度、止まりますね」

　まだ奥まで入れきらず、中途半端な高さで彼女を支える。けっこう力がいるけれど、彼女のためなら耐えられる。

　この状態だと、ちょうど顔の少し上におっぱいがある。

　アネットさんの、とても豊かな胸だ。

　半端な姿勢はやはり不安定で、彼女の身体は小刻みに揺れる。

　そのたびに大きな胸も揺れる。

　肉棒は中ほどまでで止まっていて、目の前には揺れるおっぱい。生殺し状態だ。

　膣のほうは、もう少しならしたほうがいいだろうし……。

「アネットさん、ごめんなさい」

「ひゃうっ」

　僕は目の前のおっぱいにダイブした。

　服越しでも柔らかさがよくわかる。

「と、トモアキくん、何を……？」

　ぐりぐりと顔を埋めて、彼女の柔らかさと温かさを体感する。

「私の胸なんて触って、楽しいの？」

　照れながらも、どこか信じ切れないような声色のアネットさん。僕は顔を上げて、目一杯の笑顔で応える。

「最高です」

　すぐにまた顔を埋める。

「もう、トモアキくん……」

　言葉よりも態度で納得してもらえたのか、アネットさんは照れの中に嬉しさを混ぜてくれた。そして、彼女の腕が僕をぎゅっと抱き寄せる。

「んぐっ」

　大きな胸に包まれる。汗とフェロモンの混ざった甘やかな匂いに満たされる。

　ぐいぐいと押し付けられるたびに、沈み込むおっぱい。どれだけの柔らかさなのだろう。

「トモアキくん、もういいよ」

　そう言いながら、彼女自身がゆっくりと腰を下ろしてくる。

　顔は胸に、肉棒は膣内に収まって、僕のすべてがアネットさんに包み込まれているようだ。

「トモアキくん、かわいいわ」

　アネットさんがゆっくりと動き出す。流石に胸は離れてしまったけれど、すぐ近くにアネットさんの顔がある。

「ねえ、大丈夫？　ちゃんと気持ちいい？」

　それでも不安げなアネットさんに、僕はもっと激しくすることにした。ネガティブなことなんて考えられなくなるくらい、エッチなことで頭をいっぱいにする！

　ズンッ！　と強く腰を突き上げた。

「ひゃぅぅっ！」

　大きく高い声を上げて、アネットさんが仰け反った。

　僕はそのままガンガン腰を動かす。

「あっ、やっ、んっ、ふぅ、んんっ、トモ、あんっ、ちょっと、やっ！」

　彼女の頭を真っ白にするくらい、腰をふる。

「アネットさん、もっと気持ちよくなってください。それしか考えられなくなるくらいっ」

「あひっ、ふぅあっ、もう、イっ、トモアキくん、イっちゃう……！」

「いいですよ、イってください。何回でも好きなだけ、感じて下さい」

「あっあっ、んっ、あぁぁぁっ、もう、だめ、イク、イッちゃう、ふぁぁぁぁぁぁぁっっ！」

　ビクンビクンと身体を震わせて、アネットさんがイった。

　背中をぴんと張った彼女に手を回して支える。

　トロ顔でよだれを垂らしていた彼女は、すぐに力を取り戻して、まっすぐにこちらを見た。

「ああ……トモアキくん、最高だわ。私、こんなの初めて」

　彼女の指が僕の胸を撫でる。

　そして、顔を僕のすぐ側に寄せる。

「トモアキくん、まだイってないわよね？　私、もっと気持ちよくなりたいの」

　上気した肌で、彼女が囁いた。

「ちゅ……」

　軽く触れるだけのキスをして、顔が離れた瞬間、彼女が激しく動き出す。

「っ、んっ、いいっ、セックスって、こんなに、んっ、気持ちいい、ものだったのねっ！　あんっ！　ふぅ、んっ！」

　ときどき角度を変えながら、彼女が腰を振り続ける。

　至近距離で彼女の顔と胸が揺れる。

　アネットさんの感じている顔がすぐ近くにあるんだ。

　今、その瞳にあるのは快楽の追求だけ。

「ああっ、っ、ふ、んんっ！　あっ！　んっ、あぅ、あんっ！」

　快感に震えながら自由に腰をふる彼女に、僕は嬉しくなる。

「ああっ、トモアキくん、もっとっ、私の身体で、んっ、気持よく、なってっ！　ぅ、ああぁぁっ！」

　僕の表情を見て、アネットさんの腰使いが更に激しくなる。「もっと気持よくしてあげたい」という彼女の心が伝わってくるかのように、彼女の膣内が蠕動して僕の肉棒を刺激していく。

「あっあっ、ん、ふぅぁ！　ぅんっ、あふぁぁぁぁぁ！」

　彼女の身体が跳ねて、膣内がきつく締まる。大きめにイったらしい。膣壁が激しく収縮して、オスの遺伝子を搾り取ろうとしてくる。

　絶頂を迎えても、彼女の責めは終わらない。ブランクを取り戻すかのように、深く、強く求めてくる。

「ああっ、んっ、もっと、もっとぉ！」

　じゅぶじゅぶと溢れる愛液。彼女の膣から次々といやらしい蜜が溢れ出てくる。

「ぐ、むっ」

　僕もそろそろ限界かもしれない。彼女の貪欲さに、このまま搾り取られてしまいそうだ。

「あっ、今、中で動いた。トモアキくんもイキそうなの？」

「はい、もう、イキそうです」

「ふぁ……」

　彼女は嬉しそうにこちらを見つめて、腰を一番深くまで落とすと一度止まり、短くキスをした。

「んっ、くっ、トモアキくんっ！　あんっ、ふぅんっ！　イって。私の膣内でっ！」

　すぐに、今までよりさらに激しく腰を振り始めて、アネットさんが叫ぶ。

「あ、ぐっ」

「あんっ、あっあっあっ！　ひぃ、んん、っ！　あ、ああっ！」

「ああ、もう、僕、イキますっ」

「ふぅあぁっ！　きて、出してっ！　私のマンコに、トモアキくんのザーメンぶちまけてぇぇぇ！」

「あ、ぐ、うっ」

「ああっ、イク、あっあっあっ、あああぁぁ、ん、イクゥゥゥゥゥゥ！」

　激しい蠕動に肉棒を絞り取られて、僕は盛大に射精した。

　アネットさんの膣内は、射精の最中まで熱心に、僕の肉棒から精液を絞り出そうとする。

「ああ、出てる、トモアキくんのザーメン、私の中に、あっ、んっ」

　きゅうきゅうと膣壁が蠢いて、また肉棒を刺激する。

　射精直後の敏感さなんてお構いなしだ。

　アネットさんはとても満足気な顔をして、僕に抱きついてくる。

「すごく気持ちよかったわ。……だけど、不思議ね。気持ちいいって、際限がないみたい」

　ギュッと抱きつかれると、アネットさんの胸が押し付けられる。先ほど顔を埋めた、魅力的な胸の感触だ。

「あ、トモアキくん、中でまた大きくなってきたね」

　ずっ、とそのまままた動こうとするアネットさんを押しとどめる。

「今度は僕の番です。アネットさん、横になって」

「あっ」

　体勢を変えるために一度肉棒を抜くと、彼女が残念そうな声を上げた。

「大丈夫ですよ、またすぐに挿れるんですから」

　僕は肩に手をかけて、彼女を押し倒した。
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　さっきは、結局途中からされるがままだった。

　今度は、僕が彼女を気持よくしよう。

　僕はアネットさんをベッドに押し倒して、覆いかぶさる。

　仰向けになっても、アネットさんの大きな胸は、強く存在を主張している。

　僕はそんな彼女をじっと見つめた。

「トモアキ、さん？」

　彼女も僕を見つめ返す。僕はまず、彼女に軽いキスをした。

「ん、ちゅ……」

　次は、深く。

「ちゅ、ん、れろ……くちゅ」

　ふたりの間を唾液が伝う。僕はアネットさんの首筋にキスをする。

「やんっ」

　先ほどの行為で、もう彼女の身体はスイッチが入っている。全身が感じやすくなっているのだ。

　僕は撫でるような手つきで、少しずつ彼女の服を脱がしていく。

　まずは上からだ。彼女を、そして僕自身を焦らすように、ゆっくりと服を剥いでいく。大きな胸で当然のように引っかかり、少し強引に引き抜く。

「あん、んっ」

　彼女の豊かな双丘が跳ねるように揺れた。耐え切れずに勢い良く下着を外す。完全に外気に晒された胸に、僕の目が釘付けになる。

「や、そんな、みないで……」

「いやです」

　思わず胸を隠そうとしたアネットさんの手を押さえつける。両手を広げ赤裸々になったおっぱいに、思わず喉を鳴らした。

　大きな胸にふさわしい乳首が、ピンと立って存在を主張している。

　手を伸ばして、直接胸の柔らかさに触れた。

「あっ、ふっ……」

　両手で胸を揉みしだく。とても柔らかでありながら、弾力がある。沈み込んだ指を受け止めて、押し返してくる。

「あっ、ん、そんな、胸ばかり、んんっ！」

　乳首を口に含んだ。舌で舐めあげて、唇でコリコリと刺激する。

「ひゃうぅっ、トモアキくん、それ、だめっ……！」

「ダメなんですか……？」

　僕は名残惜しそうに口を離し、アネットさんを見上げた。そして、ふっ、と離したばかりの乳首に息を吹きかける。

「ひゃうっ!?　な、なにを、あんっ」

　乳首には触れず、周辺を舐めあげる。乳輪をくるくると舐めまわした。

「ふぅ、ん、あ、ああっ、もうっ！　だめじゃないわ！」

「うぷっ」

　叫びながら、アネットさんが僕の頭を抱え込んで自らの胸に押し当てた。

　口に飛びこんできた乳首を、甘噛みする。

「ひゃいぅっ！　それ、いいっ、あっ、ふぅっ！」

　アネットさんが乱れ、声を上げる。

　僕は赤ちゃんのように、彼女の乳首を吸い上げる。

「あんっ、そんなにされても、ぅんっ！」

　吸い付いてないほうの乳首は、手で刺激する。人差し指でこすり、押しつぶし、つまみ上げる。彼女の胸を責めるのは、とても楽しい。乱れる彼女を見ていると、僕の興奮も高まってくる。

「ああっ、うん、ん、ああああっ！」

　彼女の身体が大きく跳ねた。乳首だけでイったのだろうか。おっぱいを堪能していたせいで、僕の肉棒はもうガチガチで、ガマン汁を垂れ流している。

　一度身体を起こして、立膝で彼女を見下ろす。

「あっ……トモアキくんのおちんちん、凄いことになってる」

　大きく勃起し、天を指す僕の肉棒に、アネットさんが感嘆の声を上げる。あまりじろじろと見られていても変な気分になりそうなので、残る服を脱がせる作業に入った。

　といっても、下着はすでに脱がせてあるので、あとは下半身の衣服だけだ。

　もう待ちきれずに、焦らすことも忘れてするすると手早く脱がせていく。遮るもののなにもない、アネットさんの生まれたままの姿が現れた。

「ああ、そんなに……ひぅ！」

　あらわになった彼女の秘部に触れる。胸ばかり触られていたせいで待ち焦がれていたかのように、触れた指を飲み込もうとしてくる。

「ああんっ！　そこ、……んんんんんっ！」

　すでにぷっくりと膨らんでいたクリトリスを擦り上げると、大きく腰が跳ねて愛液が飛び散った。

　その様子をみて、僕は自分の思うまますぐに貫くよりも、もっと彼女を乱させたいと思った。

「もっと、気持ちよくなって下さい」

　焦らすように、周りばかりを刺激していく。指をほんの少しだけ挿れては、入り口のところだけを掻いてみたり、クリトリスの周辺をくるくると撫で回したり。

「ああ、うぅ、もっと……」

「どうしました？」

　僕は尋ねながら、ようやくクリトリスをつまみ上げる。

「ひぃうっ！　あっ、ふぅ、あっん、やっ！　もうぅ……れてっ！」

「なんです？」

「トモアキくんのおちんちん挿れてぇ！　ガチガチになったおちんちんで、私のおまんこ激しく掻き回してぇっ！」
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　彼女の懇願には言葉じゃなく、ズブッ！　っと一気に挿入することで答えた。

　感じまくって濡れまくった膣は、強引な挿入を健気に受け入れる。

「あああっ！　トモアキくんの、一気に入ってきた……！　んっ、ふぁっ……」

　アネットさんの感じていただろう物足りなさを埋めるように、僕の肉棒が膣内を押し広げている。

「あっ、ふっ、んっ！　あんっ、やっ、あっあっ！」

　膣壁は蠕動し、ペニスを逃がさないように締め付けてくる。その懇願に逆らうように、外れてしまうギリギリまで一気に肉棒を引き抜いた。

「ひぃあうぅぅぅっ！」

　カリの部分が膣内を強引に引っ掻かいていく。裏部分を膣壁に刺激された僕の快楽も大きいけれど、中を擦られた彼女はもっとだろう。

「あきゅぅぅぅっ！　あっ、あっんんんっ！」

　再び一気に挿入。奥まで貫いたペニスが、彼女の子宮口に強引なキスをする。

「ふっ、んっ！　あ、あ、やっ、あんっ！」

　彼女に覆いかぶさって、強引に腰を振っていく。強く求めることで、彼女を満たしていけるように。

「ふっ、ん。トモアキくん、どうし、ひゃうっ！」

　こちらの様子を窺うかがってきたアネットさんの乳首を口に含む。

　腰は振り続けたまま、彼女の胸に顔を埋めて、舌先で乳首を舐め回す。

「あっ、んっ、トモア、やんっ！」

　左手一本で身体を支えながら、自由になった右手で彼女の豊かなおっぱいを揉みしだく。

　柔らかく形を変えていく胸。口と指、左右の乳首に異なる快感を与えながら、腰も忘れずに振り続ける。

「あっあっ、めっ！　ふっ、んっ！　あっ、ふぁ、ぁ、んんんっ！」

　乳首から口を離して、アネットさんの様子を見る。

　すっかり乱れきって、快楽に堕ちたトロ顔を晒している。理性も憂いもない彼女の姿に安心して、僕は再び両手をついて、腰をふることに専念する。

「あっ、だめっ、トモアキくん、私っ、もうっ！　イキそうっ」

「いいですよ、アネットさん。おもいっきりイってください」

「ふぅん、あっ、ふぁっ、あんっ！　んっ、くぅ、あっあっ、イク、イクイッちゃうぅぅぅっっ！」

　アネットさんの腰が、僕の身体を押し上げるほど激しく跳ねた。最奥まで繋がったままふたりの腰が弾む。

　激しい膣内の収縮に、耐え切れなくなった僕の肉棒が勢い良く精液を吐き散らした。

「ふぁ……んっ！　出てる……トモアキくんの、ザーメン……んんっ」

「あぅ……」

　出している最中すら執拗に搾り取られて、あまりの快楽に、僕は思わず少しうめいた。




　激しい行為の後、流石に力尽きてベッドに横になっていた。いや、あまりゆっくりとしている時間はないんだけど。

　隣に寝ているアネットさんが、仰向けに寝ている僕の胸をさすりながら声をかけてくる。

「ねえ、トモアキくん」

「どうしました？」

　首だけを彼女のほうへ向ける。横向きに寝そべっている顔が、すぐ近くにあった。

　彼女自身の両腕に挟まれて、大きな胸が強調されている。その魅力的な、深い谷間に吸い寄せられそうな視線を、ちゃんと顔へと向け直す。

　するととても不安げな、寂しさを帯びた声で続ける。

「トモアキくんは、もう帰るのよね？」

「はい。一度帰って、相談します。アネットさんのおかげで、主流派を失墜させられるかもしれない。ありがとうございます」

「お役に立てたなら、なによりだわ」

　そう言って笑うけれど、その表情には、やっぱりどこか憂いが戻ってしまっている気がした。

「ねえ、トモアキくん」

　再び、彼女が僕に呼びかける。言い出したい何かを躊躇うような様子だ。

　僕はアネットさんを見つめて、言葉の続きを待つ。

　彼女は僕のほうを見て、迷うようなしぐさを見せた。

「大丈夫ですよ、なんでも言って下さい」

　僕は彼女を安心させるように、ゆっくりと声をかけた。そして憂いの表情を払うように、彼女の頬を軽く撫でる。

　彼女の手が、頬を撫でる僕の手を包み込む。

「もし、できたら、でいいのだけれど……」

　もう一息の決心がつかない、というように、彼女はそこで言い淀む。揺れる彼女の瞳には、諦めや不安が浮かんでいた。けれどその奥には少しだけ期待が見える。その期待が浮かび上がるまで、僕は彼女の言葉を静かに待った。

　やがて彼女は意を決したように、その願いを口にした。

「……私をここから連れだして、あなたたちの街へ置いてくれないかしら？」

「もちろんです」

　僕は答えて、少しだけ身体を起こすと、彼女の頬に軽くキスをした。

　アネットさんは、きっと離婚のことだけじゃなく、苦しんできたのだろう。

　その辛さを消し去ることは出来ないけれど。同じような痛みをもった人々がいるブロッサムで、彼女のこれからが幸せであってくれたらいいと思った。

「それじゃあ、帰りましょう。僕たちの街に」

　アネットさんを起こして、僕らは手早く身支度をする。
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　シュゼットさんとアネットさんと僕。

　三人はブロッサムの街に帰還した。

　目立たないように用意した馬車は三人だとだいぶ狭く、ふたりの身体にぎゅうぎゅうと包まれながらの帰り道になった。

　悪路で馬車が跳ねるたびに、ふたりの柔らかな感触に両側から挟み込まれる。狭い室内には艶やかな女性の匂いが満ちて、僕の頭をクラクラとさせる。魅力的ではあるけれど、冷静でいるのは難しい旅路だ。

　ようやく街に帰り着く頃には、僕はふらふらと熱に浮かされたような状態だった。

　僕らの乗った馬車を見つけると、イレーネさんがすぐにこちらに駆けてくる。

「おかえりなさい、ふたりとも……あら？」

　僕はイレーネさんに、アネットさんのことを紹介する。

　イレーネさんはすぐにアネットさんを受け入れてくれた。

「歓迎するわ、アネットさん」

「ありがとう……」

　感動で言葉をつまらせながら、アネットさんが応える。この街なら、今までよりも過ごしやすいはずだ。

　僕ら四人は連れ立って屋敷に入っていく。

　通された部屋には、すでにエディスさんたちが待っており、僕らの報告を受ける状態になっていた。

　その中には、京の都から来た大使の娘、ミオさんもいた。たおやかで豪奢な印象の女性だ。

「トモアキ、お久しゅう」

　僕を見つけると、ミオさんが軽く手を上げる。そんな些細な動作までしなやかで女性的だ。

「トモ様、ご無事で何よりです」

　イレーネさんの前なので、丁寧なほうのエディスさんが、にこやかに声をかけてきてくれる。

「……トモさん」

　最後、控えめに声をかけきてきたジュリーさんに、僕は笑顔を向けた。

　町長であるイレーネさん。

　その護衛の騎士であり、本物のお姫様でもあるエディスさん。

　ダークエルフで強大な魔力を持つジュリーさん。

　政務官であるシュゼットさん。

　大臣の元妻であり主流派について知っているアネットさん。

　そして、この国にも影響力を持つ京の都のミオさん。

　そうそうたるメンバーがこの部屋に集っていた。

　これからの話は、それだけ重要なことなのだ。

　この街の今後を──もしかしたら、この国の今後すら変えるかもしれない。

　僕らは大きめの円卓を囲む。メイドさんが淹れてくれたお茶を飲みながら、まずはアネットさんのことを紹介する。

　一通りの説明を終えると、国にこの街を認めさせるための作戦会議が始める。

「まずは、集めてきてもらった情報の確認ね」

　イレーネさんの言葉に、僕は口を開く。

「アネットさんの元夫だった大臣は、現在の主流派──容姿差別を推進する派閥のトップです。彼は現在の地位を得るために様々な悪事を重ねてきて──特に税金の横領が酷いみたいです」

　横領、というのはやはりこちらでも大事みたいで、みんなの顔に驚きの表情が走る。大臣の一大スキャンダルだ。

「ほな、次はうちやな」

　ミオさんがはんなりと話し始める。

「うちがおとうちゃん使こうて集めたんは、少数派のメンバーについてや。娘が城から追い出されとるさかい、その件に対しての不満をぼやいとったら、これ幸いと寄ってきよったんよ」

　ミオさんは少し意地悪そうな笑みを浮かべると、そのまま話を続ける。

　外国からの大使の娘が不当な扱いを受けたのだ。その状況を自分のために活かそうとするような連中がいて、ミオさんの父親にすり寄ったのだろう。

「そん中からちょーっと慎重にふるいにかけて、単に大使の機嫌を取りに来るんと、本気でべったりすり寄って来よるんをわけてもろて、何人かには会うたさかい。下克上狙ろうとる連中へのパイプはちゃんと出来とるよ」

「ふむ。確かに少数派の人々からしてみれば、京の都とのパイプは欲しいだろうな。特に、現体制に恥をかかされて不満を持っている大使や、大商人ならば」

　シュゼットさんが頷く。

「大臣の横領が発覚すれば、主流派の資金源は一部なくなる。反対に、少数派は資金援助を受けられるようになるものね」

「ああ。そして国民感情としても、横領をしていた大臣の属する主流派への不信は高まる」

　イレーネさんの言葉をシュゼットさんが引き継いだ。ジュリーさんは話を聞きながら、ただ静かに頷うなずいている。彼女があまり自分から発言しないのはいつものことだ。

　けれど、今日はやけにエディスさんが静かだな、と思って目を向ける。彼女は難しい顔で、何かを考え込んでいるようだった。

「主流派のスキャンダルに、少数派の経済優位……うーん、あかんなぁ」

「ダメなんですか？」

　てっきり、これで一気にひっくり返せると思っていた僕は、ミオさんに聞き返す。

「悪ぅないんやけど、もう二、三歩足りひんなぁ……あと一息欠けとる気がするんよ。パタパタっと状況を動かせる何かが」

「我々に二度目のチャンスはないからな。一気に決めないと、何もかも失うことになる」

「……動かないほうが、正解？」

　ジュリーさんは待つのが得意なほうなのか、慎重な意見が多い。

「ただ、こちらが機を待つ間、向こうが動かずにいてくれるかどうか、だな」

　シュゼットさんが小さく呻く。僕らも、他の少数派の人たちも、最近は少し派手に動きすぎている。何処かから主流派へ動きが漏れてもおかしくはない。

「イチかバチか勝負してみるとこか……迷ったら攻めてまえ、言うしなぁ」

　ミオさんは、決めかねるようにそう漏らす。

　イレーネさんは全体の意見を聞いて、悩んでいる。

　万一にも失敗して、この街を失うわけにはいかない。ここに暮らす人たちは、みんな居場所をなくしてたどり着いたのだ。この街を失えばもう、行く当てなんてない。

　その重圧はすべてイレーネさんに掛かっている。

　進んでも留まってもリスクがある。そして、今はどちらにも意義がある。相手の出方次第で正解が変わる二者択一。絶対に間違えられない選択が、イレーネさんにのしかかる。

「……少し、よろしいかしら？」

　今までずっと考え事をしていたエディスさんが、不意に声を出した。

　全員の注目が彼女に集まる。

「この国の王族……特に、女王についてなのですけれど」

　エディスさんは深く息を吸い込んで、ゆっくりと話し始めた。

「あまり話してこなかったことなのですが、わたくし、元々は城の生まれでしたの」

　それは日頃の彼女が語らない、出生についての話だった。

「お城生まれ……？」

　エディスさんの告白に、アネットさんが驚きの声を上げた。

　同じく初めて知ったはずのミオさんは、この国の生まれじゃないからか、それとも商人としてのたしなみなのか、驚きを出さずに飄々としている。

　僕は最初にイレーネさんに紹介されたときに、お姫様なんだとは聞いていた。継承権も低く、容姿にも恵まれなかったせいで、早々に王家の外へと出されたのだと……。

「わたくしの母──今の女王を見たことはありまして？」

　エディスさんは、主にアネットさんやシュゼットさんに向けて問いかける。

「……え、ええ。とてもお美しい方だったわ」

　とアネットさんが少し遠慮がちに答える。この世界基準で美しい、ということは、僕にとって可愛らしいエディスさんとは似ていないってことだ。

「そう。女王はちゃんとした容姿。──でも、あれは嘘なのですわ」

「嘘？」

　シュゼットさんが怪訝な声を上げる。普段、容姿をマスクで隠すことで乗り切っている彼女からすれば、素顔を晒していてそれが嘘、というのがどういうことか気になるのだろう。

「あの姿は魔法で作り出したものなの。本当の姿じゃない」

「……そんな魔法、聞いたことない」

　ジュリーさんが首を傾げる。単純な魔力なら、人間である女王よりもジュリーさんのほうが遥かに高いはずだ。女王に出来るなら、ジュリーさんにも出来ておかしくない。だけど、それならジュリーさんはそもそも、この街に来ていないはずだ。

「仕組みはわかりませんが、女王は一度だけ、わたくしの前で魔法をといて下さいましたわ。容姿から様々なことを言われ、女王の娘ではないなどと噂されていたわたくしに──」

　エディスさんは言葉を区切り、昔を思い出すような表情で続けた。

「──『あなたは確かに我の娘』と。わたくしに似た、本来の容姿で、抱きしめて下さいましたわ」

　エディスさんが語り終えると、部屋がしんとした。それを見回して、エディスさんが言葉を継ぎ足す。

「つまり、ですわね。女王の容姿は、現在の主流派とは噛み合わないものですの。だからこそ彼女は魔法で隠しているのですが、当然、容姿差別に対して決して良い感情はもっていないのですわ」

　エディスさんの言葉に、シュゼットさんが頷いた。

「なるほど。女王は直接権力を握っているわけではないが、民への象徴としては大きく機能する」

「……女王が協力してくれれば、国民もそちらに流れやすくなる？」

　ジュリーさんがそれを引き継ぐ。

「女王と国民が味方につけば、そうそう軽視も出来ひんやろ！　これならいけるんちゃう？」

　ミオさんの叫びに、イレーネさんも頷いた。

「そうね。ありがとう、みんな」

　イレーネさんは、部屋に集まった全員を見回してから、喋り出す。

「まず大臣の情報を少数派に流して、そちらの準備を進めましょう。その隙に女王と謁見して、彼女の協力を取り付ける。……それでいい？」

　僕らは、異口同音に頷いた。いよいよ、本格的に動き出す。

　この街を、国に認めさせるため。

　この国の、容姿差別をひっくり返すのだ。
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「お兄ちゃんだにゃ！」

　作戦会議を終えて部屋に戻る途中、突然横から抱きつかれて僕はよろめいた。

　獣人族の証でもある猫耳がぴょこぴょこと揺れている。

　相変わらずの元気っぷりで、そのまま僕にぶら下がってくる。

「んー、久しぶりだにゃ。お兄ちゃんが帰ってくるの、ずーっと待ってたにゃ！」

　無邪気に甘えてくるニーナの頭を、僕は空いているほうの手で撫でた。

「うにゃぁ」

　幸せそうに表情を変えるニーナ。僕はその様子に満足して、そのまま部屋に戻ろうとする。

「って、ちょっと待つにゃ！」

「うん？　どうしたの？」

「ニーナは、お兄ちゃんが帰ってくるまで、おとなしく待ってたのにゃ！」

「うん。えらいえらい」

　彼女を労うように、優しく頭を撫でる。

「うにゃぁー」

　ニーナは幸せそうに撫でられていたが、僕が手を離すと、はっと気を取り直す。

「そうじゃないにゃ！　ニーナは、もっとちゃんとご褒美がほしいにゃ！」

「えーっと、どうしたらいいのかな？」

　僕は彼女の希望を尋ねてみる。といって、もうなんとなく想像はついたけれど。

「ニーナを、ベッドで気持よくして欲しいにゃ！」

「じゃあ、部屋においで」

　僕はニーナに、ちゃんとお留守番が出来たご褒美をあげるために、部屋に招き入れた。




　部屋に着くなり、ニーナに押し倒される。

「すんすん。お兄ちゃんの匂いにゃ」

　そのまま僕に覆いかぶさり、胸に顔を寄せて体臭を嗅がれる。ニーナの温かな体温が、服越しにもはっきりと伝わってくる。その状態のまま、器用に服を脱がされてしまう。

「そんなに慌てなくてもいいって」

　そこまで求められることが嬉しくなって、僕は少し様子を見ることにした。

　いったいいつの間に、というくらい、彼女は器用にするすると僕の服を脱がせてしまう。そこに乱暴さや荒々しさはなく、スムーズな手つきにはどこか気品すら感じられる。

　これも、イレーネさんの教えなのだろうか。

「上手くできたにゃ！」

　嬉しそうに報告するニーナにほほえみかけて、今度は僕が彼女の服を脱がせていく。

　男娼を始めてからは僕もだいぶ慣れたので、ぎこちなさもない。

　彼女の未発達な、背徳感あふれる胸が顔を出す。

「うにゃっ!?」

　すべすべで温かいお腹に軽く口づけをしながら、下半身の衣類も脱がせていく。

　ニーナの秘部はぴったりと閉じていて、生まれたままの彼女を前にするのが、いけないことのように思えてくる。

「えいっ」

　なんて考えていると、正面からニーナに押し倒されてしまう。倒れた僕を覗き込んでいた彼女の顔が、さっと視界から消える。

「にゃふふ。お兄ちゃんのおちんぽ、準備万端だにゃ」

　いつの間にか僕の股間に顔を寄せていたニーナが、嬉しそうに呟く。そして彼女は僕の上に跨った。丸裸のニーナが、その身体を見せつけるようにしながら、小悪魔的な笑顔を浮かべる。

「今日は逆でいくにゃ。お兄ちゃんがいない間にしたお勉強で、いっぱい気持ちよくさせちゃうにゃ！」

　元気に宣言して、ニーナはくるりと僕に背を向けた。

　彼女の華奢な背中と、つるんとしたお尻が視界に入る。

　そのお尻が浮いて、ニーナの手が僕の肉棒に伸びる。

　そして彼女自身の膣にあてがうと、くちゅり、と隠微な音がした。いつのまにか、彼女はすっかりと濡れていて、溢れた愛液が僕の肉棒を浸していく。

「それじゃいくにゃ！　んっ、にゃっ……」

　彼女が腰を沈めて、膣口にペニスが飲み込まれていく。体温の高い彼女の中は熱いほどで、まだ幼く狭い膣内を、僕の肉棒が強引に犯していっているようだ。

「にゃぅ……お兄ちゃんのが、ニーナの中に入って来てるにゃ」

　それでも現実に主導権を握っているのは彼女だし、膣壁も積極的に絡みついてくる。

「それじゃお兄ちゃんを、イかせまくっちゃうにゃ！」

　宣言どおりに、彼女は最初から激しく腰を降り始めた。

　横方向の収縮と縦方向の抽送がまざって、全方向から肉棒が擦り上げられる。

　僕は早くも高まる射精感に耐えるように、こちらからも腰を突き出した。

「にゃっ!?　お兄ちゃんは寝ているだけでいいのにゃ」

「そういうわけにもいかないよ」

　僕は腰を突き出しながら、彼女の小さな背中に指を這わせた。ニーナの身体が、僕の上でぶるりと震える。

「にゃうっ！　にゃ、にゃにすりゅにゃ」

　問いかけながらも腰を振り続けるニーナ。前後左右へと器用に腰を動かし、僕の快感を高めていく。いつの間にこんなことを覚えたんだろう。想定以上の刺激で、このままだとすぐイかされそうだ。

　けれど、僕の目の前には、彼女の最大の性感帯である尻尾が揺れている。

「たくさん、気持ちよくなってね」

　僕はその尻尾を手に取り、なで上げる。それだけで立場逆転だ。今度は僕が、彼女を感じさせる側になる。

「にゃひぅぅぅ！　それはダメなのにゃ！　それされたらすぐイっちゃにゃうっ！」

「だからいいんだよ。ほら、いっぱい感じて」

　腰を動かしながら、尻尾をしごきあげる。彼女の背中がピンと伸びて、震え始める。

「にゃっ！　にゃめ、イク、イ、イッちゃう、にゃあぁぁぁぁあ！」

「う、うわっ」

　彼女が大きく身体を弾ませて絶頂したのは予想どおりだったけれど、その時の締め付けがあまりに激しく僕の肉棒を絞り上げた。さらに彼女はイキながらも、もっと快感を求めるように腰を動かす。その刺激はむしろ僕の肉棒に伝わって、激しく締め付け擦り上げる。

　予想外の快感に耐え切れず、暴発するように僕は彼女の中に射精してしまった。

「うにゃっ！　お兄ちゃんの精液が、ニーナの中にたくさん出てるにゃ……」

「う、ぁ……」

　たった一度の射精とは思えないほど大量に搾り取られて、僕は脱力してしまう。

　僕の上に背を向けてニーナが乗っていたこともあって、両手を広げて倒れこんだ。

　余韻を味わうように小さく腰を振っていたニーナが、ちらりと首だけでこちらを振り向いた。

　声をかけようと口を開くが、その目がギラリと光っている気がした。その口からはよだれが溢れ、完全に発情した顔になっている。

「ちょっ、待って」

「まだまだいけるにゃ！」

　急に激しく腰を振りだす。その動きは僕の弱点を探るかのようで、単純な上下ではない多角的な抽送だ。その中で、彼女の膣壁がうまい具合に肉棒に絡みついた。

「にゃっ！　お兄ちゃん、ここがいいのかにゃ？　中でおちんぽが跳ねてるにゃ！」

　すかさずその角度で責め続けるニーナ。膣内は蠕動し、激しい快楽を与えてくる。こんな調子で続けられたら、またすぐにでもイってしまいそうだ。

　僕はこの状況をなんとかしようと、彼女の尻尾に手を伸ばす、が。

「そうはいかないにゃっ」

　獣の勘で気づいたのか、彼女の尻尾はするりと僕の手を避けて、前のほうへ逃げてしまう。

「うぁっ……」

　さらに、前へ回ったはずの尻尾が僕の金玉をなで上げる。もふもふの尻尾で柔らかく擦られて、こそばゆくもどかしい刺激が金玉を駆け巡る。

「尻尾なら柔らかいから安心にゃ。さあ、お兄ちゃん。このタマタマの中にある精液を、ニーナの中にたくさんだすのにゃ！」

「ぁ、う……あ」

　弱点を的確についた抽送と、ニーナにしか出来ない尻尾による金玉責めで僕はされるがままになってしまう。金玉を刺激する尻尾はふさふさで、毛の向きに沿っているときはなめらかに撫で上げられるけど、逆向きになるとちくちくと少し引っかかる。未体験の感覚に僕の背中をゾクゾクとしたものがはしる。

「にゃうっ！　にゃにゃっ、ふぁ……！」

　彼女のしっぽがさわさわと睾丸を撫で上げて包み込み、マッサージしてくる。柔らかく揉みほぐされて、金玉が活性化されていくみたいだ。

　もちろん、腰の動きも継続されていて、何重もの快楽が僕を責め立てていく。

「にゃっ、お兄ちゃん、もうイキそうなのかにゃ？　おちんぽ中で膨らんできてるにゃ。ぅにゃっ！　そのまま、中に出してほしいにゃ！」

　快感が根本から裏側を通って駆け上がる。睾丸を刺激されたことで、いつも以上に押し出されるように、精液が激しく発射された。

　溢れ出そうなほどの精液が、ニーナの中で跳ねまわる。

「にゃぅぅぅ！　お兄ちゃんの精液が、ニーナの中で爆発してるにゃっ！　にゃ、精液に奥を叩かれてイッちゃうにゃぁぁぁぁぁああ！」

　最奥よりもさらに奥を目指すような激しい射精で、ニーナのほうも果ててしまったらしい。その収縮が、長い射精途中のペニスから、さらに精液を絞りとっていく。

「うにゃ……たくさん出てる……」

　僕の上で、ニーナは気持ちよさそうな声を出した。

　僕は起き上がることも出来ないまま、その様子を見ている。

　今日はすっかりやられっぱなしで搾り取られてしまった。

　だけど、僕はニーナが満足してくれたなら、それでもいいのかな、と思ったりしたんだ。

　とはいえ、次はこうならないようにしないと。

　どんどんエッチなことを吸収していくニーナに対抗するために、僕ももっと精進しないとな。
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　満足したニーナを見送って、僕は少しそのままベッドに倒れこんでいた。

　うぅ……他の、大人の女性相手ならともかく、年下のニーナ相手にされるがままになっちゃうなんて。

　僕は気怠い身体を起こして、こもった臭いだけでもなんとかしようと窓を開ける。

　このまま少し外出でもして気分を切り替えよう。体力は大事だし、軽く運動してくるのもいいな。

　今度はちゃんと主導権を握れるようにしないと。

　軽く身体を伸ばし、ドアを開いたところで、シュゼットさんと鉢合わせた。

「き、奇遇だな」

「ええ……」

　ドアの前にいたシュゼットさんのぎこちない言葉に、僕は曖昧に頷いた。

　僕の部屋からは、先程までの行為の残滓がかなり露骨に漂ってくる。

　身体を前に出してさり気なくドアを閉じようとしたら、シュゼットさんの腕が伸び、強引にドアを全開にした。

　ドアに押し出されるように前によろめいた僕は、シュゼットさんの胸に飛び込んでしまう。彼女のやわらかな感触が僕を受け止めた。

「トモアキ、すごい臭いがしているな」

　離れようとした僕を抱きしめるように押さえつけて、シュゼットさんが直接嗅いでくる。ぐいぐいと身体を押し付けられるなか、彼女の股が切なげに僕の足に擦り付けられる。

「ダメだ。我慢できない。最近はずっと一緒にいたのに、まったくしてなかったし」

　確かに一緒に中央へ行っていたけれど、前後に抱いていたのは他の人ばかりだった。僕は頷いて、彼女を部屋に招き入れる。

「そうですね。それじゃあどうぞ」

　部屋に入ると彼女は、すぐに僕をベッドに引っ張った。

「そういえば前回、シュゼットさんはお尻をいじられて感じてましたよね」

「な、なにを……」

　動揺する彼女に、僕の嗜虐心がムクムクと膨らんでくる。

　今度はちゃんと主導権を握ろうという思いが、僕を多少強引にさせたのかもしれない。

「今日はもうちょっと、そっちを重点的にしてみますか？」

「そっちって……」

　口では躊躇うようにしながらも、頬を赤くしたシュゼットさんは何かを期待するようにこちらを覗き込んでくる。

「まずはやっぱり、裸になって四つん這いで、こっちにお尻を突き出して下さい」

　前に彼女がよろこんでくれたときのように、僕は強めに命令した。

「ああ。わかった」

　言葉だけは冷静だけれど、声は既に期待で震えている。

　服を脱ぐ最中も、チラチラとこちらを見ていた。僕はまだ服を着たままだ。

　自分だけが裸で四つん這いという状況を、シュゼットさんはよろこんでくれるはずだから。

「これでいいのか……？」

　僕の言うとおり全裸で四つん這いになったシュゼットさん。まだ何もしていないのに、彼女の膣からつーっと愛液が垂れる。お尻の穴も期待でぱくぱくと口を開いていた。こちらに突き出された物欲しげなお尻を、僕は両手で包み込む。

「ひゃうっ!?　いきなり!?」

「安心して下さい。そんな急に入れたりしませんよ。まずはマッサージからです」

　僕は慎重な手つきで、彼女のお尻を揉みしだいていく。すべすべの肌は見事な張りで、僕の手を柔らかく押し返してくる。

　ぎゅっと寄せるように揉み、次は反対に離すように押し開いていく。

「んっ……」

　シュゼットさんが小さく、押し殺したような声を上げた。

　開いた拍子に膣から愛液が溢れだす。

「まだお尻を触っているだけなのに、もうこんなに濡れてるんですね」

「そんな……久々だから、トモアキがエッチな臭いをさせているからだ」

「そうなんですか？」

　お尻の真ん中で、彼女のアナルがひくひくと動いていた。

　慎重に、そこへ指を這わせる。

「んはぁっ!?　そこはっ……！」

　ビクンと大きく身体を震わせて、彼女が抗議の声を上げる。だけど、膣からはまた蜜が溢れだしていた。

　形だけの抗議を無視して、僕は彼女の蜜壺から愛液をすくい上げる。

「あんっ……そうだ、そっちを、ほぉっ！」

　そしてパクパクと物欲しげな彼女のアナルにその愛液を塗りこんで、指を中に挿れても辛くないように、慎重にほぐしていく。

「ま、待て、そっちは違っ……んほぉ！」

　指を少しだけアナルに押し込むと、彼女は大きく反応した。

「やっぱり、シュゼットさんはお尻の穴が感じるんですね」

「うはぁ！　っ、そんなの、知らない……」

　僕はゆっくりと、しかし徐々に激しくアナルを弄っていく。シュゼットさんもだいぶ感じていて、彼女のアナルも指をぐいぐいと咥えていた。これならいけそうだ。

「ねえ、シュゼットさん。今日はこっちに挿れてみませんか？」

　僕は素早く下半身の衣類を脱ぎすて、彼女に問いかけてみた。

「こ、こっちって!?」

　ぐにぐにと指でアナルをいじられながら、シュゼットさんが振りむいて問い返す。

　いつも堂々としていて、しっかり者のシュゼットさんが、お尻の穴をいじられて情けない感じ顔を晒しているその姿が僕を昂ぶらせていく。

「もちろん、お尻の穴ですよ」

　もうすっかりと指をくわえ込んでいるシュゼットさんのアナルに、僕は肉棒の先を触れさせた。

「はほぉっ!?」

　その瞬間、シュゼットさんの身体が震え、今日はほとんど触れていない膣からまた愛液が吹き出した。まだ挿れてもいないのに、こんなに溢れさせているなんて。

「想像だけで感じちゃいましたか？　お尻しか弄ってないのに、こんなに濡れちゃってますよ。どうです？　こっちに挿れてみますか？　……それとも、今日はやめときます？」

　僕は焦らすように、彼女のアナルに肉棒を擦りつける。そのたびに、彼女のアナルはひくひくと期待に口を開く。

「うぅ……ぃり……」

「どっちにします？」

「お尻のほうに挿れてくれっ！」

「わかりました」

　シュゼットさんは、恥ずかしさを乗り越えて叫ぶように答えた。彼女自身の愛液ですっかり濡れたアナルを、僕は大きく押し広げる。

「ぅあ……お尻の穴を広げられて、中まで見られてる！」

「はい。シュゼットさんのお尻の中まで、バッチリ見えてますよ」

　綺麗なピンク色をした腸内に、僕は愛液を塗りたくったペニスをゆっくりと挿入していく。

　初めてだし、傷つけないように慎重に。

「んほぉ！　トモアキのちんぽが、お尻の中に入って来るっ！」

　膣内とは違う感触。異物を追いだそうと動いてくる壁内を、着実に押し進んでいく。

　ゆっくりすぎる挿入を補うように、僕の手は彼女のクリトリスに伸びる。

「ひぃうっ！　あっ、ふぅっ、ん」

「どうですか、シュゼットさん。アナル処女を奪われる感じはっ」

　きつい締めつけに耐えながら、僕は彼女に問いかける。声をかけた途端、ただでさえ狭い中がきゅっと締まった。

「あはぁ！　お尻、気持ちいい。トモアキのちんぽにぐいぐい開かれてるっ」

　子宮のほうと違って、アナルには終わりがない。肉棒が根本までしっかりと入りきる。

「全部、飲み込まれちゃいました」

　僕は膣のほうにも指を挿入して、アナルとの間の壁を弄り回す。シュゼットさんは今、前と後ろ両方の穴に僕を受け入れている。

「そろそろ、動きますよ」

「んおぉぉお！　それ、ふぉぉぉ！」

　腰を引くのは思ったよりもスムーズで、狙い以上に彼女の中を擦り上げてしまう。

　驚きと快感に声を上げるシュゼットさんは僕の腰を追って、自らお尻に肉棒を飲み込んでいく。もうすっかり、彼女のアナルは肉棒を受け入れているみたいだ。

「ふうっ！　あぐっ、いいっ！　お尻で、感じてるっ！」

　積極的な彼女に応えるように、僕も腰を前後に動かし始める。

　膣内とは違う感覚が、僕にとっても新鮮だ。異質な快楽に不思議な感覚が湧き上がる。

「んほぉ！　あああぁっ！　こんな、らめっ……」

　ただそれ以上に、こうして喜んでくれているシュゼットさんを見るのが好きだった。だから僕は、彼女がもっともっと気持ちよくなれるように、抽送を繰り返していく。

「んおぉぉぉお！　らめ、ぇぇっ！　ひぃぅ！」

　膣のほうもぐいぐいと指を締め付け、どんどんと愛液が溢れ出してくる。彼女がちゃんと感じてくれている証拠だ。

「ダメダメ、イク、イクイクイクゥゥゥゥ！」

　彼女は大きな声を上げながら絶頂を迎えた。押さえるもののない膣からは勢い良く潮が吹き出して、僕の手足を濡らしていく。

　腸内は強く締まり、膣とは反対に外へ出そうとする力が大きく働く。強烈な締めで擦られて、跳ね上がった肉棒が弾き出されながら精液を撒き散らし、シュゼットさんの背中を白く染めていく。

　シュゼットさんが支えを失って、そのままベッドに倒れ込む。

「ああっ、シュゼットさん、大丈夫ですか？」

「ぅん……大丈夫、らぁ」

　慌てて声をかけると、シュゼットさんはとろけたままの表情で答えた。

　彼女はしばらく動けそうにない。

　僕は彼女の身体を拭いて、そのままベッドに寝かせてあげることにした。
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　少数派との接触や、女王に会うための根回し。先日の会議で決まった作戦を実行するには、準備に時間が掛かる。

　だから、しばらくはやるべきことがない。

　先日までの慌ただしさが嘘のように、のんびりとした日々が流れていく。

　エディスさんが作戦準備で不在なので、なおさら暇な僕はぶらぶらと街中を散歩していた。

　平和なのはいいことだ。もし、今度の作戦がうまくいけば、こういう穏やかな日々が脅かされることなく続いていくのだろう。

　そんなことを考えながらぼんやりと歩いていると、広場のほうが少し騒がしいのに気づいた。

　なんだろう、と好奇心が疼いて、僕は吸い寄せられるように広場へと歩を進めた。

　女性たちが輪になって、中央の少女を見ているようだ。僕も隙間から、彼女の様子を覗き見てみる。

「おお……すごいな」

　中央で演武を行っているのは、十代後半らしき少女だった。短めのツインテールで、勝ち気そうな瞳が印象的だ。

　全体的に格闘家らしく引き締まった身体をしているけれど、胸だけは大きく柔らかそうで、拳や蹴りを放つたびに魅力的に揺れている。
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「せいっ！　やぁっ！」

　高く、可愛らしい声が響く。

　だが、同時に放たれる拳は鋭く風を裂き、その強さをうかがわせる。

　蹴りから拳、拳から蹴りへの動作もしなやかで素早い。格闘の心得なんてまるでない僕でも、彼女が実力者だというのがわかるほどだ。

　彼女の近くにはレンガが十個ほど積んである。土台の高さもあって、自身の腹くらいまであるそれに、彼女がかかと落としをみまう。砕け散る派手な音ともに、十個のレンガは一つ残らず少女のかかとで破壊されてしまった。

　広場中から「おおっ！」という感嘆の声が上がる。その様子に少女も満足気だ。

　ギャラリーを見回す彼女が僕に目を留めた。ひとりだけ男だから目立ったのかもしれない。僕は慌てて人混みに紛れて身を隠す。

「おい！　そこの男！」

　しかしすぐに声をかけられて、僕はおとなしく彼女の前に姿を表した。

「あたしと勝負しろ！」

　唐突な宣戦布告に僕は面食らった。

「ど、どうして……？」

「お前だけ男だからな！　このなかじゃ、お前が一番強いはずだぞ！　だから勝負だ！」

「い、いや、それはちょっと……」

　彼女はさっき、レンガ十個を砕いていた。僕で勝負になるとは思えない。

「なんだ？　それとも、他にもっと強い奴がいるのか？　武術の心得があるとか……」

　そう言って、彼女は広場に集まった人たちを見回す。さあっと人波が引いていく。彼女と戦いたい命知らずなんて、いるわけなかった。

「やっぱりいないみたいだぞ！　じゃあお前と勝負だ！」

「ちょ、ちょっと待って！　ほら、君は強い奴と戦いたいんだろ？　僕なんかと戦っても……」

「この街で、ほかに強い奴を知ってるのか？」

　僕の頭に浮かんだのはエディスさんだ。初めてあったときに一瞬で喉元に剣を突きつけられたし。彼女なら、この格闘少女に勝てるかもしれない。だけど、勝手に名前を教えるのもはばかられるし、確実に勝てると決まったわけじゃない。

「どうした？　もっと強い奴がいるんだろ？」

　ずいっ、と彼女が脅すようにこちらに迫る。ほかにも僕よりは強い人なら思い浮かぶけれど、彼女が勝負を挑みに行くとわかって、誰かの名前を上げるわけにはいかない。だったらここは……。

「ぼ、僕がこの街で最強だっ！　だけど君とは戦わない！」

　言うだけ言って、情けなく全力疾走で逃げ出した。こうしておけば、彼女が誰かに挑みかかることもないだろう。

「あ、こら、逃げるな！　おい、待てっ！」

　後ろから、少女の高い声。僕は振り返らずにそのまま走る。

　ここさえ乗り切って、あとはしばらくおとなしくしていれば、彼女だって次の街へ強敵を探して旅立つに違いない。

　僕は広場を出て、街中を駆けていく。彼女が追いかけてきたとしても、かなりのアドバンテージは稼いだはずだ。このまま逃げ切ってしまえれば……。

　なんて、考えていた僕の上を、黒い影が通り抜けた。

「おい、逃げ出すなんてかっこよくないぞ」

「うわぁ！」

　僕の頭を飛び越えて目の前に着地したのは、先ほどの格闘少女だった。

「あたしの名前はクラリス・コラン。いざ尋常に勝負だぞ！」

　言いながら、彼女は構えを取る。慌てふためくだけの僕に、彼女は怪訝な目を向ける。

「どうした？　早く名乗って、勝負だっ」

「た、戦えない……」

　僕の言葉に、目の前の少女クラリスは眉をひそめた。

「む。なんでだ。あたしの見た目が問題で、拳を交えられないっていうのか」

　その声には、悲しみと怒りが混じっているような気がした。彼女もまた、見た目で迫害されてきたのだろう。完全な誤解なので、僕は素直に首を横に振る。

「いや、そういうことじゃない。君が可憐な少女だから戦えないとか、そういうことじゃない」

「か、可憐!?　そ、そんなお世辞を言っても、勝負に手加減なんてしないんだぞっ」

　真顔で答えた僕に動揺して、クラリスが言葉を詰まらせる。その様子は可愛らしいけれど、先ほどレンガを砕いていたのを忘れてはいけない。見た目に騙されてはダメなのだ。

「単純に、君と戦ったら怪我するから逃げるんだっ！」

　情けない宣言とともに、再び逃走する。今度は入り組んだ道を選んで走る。地の利を活かして彼女を振り切る作戦だ。

　右に左に、狭い路地を駆け抜ける。彼女の足が僕より速くても、迷路のような道を選んでいけば、どこかで間違えて振り切ることも出来るはずだ。

　彼女の蹴りを一撃でも食らったら、一般人の僕は確実に骨が折れる。いや、それですめばいいほうだ。

　どう考えたって勝てる要素なんてない。勝負にすらならないだろう。

　走り続けて、息が上がってくる。吸い込む空気が熱く、のどが痛い。

　足も悲鳴をあげ始めて、思うほど太ももがあがらない。

　こんなことなら、日頃からもっと鍛えておくんだった。

　僕は角を曲がり、ふらふらと倒れ込むように、壁に背を預けた。

　もう立ち上がる気力もない。

　ただ幸いにも、すぐ後ろに追ってくるクラリスの手に肩を掴まれるようなことはなかった。

　なんとか振り切った、のかな？

　安心しかけた瞬間──。

「追いつくの、ちょっとたいへんだったんだぞ」

　背を預けた家の上から、クラリスが降ってきた。

　ダンッと音を立てての着地が、落下の衝撃を物語っている。

「低いと見失うから、屋根の上を走って追いかけてたんだ」

　疲れと驚きで、声もでない。僕はへたり込んだまま、目の前に立つ彼女を見上げる。

「さあ、あたしと勝負だっ」

　まっすぐにこちらを見るクラリス。逃げるのも不可能だ。

「まず名乗れっ」

「トモアキ。僕はトモアキだ」

　観念して、まずは名乗る。ここからはいかに口先でこの場を乗り切るか、だ。

「そうか、じゃあトモちゃんだな」

「トモちゃん……？」

　慣れないちゃん付けに戸惑う僕をよそに、彼女は構えを取る。

「さあ、トモちゃん、早く構えるんだぞ！」

　もたもたとしている僕にしびれを切らしてか、クラリスが近くの壁を蹴りつけた。

　壁の一部が砕けて、ぱらぱらと細かな破片が落ちる。

「こ、こら！　人の家を破壊しちゃダメでしょ！」

　状況も忘れて、僕は思わずクラリスを叱りつける。

　怒られた彼女は蹴りつけた壁を見つめ、しゅんとした。

「ごめんなさい」

「ちゃんと本人に謝って、修理もしないとね」

　反省できたクラリスを許して、僕は彼女と一緒にこの家の持ち主に謝りに行こうとする。

「でも、勝負は勝負なんだぞ！　終わってから、ちゃんと謝りに行く！」

　彼女は構えを解かずに、このまま勝負を始めるらしい。

「挑戦を受けるのは僕なんだから、どんなルールで戦うかは僕が決めていいんだよね？」

「ああ。どんな武道でも勝ってみせるぞ」

　彼女は自信満々に頷いた。普通にやれば、どんなルールにしようと僕が勝つのは無理だろう。なんとか怪我せずにこの場を乗り切るには……。

「よし。じゃあ新しい武道、セックスで勝負だ！」

「おう！　それでいいぞ！」

「いいの!?」

　自分から言っといてなんだけれど、あっさり受け入れられて思わず聞き返してしまった。

「おう！　どんな勝負でも受けて立つ、そして勝つものなんだぞ！」

　彼女は腰に手を当てて宣言した後、付け足した。

「でも、どんなルールか知らないから、まずはちゃんと説明して欲しいぞ」

「わ、わかったよ」

　予想とは少し違うけれど、なんとか怪我をせずにこの場を乗り切れそうだった。

　僕は少し安心して、彼女にセックスの説明をすることにした。
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　クラリスとセックスで勝負することなった僕は、まず彼女にセックスの説明をしないといけない、のだけれど。

「うん？　早く説明を聞いて勝負したいぞ」

　目の前でこちらを信じきっている彼女を見ていると、騙しているみたいで若干気が引けるような……。

　いや、考えていても仕方がない。きっとあれも、一種の寝技だ。

「それじゃあ、簡単に。セックスは相手を気持よくさせたら勝ちなんだ」

「気持よく？」

「そう。殴ったり蹴ったりじゃなくて、自分の身体を使って相手を気持ちよくさせるんだ」

「それで勝ち負けが分かるのか？」

　クラリスは首を傾げる。

「気持ちよさがいっぱいになるとイクからね。相手の気持ちよさを溢れさせて、イかせたら勝ちなんだ」

「なるほど。なんとなくわかったぞ」

「それで、基本的にどこをいじっても気持ちよくさせればいいんだけど、それぞれに弱点みたいなところがあるんだ。まあ、武器でもあったりするんだけど」

　僕は簡単に、男性器と女性器について説明をする。

　武道一辺倒だった彼女には、ほとんど性に関する知識がなかったようだ。

　鍛え上げられて引き締まった彼女の身体は、その鍛錬の苛酷さを物語っているようだった。

「つまりお互いの性器を合わせて、先に相手をイかせたら勝ちなんだよ。そのために色んな所を触っていいってこと」

「うむ。よくわかったぞ！　じゃあトモちゃん、早速セックスで勝負だ！」

　さんざん逃げまわって、有利な条件を引っ張って、僕はようやくクラリスの勝負を受けたのだった。

　場所が外なので、すぐさま全裸になるわけにはいかない。

　クラリスが僕の下半身だけを脱がせて露出させようとする。

「む、意外と難しいぞ」

　彼女が苦戦している隙に、僕はクラリスの上半身をはだけさせて、豊かな胸を露出させた。

　押さえつけられていたおっぱいが、開放されて揺れる。上から眺める形になって、その深い谷間がよく見える。

　格闘技ならレンガを砕く足が、セックスでならこのおっぱいが、彼女の強力な武器になるのだろう。

　大きく魅力的な胸の少女が、僕の股間の前に跪いている。先程までは凶器でしかなかった彼女の手が、不器用に僕の服を脱がせようとしていた。

「なんか膨らんできたぞ。これが勃起ってやつなのか!?」

　僕の股間に顔を寄せていたクラリスが、報告するようにこちらを見上げた。

「そうだよ」

「ふふん、あたしが一歩リードなんだな？」

　嬉しそうにする彼女を見て、僕の股間はますます反応してしまう。

「わっ、跳ねた」

　彼女がようやく僕の肉棒を露出させる。既に大きくなっていたペニスが跳ねたが、クラリスは素早い反応でそれを回避した。

「今のは攻撃じゃないのか？　あたしも殴り返していいのか？」

「うわっ、違う違う、絶対ダメ！」

　僕は大慌てで否定する。彼女の力で殴られたりしたらたいへんだ。

「今のは不可抗力だよ。クラリスのおっぱいだって揺れるでしょ」

「うむ、そうなのか」

　なんとか納得してくれた彼女に安心する。これはあくまで気持よくさせる勝負なんだってことを強調して、続きを。

　彼女の手が、慎重に僕の肉棒に触れる。ぎこちない手つきながら、ひんやりとした感触に僕の肉棒が反応した。

「わっ、ぴくってしたぞ。トモちゃんのおちんちん、今ぴくってした！」

「そういうもんなんだよ」

「へー。あたしの手、気持ちいいのか？　つんつん」

　指先で肉棒の先をつついてくる。それ自体はたいした刺激でもないけど、無邪気にそれをやられているという背徳感が、僕の中にもどかしい快感を生じさせる。

「そんなんじゃ、いつまでたってもイッたりしないよ」

「あうっ！」

　僕は彼女と同じようにしゃがみこんで、その胸元に手を差し込む。柔らかな胸の感触を楽しみ、彼女を責める。

「んっ……なんか変な感じだぞ……」

　僕はそのまま、彼女の股間に手を忍び込ませる。引き締まった内腿を撫で上げて、さらに付け根のほうへ指を這わせていく。下着の上から、彼女の秘部をなで上げた。

「ひゃうっ！　そ、そうはいかないぞ。それじゃあ本番だ」

　彼女は僕を押し倒して、その上に馬乗りになる。そして素早く下着を脱ぎ捨てた。

　僕を見下ろす彼女の膣は、先の行為を思ってかゆっくりと花開き、蜜を溢れさせていた。

　押し倒されたまま、僕は彼女を見上げる。綺麗に割れた腹筋と、豊かな胸。僕の胸に置かれた手の力強さと、可愛らしい少女の顔。一見ギャップばかりだけど、こうして眺めていると、均整の取れた彫像のようだった。

「トモちゃんのおちんちんを、あたしのおまんこに挿れればいいんだな？」

　彼女自身の手で押し開かれた膣口。一度も外気に晒されていないその部分に、初めて風が入り込む。

「ふぅんっ！　なんか、やっぱり変な感じだぞ。早くトモちゃんのおちんちんを……」

　クラリスの手が僕の肉棒を掴み、位置を確かめてから騎乗位で腰を下ろしていく。

　僕が教えたとおり、ゆっくり慎重にだ。

　初めてだというクラリスの、キツい膣内をゆっくりと肉棒が押し進んでいく。

「んあっ！　くっ、なかなか……ふっ」

　少しずつ角度を変えながら肉棒を飲み込んでいくクラリスは、少し辛そうだ。

　僕は少しでも彼女の気を紛らせるために、その胸に手を伸ばす。

　胸を支えるように押し上げて、こねくりまわすように揉んでいく。彼女のおっぱいは僕の指を飲み込んで柔らかく形を変えた。

「あんっ！　トモちゃん、ずるいぞっ！　それ、ひゃうっ」

　ちょっと男の子っぽい彼女の口調は、その声やこの柔らかな胸とはとてもアンバランスだ。

　こうしてセックスしていると、ただ彼女を見かけているだけの時よりも際立って感じる。

「気持よくない？」

「気持ちっ、あっ、いいから、ずるいんだぞっ、んんっ」

　そうだ、これは勝負だったんだ。ついつい忘れていたけれど、僕は彼女を先にイかせないといけないんだ。

　とはいえ、まだゆっくりと挿入している最中で、あまり強い刺激を与えるのもよくないだろう。彼女の力が抜けて、強引な挿入になってしまうかもしれない。このまま、痛みから気がそれるくらいの、穏やかな気持ちよさを与えていこう。

「んっ……どうだ、トモちゃん、ちゃんと入ったぞ！」

　そうしているうちに、クラリスが声を上げる。奥まで肉棒を飲み込んだ彼女は、得意気に僕を見下ろした。

「うん、凄いよクラリス。それじゃあ次は……」

「もちろんわかってるぞ！　こっから動いて、トモちゃんのおちんちんを気持よくさせるんだな！」

　気合充分に答えて、クラリスが腰を動かし始める。

「んっ、ぐっ、よしっ、たぁ……む、難しいな」

　腰を動かしてはいるものの、不慣れなためか上手くいっていない。

　僕に伝わる快感が少ないだけならいいけれど、クラリスのほうもあまり気持ちよさそうじゃない。

　彼女の頑張りは尊重したいけれど、まずはセックスの気持ちよさをちゃんと彼女に知ってもらいたかったんだ。

　だから僕は、クラリスに声をかける。

「それじゃあ攻守交代だ。今度は僕から動くぞっ」

「え？　トモちゃ、ひゃうっ！」

　下から腰を突き上げる。

「ちゃんと、自分の身体を支えててね」

「んっ、わかったぞっ」

　僕の胸にしっかりと彼女の両手が置かれる。それで僕は自由になった自分の手を、彼女のクリトリスへ伸ばす。

「ひうっ！　そこ、あっ、なんかっ、ふぁぅっ！」

　すでにぷっくりと膨らんでいたクリトリスを優しく撫でる。性にあまり関心のなかった彼女の陰核は、ほとんど初めてとなる刺激に過剰に反応してしまうだろうから。

　腰のほうも、彼女が気持ちよくなれるところを探すように、少し前後左右に動かしていく。

　クリトリスを刺激され、腰を突き上げられ、彼女の膣内はきゅうきゅうと締り、愛液も潤沢に溢れだした。

「あっ、トモちゃんのおちんちん、あたしのおまんこの中で暴れてるっ！　ひぃうっ！　あっあっ、んっ！」

　彼女の顔もとろけ始め、もう僕にされるがままになっている。

　勝負は負けてもいいけれど、彼女にはちゃんと気持ちよくなってもらいたい。

　僕は更に激しく腰を動かして、クラリスを突き上げていく。

「ぁふぁ！　もうっ、これっ！　んんっ、あたし……イク、イクイッちゃうぅぅぅぅ！」

　ビクッビクビクッ！　と大きく身体を震わせてクラリスが果てた。

　初めての絶頂は刺激が大きすぎたのか、彼女は気を失って倒れかかる。慌てて手を伸ばして支えると、クラリスが直ぐに目を覚ました。

「ぅ……あたし、イッちゃったぞ……。負けたのか……」

「どう？　気持ちよかった？」

　クラリスは少し目をそらし、恥ずかしそうにうなずいた。

「ああ、すっごくよかったぞ。その……」

　言いよどんだ彼女は、少し何かを考えるようにしていた。

　僕はとりあえず、入れっぱなしになっている肉棒を引き抜こうと彼女の身体を支える。引き締まった彼女の身体が、僕の手をしっかりと受け止める。

「んっ……」

　身体を持ち上げかけると、クラリスが力を入れたので、膣内がきゅっと締まる。

「ク、クラリス……？　もう、勝負は終わったじゃないか」

「うん……あたしの負けだ……だからトモちゃん、あたしにセックスを教えてくれ！　もっと強くなりたいんだ！」

　クラリスの勢いに、僕は反射的に頷いてしまった。

「ほんとか!?　じゃあ、早速教えてほしいぞ！」

「い、今すぐ？」

「すぐにだぞ！」

　僕の上で楽しそうに彼女が弾む。抜けきっていない肉棒が軽く刺激されてもどかしい。

　僕はまず彼女を落ち着かせないといけないみたいだ。

　せっかくなら、もっともっと、彼女に気持ちよくなってもらいたかった。
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「なあトモちゃん、まずはどうなったらあたしの勝ちだったのか見てみたいぞ」

　一度離れたクラリスが、僕に向けてそう言った。

　服はまだ互いに着崩したままで、彼女の胸は露出しているし、下半身は丸出しだ。

　そんな格好のまま、街中で会話している。

　この世界ではそれなりにあり得る光景なのかもしれないけれど、僕にとってはとても不思議な感じだ。

　不思議な感じですんじゃうあたり、だいぶ慣れてきているような気もするけれど。

「どうなったら勝ちか、か」

「射精っていうのをさせたらいいんだろ？　トモちゃんの射精が見たいぞ！」

「そうだね」

　こっちの女性はみんな積極的だけど、クラリスの大胆さはちょっと質が違う。他の人はわかった上で誘っているけれど、彼女は自分の発言が与える影響をちゃんとわかっていないのだ。

「どうすればトモちゃんは射精するんだ？　もう一度さっきと同じ事すれば、こんどはあたしが勝てるのか？」

　期待に目を輝かせてこちらを覗きこむクラリス。僕は少し考えて、彼女に教える。

「射精を見るなら、まず口とか使ってみようか。それなら距離も近いだろうし」

「フェラチオってやつか！」

　彼女は嬉しそうに声を上げる。答えがわかって喜ぶ姿はとても無邪気だ。

「それじゃあまずは……」

「トモちゃん！　これふにゃふにゃだ！　さっきと違うぞ！」

「あうっ」

　説明をする前に僕の股間に飛びついたクラリスが、まだ準備のできていないペニスを掴んだ。

　あまりその状態に触れないで欲しいんだけど。

　彼女の手がぐにぐにと肉棒を弄ぶ。

「うむむ……あっ、大きくなってきた。トモちゃん！　硬くなった！　勃起したぞ！」

　性に関するものに触れていなかったせいか、とても貪欲に積極的に、かつ無邪気に彼女は性に接しているみたいだ。

「これを咥えればいいんだな!?　はむっ」

　彼女の口が僕の肉棒を咥え込む。

　あらかじめ教えておいたとおり、慎重に口内で肉棒を転がしていく。

　もごもごと口が動き、舌がおそるおそるペニスを舐めあげる。

「ぷはっ、こういう感じか？」

「うん。大体はそんな感じ。あとは相手の様子を見ながら、舐める場所とか舐め方を探っていくんだ。痛くないように、退屈すぎないように、かな」

「わかったぞ！　ぱくっ」

　元気よくうなずいて、クラリスが再び僕の肉棒を咥える。

「あとは咥えているときに、外に出ている根元のほうをしごくとか」

　無言で頷いたクラリスが右手を伸ばして、肉棒の根本を掴む。そのままゆっくりと上下にしごき始めた。

「くっ、あとは、強く吸い上げたり、深く咥え込んだり、頭を動かしてみたり。相手を気持よくさせれば、細かいところは自由だよ」

「ぢゅるるるっ！　ちゅ、ずぼぼぼぼっ！　ずちゅ、じゅるっ」

　僕が言うとおりに、一つずつ動きを試していくクラリス。その動きはまだまだ不慣れで不器用ながら、素直でとても好感が持てる。

「じゅる……うん、こんな感じか」

「それじゃあ、あとは自由にやってみる？」

「ああ！　トモちゃんを気持よくさせて、射精させるぞ！」

　元気よく答えて、クラリスが肉棒を頬張る──直前で動きを止めた。

　そしてそのまま舌先を出して、亀頭部分をちろちろと舐め始める。

「うわっ」

「おっ、トモちゃんのおちんちんが跳ねたぞ！　こういうのも有効なのか！」

　身構えていなかった刺激に反応した僕に、クラリスは満足気だ。

　基本的なセンスや身体の使い方は、やはり優れているのかもしれない。

「はむっ。れろれろ、ちゅるっ」

　咥え込み、亀頭部分を舐め回す。溢れてくる我慢汁を吸い上げて、カリの裏側へ舌を伸ばしてくる。

「うっ、くっ」

　迂闊なタイミングでイってしまわないように、僕は腰に力を込めた。

「どんどん我慢汁が溢れてくるぞ。トモちゃん、気持ちいいのか？」

「ああ、クラリスの口で、気持ちよくなってるよ」

「そうなのか！　よし、もっと頑張るぞ！」

　唾液でてらてらと光る肉棒を、彼女が愛しそうに擦り上げる。

　根本から裏筋を舐め上げていき、次は横を移動するハーモニカフェラ。

　時折僕のほうを見上げながら反応を確認し、何をしたときが特に気持ちいいのかを探っていく。

「れろ。じゅるじゅるっ、ちゅ。きゅぽん。……トモちゃんのおちんちん。すごくエッチな形だな」

「そう？」

「ああ。さっきは分からなかったけど、口で動かしてるとよくわかるぞ。この辺とか、れろ」

　カリの部分を舐めあげられる。そのまま裏のほうへ舌が動いた。

「この血管の浮き出方とか……ちゅっ、ちろ」

　ガチガチに怒張して浮かび上がった血管を、クラリスの赤い舌がなぞっていく。

「たまにぴくって跳ねる様子とか、ふーっ、はむっ」

　突然軽く息を吹きかけられて驚いていると、すぐに咥え込まれる。

　様々な角度や方法で刺激を受けて、僕の肉棒もそろそろ爆発しそうだった。

「ん。だいぶつかめた気がするぞ。それじゃあトモちゃん、そろそろ射精を見せて欲しいぞ……ぱくっ」

　クラリスは大きく口を開けて、僕のものを咥え込む。口内で激しく舌を動かしながら、支える右手も根本を激しくこすっていく。

「れろれろ、ちゅ、ぢゅるるるっ！　じゅる、ちゅう。るろ、じゅぽっ、ちゅぅぅぅ！」

「う、あ……クラリス、そろそろイキそうだ」

「ちゅるるっ、れろれろっ！　トモちゃんの射精、見せてくれっ！　あたしの口に、思いっきりドピュドピュってしてほしいぞ！　んんっ、んぐっんぐっ！」

　彼女の動きが激しくなる。頭を上下に振って、僕の肉棒を飲み込んだ。

「じゅぽじゅぽじゅぽっ！　じゅる、じゅぽぽぽぽ！」

　彼女の口の中で、射精直前の肉棒が大きく膨らんだ。

　その変化に気づいた彼女がラストスパートをかける。

「じゅぽじゅぽじゅぽじゅぽじゅぽっ！　ちゅる、じゅるるるるるるるっ！」

　視線を上げたクラリスが、僕をまっすぐに見つめる。視線を合わせたまま、彼女は楽しげに微笑んだ。

　最後に大きく吸い上げられたのに合わせて、僕は耐え切れずに射精した。

「ごくっ、んくっ、んんっ！」

　時間をかけて快感を与えられた分、量も多く濃い精液がクラリスの口内にめいっぱい吐き出される。

「ふぐっ、んっ、ごくっ」

　喉のほうまで飛んだだろう精液にむせかけながらも、彼女はきっちりと僕の精液を飲み込んだ。最後に大きく喉を鳴らすと、口から肉棒を離す。

「ふぁ……これが射精か。あたしの口の中でおちんちんがビクビクッて大きく跳ねて、精液が喉の奥までビュビュビュッてとんできたぞ！」

　よだれで顔を汚しながら、クラリスが嬉しそうに報告してくる。

「おちんちんがああいう感じになれば、セックスはあたしの勝ちなんだな。トモちゃん、気持よかったか？」

「うん。とてもよかったよ。さっきまで何も知らなかっとは思えないくらい」

「よかった。これであたしも、セックスでトモちゃんに勝てるな！」

　彼女は誇らしげに胸を張る。外気に晒されたままのおっぱいが揺れて、僕を誘っているようだった。

「んっ……トモちゃんのおちんちんを咥えていたら、あたしのおまんこも疼いてきたぞ」

　そして彼女の目が、まだ硬さを誇っている僕の肉棒に向けられた。その目は少しとろんとしていて、蝶が花の蜜に誘われるようにふらふらと肉棒へ向けて彼女が近づいてくる。

「なあトモちゃん、トモちゃんのおちんちんも元気みたいだし、今すぐリベンジマッチをしてもいいか？」

　両腿をもじもじと合わせながら尋ねるクラリスが可愛らしくて、僕は頷いた。僕のせいで性に目覚めた彼女は、すっかりエッチな女の子になっちゃったみたいだ。

　だったらちゃんと責任を持って、僕が気持ちよくさせてあげないと。

「いいよ。まあ、今度も僕が勝つけどね」

　わざと挑発するようなことを言って、彼女の反応を見る。

　肉棒に見とれていた彼女は、視線を上げてキッと僕を睨んだ。

「む。次はあたしが勝つんだぞ！　そんなこと言うんだったら、トモちゃんが降参って言うまで何回もイかせまくっちゃうぞ。精液全部あたしのおまんこに吐き出させてやるっ！」

　いいながら、クラリスは自分の股間に右手を挟み込んだ。これからすることを想像して、もう感じているのかもしれない。

　だから僕は、売り言葉に買い言葉で彼女の盛り上がりに協力することにした。

「じゃあ、僕もクラリスが降参するまで何回も連続でイかせちゃうよ？」

　きゅっと股を閉じて、顔を赤くしたまま、彼女は頷く。僕の目に、引き締まった彼女の太ももが映る。

「ああ、望むところだぞ！　トモちゃんのおちんちん気持よくさせて、ひいひい言わせちゃうんだぞ！」

　やる気十分にクラリスが宣言した。しなやかな筋肉に包まれた太ももで挟まれたら、とても気持ちが良さそうだ。もちろん、こちらから撫で回して責めていくのもありだ。

　僕は気合を入れなおして彼女に挑む。

　いっぱい気持ちよくさせて、ガンガン喘がせちゃおう。
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　早くも再戦を挑まれた僕は、クラリスと向かい合う。

　僕にフェラしている間もエッチな気分になっていた彼女は、もうすっかり準備万端のようだった。

　赤裸々な膣からは、そこに入る肉棒を期待しているかのようによだれが垂れている。

「次はさっきと違う体位がいいぞ！」

　体位は型のようなものという僕の、あっているんだかいないんだかわからない説明を受けて、クラリスが提案した。

「さっきは騎乗位だから負けたってこと？」

　とはいえここは野外なので、女の子を床に寝かせるような体位は避けたい。だから僕は、少し挑発するようにそう切り返した。騎乗位なら僕の背中しか地面につかないしね。

「ううん。せっかくだから他の気持ちよさも試してみたいなって思っただけだぞ」

　あっさりと首を振って否定するクラリス。その素直さに僕は愛しさがこみ上げる。

　そんな風に言われたら、彼女の期待以上に気持よくさせてあげたくなる。

　だったらここは、僕が動きやすくて責めやすい体位にしよう。

　再戦の意味では彼女に不利な気もするけれど……その分、気持よくするってことで許してもらおう。

「わかったよ。それじゃあ、壁に手をついて、こっちにお尻を向けて」

「ああ、わかったぞ！」

　素直に頷いて、彼女は僕の言ったとおりの姿勢になる。

　鍛えられて引き締まったお尻が、こちらに向けて突き出された。思わずそのお尻をなで上げる。すべすべの肌と、しっかり手を押し返してくる力強さのギャップは彼女だけのものだ。

「あうっ！　いきなり何を」

「ごめん、あまりに魅力的だったから、つい」

「そ、それならしょうがないな！」

　クラリスは早口に言い切って、そのままの姿勢を維持してくれた。

「もう少し、足を大きく開いてくれる？」

「あんっ！　わ、わかったぞ……」

　言いながら秘裂を擦り上げると、じわりと溢れだした蜜が僕の手を伝う。

　足を大きく広げたことと、手による刺激で彼女の秘部はぱっくりと口を開けて、男の肉棒を受け入れる準備が整った。

　いやらしく愛液をこぼしながら、クラリスがこちらを振り向いた。

「トモちゃん。早く挿れて欲しいぞ」

「わかったよ」

　僕は彼女の膣に指を入れる。浅く手前のほうをほじって、彼女の反応を見た。

「きゃっ！　んっ、あふっ！　あっ、違うっ」

「あまり気持ちよくない？」

　わざと焦らすように問いかけて、僕は二本目の指を入れて、深く彼女の中を掻き回す。さっきはほとんど出来なかったから、こっちの気持ちよさも彼女に味わってほしかったんだ。

「あっあっ、ふっ、んんっ！　くっ、あふぅ、ぁっ、ああ！」

　彼女の秘部からは次々と愛液が溢れ出してくる。こちらに腰を突き出して素直に感じてくれる姿が可愛くて、僕はさらに指を激しく動かした。

「あ、それダメッ！　そんな、ああっ！　んっ、あっあっ、イク、あた、し、まだ、あああぁぁぁぁぁっ！」

　ガクガクと腰を震わせて、蜜が勢い良く吹き出した。指だけでイってしまった彼女の膝が折れて、倒れ込みそうになるのを支える。

　快感の余韻を味合わせるように、秘裂の外側だけをゆるゆると撫でながら、彼女の腰を押し上げていく。

「あっ、ふ……あたし、指だけでイッちゃったぞ……」

「ほら、まだ終わりじゃないよ？　本番はこれからだから」

「うぅ、トモちゃん、ずるいぞ……」

「クラリスだって、さっきフェラしてたじゃないか。これでおあいこだよ」

　僕は再び、クラリスの膣に指を這わせる。

「と、トモちゃん。そろそろ、トモちゃんのおちんちんが欲しいぞ」

　彼女の手が僕の指をつまんで引き離し、自らの膣をくぱぁと広げた。ピンク色の内側から、待ちきれないというように愛液が溢れてくる。

　彼女の期待に応えるように、僕は待ちぼうけを食らってギンギンになった肉棒をあてがう。

「あっ……トモちゃんのおちんちんが、あたしのおまんこにあたってる」

　これだけ乱れて準備万端とはいえ、先ほどまで処女だったのだ。

　僕は意識してゆっくりと腰を押し進める。

　けれどそんな気遣いは無用だというように、彼女の膣壁はコンベアのように僕の肉棒を飲み込んでいった。

「うっ、くっ」

　けれど決して締め付けがゆるいわけではない。ガッチリとペニスを絞り上げておきながら、さらに貪欲に飲み込んでいくのだ。油断していると危ないかもしれない。まだまだ、彼女に負けるわけにはいかないのだ。

「ふぁぁっ！　あんっ、あっ、ふっ！　奥まで、入ってるっ」

　順調に最奥まで突き入れて、僕は彼女のくびれたウエストをしっかりと掴み直す。

　引き締まった身体は不安なく僕の手を受け止めた。激しく動いても大丈夫だと、こちらを誘っているかのようだ。

「それじゃあ、動くよ」

「んんっ！　いいぞ！　激しく動いてくれっ！」

　僕は最初から飛ばしてガンガンと腰をふる。一回や二回で終わらせる気なんてない。彼女には何回も気持ちよくなってもらうつもりだ。

　狭い膣の中で肉棒の角度を調整する。彼女が感じるところを探していく。
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「あっ、んっ、ああっ、ふっ、ああぁっ！」

　ひときわ強く彼女がよがった位置を、さらに何回も責めたてる。

「ひぅっ！　そこ、そこはっ、ああっ！　ふぁ、あたし、またっ」

「いいよ、何回でもイって！　ほら、クラリス」

「ふぁ、あっあっあっ、あんっ、あ、ふああぁぁぁっ！」

　クラリスがイクと、膣内もぎゅうぎゅうと締まる。収縮する膣壁が、貪欲に快楽を求めているのがわかる。

　イッたばかりの敏感な膣をいたわるように、少しゆっくりと腰を振りながら、そのぶん自由になった手を彼女の胸に伸ばす。

「あひゃっ！　いまはぁ、あっ」

　後ろから伸ばした手で胸を鷲掴みにする。全体的に引き締まった彼女の身体のなかで、浮き立つくらい柔らかい箇所だ。指が沈み込み、彼女のおっぱいに吸い込まれていく。

　ぐにぐにと揉み込むと、手の動きに合わせて形を変えるのだ。けれどその柔らかな双丘の中央だけが、硬く存在を主張していた。

「ここはどう？　ちゃんと気持ちいい？」

　僕は尋ねながら、その乳首をつまみ上げる。くりくりと指の腹でこねると、彼女が身体を震わせる。

　素直な反応が、僕の行動を後押しした。

「あっ、んっ、そこも、気持ちいいぞっ、あんっ！」

　そのまま胸を責めていく。少し彼女に体重を預ける形になるけれど、両手でクラリスの胸を揉む。柔らかさを堪能して、彼女に声を上げさせる。

　腰のほうもゆるやかに振りながら、乳房を揉みあげ、乳首を刺激する。

「ふっ、また、あたし、んんっ、ふぁぁ、イク、イクっ！」

　数度目の絶頂を迎えて、彼女から力が抜ける。僕は胸を揉んでいた手をお腹のほうに回して、彼女の身体を支えた。

　格闘家としての本能なのか、イキまくって腕の力が緩んでも、腹筋にはまだちゃんと力が入っている。

　これならまだまだいけそうだ。

　僕はクラリスを支えたまま、抽送を再開した。

「ふっ、あっ、待って、もうっ、もう何回もイッてるからっ！　あたしの負っ、ひゃんっ！」

　彼女の言葉を遮るように奥まで腰を突き入れた。

「連続でイかせるって言い出したのはクラリスのほうだろう？」

「あんっ！　ひゃっ、ふぅ、んんっ！　イク、あ、ああぁぁぁ！」

　流石にそろそろ限界だろうか。膣内はまだまだ快感を求めて蠕動しているけれど、彼女自身はだらしなく身体を壁にもたれて、腰だけを高く突き出している。

「それじゃ、ラストスパートだ」

　僕はしっかりと彼女のお尻を支えなおして、激しく腰をふり始める。

「ひぃぁ……しょれ、ふぅっ、あぅ！」

　ろれつの回らない喘ぎ声を上げている彼女へ激しく腰を打ちつける。パシパシと肉同士を打つ音が、喘ぎ声の隙間に響く。

「うっ、そろそろ僕もイキそうだ。クラリス、僕に勝てるまで、何回挑んできてもいいよっ！」

　高まってくる射精感に突き動かされるように、僕は激しい抽送を繰り返す。

　体液を溢れさせる彼女の奥をガンガンと突いていく。

「らめっ、あはぁ！　ひぃ、ふぅぁっ！　また、イ、イクゥゥゥゥ！」

　絶頂を迎えた彼女の膣壁が、中の肉棒を思い切り締め付けて絞りとる。

「っ、もうイク、膣な内かにっ！」

　その激しさに負けて、彼女の中でめいっぱい射精した。

「ふぁっ、出てる、トモちゃんの、精液っ……！」

　勝利を祝う花火のように、精液が彼女の中に打ち上がる。

　勢い良く飛び出して、盛大に白く染め上げた。

　回数もわからないほどの連続イキで、すっかり力の抜けた彼女をちゃんと支えながら肉棒を引き抜く。

　崩れ落ちそうになるクラリスを支えたまま、なんとか最低限は服を整える。

　そして、足腰の立たなくなってしまった彼女を抱きかかえた。

　行為の激しさを物語るように、周囲には僕らの体液が飛び散っている。

　僕はひとまず彼女を屋敷に連れ帰って寝かせてから、改めて謝りにこよう、と思うのだった。
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　格闘少女クラリスとの壮絶なセックスバトルから数日後。

　そのままこの街にいついた彼女は、エディスさんが帰ってくるまで僕の護衛として過ごしていた。

　ここに留まりたいと言ったクラリス。彼女の境遇を聞いたイレーネさんは、僕のふたり目の護衛として受け入れてくれた。

　彼女の強さは申し分ないし、僕を気にいってくれたらしいクラリスも、その役割を納得したんだけど……。

　今日はエディスさんが帰ってくる日だ。

　僕とイレーネさんは彼女を出迎えて、作戦準備の首尾を聞いた。無事に準備は進んでいるようで、イレーネさんはエディスさんをねぎらった。

「ところで」

　と、エディスさんが僕の隣を見ながら尋ねる。

「彼女は誰なんですの？」

　エディスさんの視線の先にいるのは、クラリスだ。ここ数日僕の護衛をしていた彼女は、今日もそのまま僕の隣にいた。身の回りのことや勉強を教えてくれるエディスさんと違って、基本的に護衛だけが専門のクラリスは、屋敷の中ならべったり一緒にいる必要もないんだけどね。

　かといって、忙しいわけでもないので別に一緒にいちゃいけない理由もない。

　屋敷はアットホームだし、クラリスもすぐに馴染んだけれど、他のみんなはそれぞれ仕事があるしね。

　必然的に、彼女は僕と過ごす時間が多かった。

「そうね、紹介するわ。彼女はクラリス。彼女にも、トモくんの護衛をしてもらおうと思って」

　イレーネさんはエディスさんにそう言って、次はクラリスに顔を向ける。

「クラリス、こちらはエディス。トモくんの付き人で護衛よ」

「おう！　あたしはクラリス！　よろしくな、エディスちゃん」

「よろしくお願いしますわ、クラリス」

　和やかに上品な挨拶を終えたエディスさんが、僕に身を寄せて小声で尋ねてくる。

「これはどういうことですの？」

「どういうって……」

　僕はクラリスとの出会いと経緯をかいつまんで説明した。

「さすがですわね、この変態野郎」

「う……」

　話を聴き終えたエディスさんは、呆れと怒りの入り混じったような目を僕に向けた。

「セックスが武術だなんて、どんな切り抜け方なのかしら。頭まで精液が詰まってるのではなくて？」

　むちゃくちゃだったのは事実なので否定出来ない。

　ベッド以外の場所で、この腹黒なエディスさんに太刀打ち出来る気はまったくしなかった。

「そもそも……護衛のわたくしがいないのに、ひとりでふらふら街へ出るってどういう了見ですの？　なんのために日頃わたくしがトモ様と一緒にいると思っているのですか？」

「ごめんなさい」

　エディスさんは困ったような、少し寂しさを含むような声で僕をとがめた。

　結果的にクラリスだったからよかったものの、結構危なかったのかもしれない。

　もしあれが彼女ではなく、問答無用で襲いかかってくるような人だったら？

　この街の人はそんなことをしなくても、外からどんな人が来るかまではわからないのだ。

　それに、普段護衛の任についているエディスさんからしたら、自分の仕事を否定された気分になるのかもしれない。僕は素直に反省して、彼女に謝る。

「わかればいいのですわ。今度からは気をつけでくださいね」

「はい」

　しゅんとして頷く僕の太ももを、エディスさんの手が優しく撫でる。

「それにしても」

　エディスさんはクラリスのほうを見てから、イレーネさんのほうへ視線を移した。

「お姉様が決めたことに依存はございませんわ。ただ、彼女の実力を見てみたいのですが、よろしいですか？」

　エディスさんの問いかけに、イレーネさんは頷いた。

「そうね。実力がわからないと連携も取りにくいでしょうし。クラリスさえよければ、模擬戦なんてどうかしら？」

　イレーネさんに問いかけられて、クラリスは力強く頷いた。

「あたしは強い奴と戦えるなら、いつだって大歓迎だぞ！」

「それじゃあ、準備しましょうか」

　イレーネさんに促されて、ふたりは立ち上がる。僕はこっそりとイレーネさんに近づいて、ひそひそ声で尋ねた。

「大丈夫なんですか？　いきなり試合なんて……」

　心配をにじませた僕の声に、彼女は穏やかに微笑んだ。

「大丈夫よ。ふたりともちゃんと、実力や加減がわかるから」

　イレーネさんがそれだけ信頼をおいていることで、僕の不安もとり払われた。

　先を行くふたりに続いて、僕らも外へ出る。

　広い場所へ出て、準備を進める。ほどなくして用意ができた。

　ふたりが模擬戦を行うので、僕らは少し離れた位置でふたりの様子を見守っている。

　今回エディスさんが腰につけているのは、刃のない訓練用の剣だ。

　向かい合うふたりからは、緊張感と気迫が漂っているような気がした。

「それじゃあ、始めるわよ？　開始っ！」

　イレーネさんの合図で、ふたりの試合が開始される。

　まず動いたのはクラリスだ。

　彼女は素早く踏み込み、エディスさんとの距離を一瞬で詰める。四、五歩分の距離が一足だ。

　そのまま打ち込まれる鋭い拳を、エディスさんが軽やかなバックステップでかわす。彼女の髪が遅れて舞った。同時に引きぬかれた剣が綺麗な三日月を描いてクラリスへ放たれる。

　流れるような剣筋をまるで知っていたかのように、クラリスは上半身をそらすことで難なくかわした。そのまましなやかに動いた身体は、上体の勢いを活かすように足を引き、力強い後ろ回し蹴りを放つ。

　素早いステップで衝撃を流しながら、エディスさんの剣が蹴りを受け止めて絡めとるように勢いを逃がした。斜めになった彼女の身体を、ツインテールが追いかける。蹴りを殺されたクラリスが、空を舞う。軸足一本で強引に飛び退いたのだ。

　あまりのめまぐるしい展開に、僕は目で追うのがやっとだ。

　それもこうして少し離れて見ているからわかることで、実際あの場にいたら、何もわからないままやられてしまうだろう。

「エディスちゃん強いな！　あたし、ワクワクするぞ！」

「クラリスもなかなかやりますわね。でもまだ、ここからですわっ」

　声と同時、エディスさんの姿が音もなく消える。次の瞬間、ふわり、とクラリスのすぐ近くに現れたエディスさんの手元が霞む。

　誘うように高速で振りぬかれた剣を、しっかりと受けるようにしてクラリスの拳が真っ向から弾き返した。手を取り合うようにも見える光景は、しかし一瞬で崩れる。激突の衝撃に体勢を崩し、エディスさんがふらついた。

　今度は彼女から誘いをかけるように、クラリスの足がしなやかに風を切り裂いて迫る。

　とっさに身をかがめ、転がるようにかわしたエディスさんが、すっと優雅に姿勢を直す。その間に高速で距離を詰めたクラリスが、唸りを上げる拳のラッシュを浴びせかける。

　瀑布のように迫る拳をエディスさんの剣が受け流していく。弾き返すというよりも、触れることで軌道を変えて力を流している感じだ。

　剣に対するものが拳でありながら、そのさまは剣戟と呼ぶにふさわしい。

　拳と剣の軌跡は激しく空気を裂くライト。

　低く高く打ちあう音は、まるでメロディー。

　打ち捌き、繰り返す姿は優雅なダンスのようですらある。

　クラリスの格闘が剛なら、エディスさんの剣術は柔。

　性質の違うふたりの力は、しかしどちらが上ということもなく拮抗している。

　それまで細かくさばいていたエディスさんが足を引きながら身体をずらす。予測を外して空振ったクラリスに、低い位置からエディスさんの剣が迫る。

　クラリスは、引くことなくあえてそのまま前方へと飛び込むことで剣をかわして、素早く構え直す。彼女の顔には笑みが浮かんでいた。

　大きく距離が空き、ふたりは対峙したまま一度止まる。

「クラリスの力は本物みたいですわね。わたくしが街を離れていても、トモ様の護衛を不安なく任せられます」

　そう言いながらも、エディスさんが構えを解くことはない。むしろ今までよりも気合を増しているようにすら感じた。

「ああ、あたしもエディスちゃんと戦えて満足だ。でもせっかくなら、勝って終わりたいぞ」

「ええ、同感ですわね。次で決めますわ」

「それはこっちのセリフだぞ！」

　宣言の後、ふたりの姿が同時に消えた。

　一瞬後、衝撃だけが走る。遅れて音が届く頃には、既にふたりの打ち合いは十合二十合先をゆく。

　速さも力強さも、先程までよりずっとすごい。

　もう僕の目には何が起こっているのかもよくわらないほどだった。

　ふたりがすごいんだってことだけが、なんとかわかる。

　追い切れないふたりの戦闘はバシッという大きな音とともに突然終わった。

　クラリスの足がエディスさんの脇腹を薙ぐ直前で静止している。

　エディスさんの剣がクラリスの首筋を斬る直前で静止している。

　しん、と周囲が静まり返る。

　やがて、ふたりは同時に手足を下ろした。

「素晴らしかったですわ、クラリス」

「すっごい楽しかったぞ、エディスちゃん！」

　ふたりはぐっと握手をしてから、並んでこちらへ歩いてくる。

　どうやら、引き分けだったようだ。

　互いの実力を認め合って、ふたりは仲良くなれたようだ。

　僕はあらためて彼女たちのすごさを感じた。
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　模擬戦を経てエディスさんとクラリスが仲良くなった後。僕らは揃って屋敷に戻った。

　中へ入るときに、屋敷の中でミオさんとアネットさんが話している姿が見えた。

　ちょうど同じ所を見ていたのか、僕の隣でイレーネさんが呟く。

「この屋敷も、随分と賑やかになったわね。人も増えて……そうだわ」

　何かを思いついたように、彼女はぽんと手を打った。

「親睦を深めるために、お茶会を開きましょう。日頃はそれぞれすることがあるけれど、たまには顔を揃えてお話しするのもいいわね」

「素敵ですわ、お姉様」

　素早くエディスさんが追従した。

　たしかに、一同に揃う機会というのはなかなかない。みんなでお茶会というのもいいかもしれない。

　お茶会の様子を想像したのか、イレーネさんの頬が徐々に緩んでいく。

「それじゃあ、ちゃんと用意をしないとね」

　イレーネさんは楽しそうに屋敷の中へ入っていく。メイドさんの元へ向かう彼女は嬉しそうで、その後姿を見ていると、僕も幸せな気分になるのだった。




　数日後のお茶会当日。きっちりとスケジュールを合わせ、シュゼットさんが一時的に戻ってくるタイミングで行われた。

　室内と中庭とを広く使い、これだけの人数がいても狭くならないようになっている。

　メイドさんたちも優雅な所作で、けれど会場全体へちゃんと目を配っている。

　落ち着いた空気が漂う室内と、青空のもとで自由な雰囲気の中庭。

　いかにもって感じのお茶会だ。

　品のいいティーカップ……はここに来てから触れる機会もできていたけど、三段重ねのケーキスタンドを実際に見たのは初めてだ。

　下の段にはサンドイッチが、二段目には色とりどりのケーキが並び、最上段にはクッキーなどが華やかに置かれている。

　最初にイレーネさんから短い挨拶があって、その後はそれぞれが自由に会場内を移動し、会話に花を咲かせている。

「ケーキやお菓子がいっぱいにゃ！　すごいのにゃ！」

「そんなに慌てなくても……ああ、ほら、口にクリームが」

　お茶会が珍しいのかはしゃぎまわるニーナに、隣のマリエッタが振り回されていた。

　アネットさんとミオさんは、互いにこういう場に慣れているのか室内で優雅に談笑している。話しの内容は難しくてよくわからなかったけど。

「ジュリーちゃんも魔法が使えて強いんだろ!?　今度あたしと試合しよう」

「……わたし、そういうのは……」

　ジュリーさんは少しクラリスに押され気味だ。

　一見、困っているようにも見えるけれど、みんなとても楽しそうに思えた。

　こうして大勢で集まって、わいわい過ごすのもたまにはいいのかもしれない。イレーネさんの狙いは大成功だったのだろう。

　僕は少しだけ離れて、みんなの様子を眺めていた。

「どうかなさいましたか、トモ様」

「エディスさん。いや、なんでもないよ」

　いつの間にか隣に来ていたエディスさんに、僕は小さく首を振った。

「なにやら似合わない顔をしていたようですが？」

「そうかな。ただみんなを眺めていただけなんだけど」

「それってつまり、そういう目で……なんですか？」

「うわっ」

　すぐ後ろからマリエッタに声をかけられて、僕は思わず跳ね上がった。

「トモアキさんもエロス教の教えに理解のあるほうですから、今晩のお相手を──」

「お兄ちゃん、エッチなことするのかにゃ!?」

　素早く僕の足元に現れながら、ニーナが大声を上げた。

「し、しないから」

　僕が慌てて否定する。こんなに女性ばかりのところで迂闊なことを言うと、どうなるかわかったものじゃない。

　なによりも今日は、そういう趣旨の集まりではないのだ。

「そういうのは、また今度ね」

「……それは、残念」

　ニーナを含め、みんなに向けて注意していると、これまたいつの間にか僕のそばに来ていたジュリーさんが残念そうに呟いた。

「なんや、やっぱトモアキはモテモテやな」

　室内から出てきたミオさんが、取り囲まれている僕にニヤニヤと笑みを浮かべながら近づいてきた。

　気が付くと、ほとんどみんなが僕のほうへ集まってきている。

「ああ、トモアキ、そこにいたのか──」

「トモちゃん！」

「トモアキくん、ちょっといいかしら？」

　集まっているとやはり目立つのか、他の人たちまで次々とこちらへやって来る。

　普段なら、このまま美女に囲まれているのもいいけど、今日はイレーネさん主催のお茶会だ。なし崩しになるのは良くない。

「ま、また今度！」

　僕は素早く輪を抜けだして、そのままみんなから逃げ出した。




「トモくん」

　僕が隅に避難したことで、お茶会は当初の空気を取り戻した。

　端のほうからみんなを眺めていると、イレーネさんが僕の隣に来た。今日はホストだからなのか、いつもよりも正装に近い格好をしている。

　エロス教が一般化しているこの世界では、当然正装も露出度は高く、とてもセクシーだ。

　いつもと格好が違うと、またあらためてイレーネさんに見とれてしまう。

　彼女はお茶会に参加しているメンバーを眺めながら、眩しそうに目を細めた。

　賑やかなお茶会の様子を眺めながら、彼女はほう、とため息をつく。それはマイナスの感情ではなく、感嘆のため息だ。

「こんなに賑やかで、楽しい時間が過ごせるなんてね」

　イレーネさんの手が、僕の手の上に重ねられる。

　彼女は僕のほうに顔を向けて、微笑みかけた。

「こんなふうになるなんて、思ってもみなかったわ」

　彼女はどこか遠くを見るようにして呟いた。昔を思い出しているのだろう。僕と出会う前、さらにこの街を作る前の彼女を、僕は知らない。

　どんな苦労があったのか。話を聞くことは出来ても、そのたいへんさを共有することは出来ないのだ。

　彼女の視線はお茶会の会場に戻り、僕の手をぎゅっと握った。

　細くしなかな指が、僕の手を包む。

「この光景は、トモくんがいなかったらありえなかったわ。本当にありがとう」

「そんな……。イレーネさんの頑張りがあったからこそですよ」

　僕も、お茶会の様子に目を向ける。

　政務官として厳しく仕事にあたっていたシュゼットさんや、最近まで中央にいたアネットさんも、とても楽しそうにしている。

　この街があったからこそ、ふたりはああして笑えているのだろう。

「いいえ。トモくんがいたから、こうして賑やかになったし、国にも働きかけることができそうなの。トモくんがいなかったら、今頃……」

　彼女の手に少し力が入る。

　思い返してみれば、この街に来てからいろんなことがあった。

　めまぐるしく変わっていく状況に、必死についていっただけの気もするけれど。

　政務官のシュゼットさんがこの街に来たり、大使の娘であるミオさんが来たり。

　何が出来たわけでもないけれど、少しでもイレーネさんの役に立てていたなら良かったと思う。

「それだけじゃないの」

　彼女の視線の先には、賑やかに談笑している今日の参加者たち。

「みんな、今はあんなに楽しそうにしてくれている。それは、私だけでは出来なかったことだわ」

　イレーネさんに限らず、この街にいる人たちはみんな、つらい思いをしてきた人たちだ。

　生まれた街を追い出されたり、生け贄にされそうになってしまったり。事情はそれぞれだけど、多かれ少なかれ差別を受けてきたのだ。

　けれど今は、イレーネさんが作ったこの街で、こうして笑顔を浮かべている。

「もう一息です。頑張りましょう」

　僕は彼女の手を強く握り返した。

　なんとしても、女王との謁見を成功させよう。

　まず、この街をちゃんと国に認めてもらうんだ。

　すぐに何もかもを変えるのは無理かもしれない。

　だからまずは目の前の、僕に出来ることを。

「そうね、頑張りましょう」

　みんなが楽しそうに歓談している姿を、僕は眺める。

　ここにいる人たちだけじゃなく、みんながこうして楽しく過ごせるように。

　そして誰よりも──。

　僕は隣りにいるイレーネさんを見つめる。僕の視線に気づいた彼女が、優しくほほえみかけてくれる。

　隣にいる彼女のために、頑張ろうと思った。
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「なあトモ、うちの国に興味あらへん？」

　ある日、ミオさんにそう尋ねられて、僕は思わず頷いていた。

　ミオさんの国、というのは京の都のことだ。もちろん、それが僕の知る京都ってことはないだろうけど、着てるものも持ち物もどことなく和風系な彼女の国は気になるところだ。

　あらためて彼女を見れば、今日だって着物のような装いだ。といっても、僕の知る着物よりもずっと露出度が高くて、着崩されているけど。

「たしかに、興味ありますね」

　この国のことはエディスさんから教えてもらっている。あまり優秀な生徒ではないだろうけど、ちょっとずつわかってきてもいるところだ。

　ミオさんから京の都についての話を聞くのも、いいかもしれない。

「ほんま？　ならうちの部屋にきたってや」

　ミオさんは嬉しそうに言って、僕の背を押していく。自分の住んでいる場所に興味を持ってもらうのは、やっぱり嬉しいものなのだろう。僕は彼女に促されるまま、部屋に向かう。

「いろいろもってくるさかい、座ってまっといて」

　僕は彼女に勧められるまま椅子に座って、ミオさんを待つ。前かがみになって荷物を探す彼女のお尻が、こちらに突き出されて揺れていた。この世界特有の服の構造からいって、かなり際どい感じになる。真っ白な太ももの裏が、お尻の近くまで見えてしまい、僕はさり気なく視線をそらした。

「そっちになんかあるん？」

　ミオさんの不思議そうな声に、僕は慌てて視線を戻す。もちろん、ミオさんのお尻が見えそうだから目をそらしてただけです、なんて言えるわけがない。

「ほらほら、京の都にはこういうんがあるんよ」

　ミオさんがこちらに差し出したのは、華やかなかんざしだった。綺麗な朱塗りの上に、金色で散る桜が描かれている。和を感じさせる一品だ。細かなところまで描かれていて、とても綺麗だった。

「この細かな花びらは、こっちじゃなかなか、見られへんやろ？　うちの国の職人芸なんよ」

　ずいっと身を乗り出して、かんざしを僕に見せつける。確かにこのかんざしは、とても細やかに作られていて、近くで見ればよりすばらしさがわかるだろう。

　ただ、椅子に座った僕に対して、かんざしがよく見えるようにミオさんは前かがみになっている。そうすると必然的に、大きく開けられている胸元が僕の視界に入ってくるのだ。

　近い距離で谷間を見せつけられて、僕の意識はそっちに向かってしまいそうになる。

　ミオさんは、自分の国に興味を持ってもらって喜んでるのに、よこしまなことを考えていちゃだめだ。僕はしっかりと意識をかんざしへと向け直す。

「あとなあとな、こんなんもあるんよ」

　そう言って彼女が取り出したのは、扇子だった。棒状の扇子をぱっと開いてみせる。そこに描かれているのは山と太陽だ。白い和紙の上に、筆で描かれているのは富士山みたいだ。

「すごいやろ、扇に絵が描いてあるんや」

　素早く何をかを取りに行ったミオさんが、今度は僕の後ろに回り込む。

「それにな、巻物いうて、本とは違うんもあるんよ」

　と僕の目の前で巻物を広げてみせる。墨で書かれた文字がそこには並んでいた。

　残念ながら、さすがに日本語ではなかったけれど、縦書きだしどこかそれっぽさはあった。

　京の都は全体的に、名前どおり日本に近いのかもしれない。

「字はわからんよなぁ、あ、ほら、この辺は絵ぇや」

　僕の後ろから巻物を覗きこむように、ミオさんが身体を寄せる。

　そうすると、僕の後頭部に彼女の豊かな胸が押し付けられて、柔らかく潰れるのを感じた。

「んー、よう見えんな。トモ、目ぇはいいほう？」

「へっ!?　すいません、なんです？」

　巻物を覗きこもうとしてか、ぐいぐいと胸が押し付けられている。さらに直ぐ側にいるミオさんから梅や桜のような淡い花の匂いがして、僕の意識はほとんどそっちに持っていかれていた。

「目ぇ、いいほうかって」

　くわえて、耳元で囁くように声をかけられる。ミオさんの吐息が僕の耳をくすぐる。

「は、はい。普通には」

　なんとかそう答えると、耳元でミオさんが笑った。

「ほんならうちが前にしよ」

　言い終わるよりも早く、ミオさんが僕の膝の上に乗った。

「あ、あの」

「どう、ちゃんと見えてる？」

「は、はい。見えてます」

　抗議のタイミングを見失い、そのままミオさんを乗せた状態になる。彼女のうなじがすぐ目の前にあった。ミオさんから漂う花の香りが強くなり、甘さを感じられるほどになる。位置を調整するためなのか、彼女はお尻をぐりぐりと動かした。その動きが、よこしまな肉棒を刺激する。

「なあ、トモ、なんか大きくなってへん？」

「あの、それは」

「ちょっと確認してみよか」

　まるで最初からそのつもりだったかのように素早く服をずらされて、僕の肉棒が露出した。

「うわぁ、おちんちんカチカチになっとるわ。ほら、もうこんなに」

　ミオさんの手が亀頭部分を撫で回す。そしてうっとりとした声で続けた。

「ああ、こんなん見せられたらよう我慢出来ひんよ。先に誘ったんはトモやからな」

「ミオさん、ちょっと、ああっ」

　その場で少し腰を浮かすと、ミオさんの膣はそのまま僕の肉棒を飲み込んだ。既に濡れて準備が整っていたのと、ミオさんの手際の良さですぐに奥まで入ってしまう。

「あかん、やっぱトモのおちんちんは凄すぎるわ。こんなん、んっ、手ぇださんほうが無理や」

　ミオさんが腰を動かしだす。最初から飛ばすような激しさだ。

「ちょっと国の話ししたらほいほいついてくる素直さだけで、襲ってしまいたくなるんよ。それをちゃんと、その気になるまで待つのがつらかったわ」

「じゃあ最初から？」

「でもな……」

　声だけで僕の感情に気づいたのか、ミオさんは少し殊勝な声をだした。しかし、それはすぐに勝ち誇ったような声にとって代わる。

「トモだって期待しとったやろ？　工芸品見せてるときも、チラチラうちの胸元とか見てるん、気づいてたんよ？　トモのエッチな目ぇが向いてると思うと、んぁっ、すぐにでも襲いたくなって」

　ミオさんの責め方が変わる。角度をつけて、より互いの快感を高めていくようだ。

「それでもちゃんと、トモがその気になるまで待っとったんよ。ちゃーんとトモのおちんちんが、ガチガチになって襲ってくださいってなるまで」

「最初から、わざと誘惑してたんですね」

　僕の言葉に、ミオさんは激しく頷いた。

「そうや。元々そのつもりやったわ。ほら、トモも気持ちようなっとるやんか。中で跳ねとるのわかるよ。そろそろイキそうなんやろ？」

「うっ、そのとおりです」

　彼女に誘惑されて、咥え込まれて、僕の射精感は限界まで高まっていた。ピストンの速度が上がっていき、彼女が僕を導いているのがわかる。

「ほら、イっていいんよ、うちん中に、激しくぶち撒けてや」

「ぐっ、もう、出ます」

「一番奥に、ひぃあぁぁっ！」

　ミオさんが最後に奥まで腰を沈めきる直前に、僕は彼女の中に射精した。吐き出された精液と肉棒の両方が、一気に彼女の最奥にぶつかる。その強い刺激に、思わずミオさんもイってしまい、膣内は強く収縮した。その動きにさらに精液が搾り取られる。

「ふ、ぁ……やっぱりすごくええな。もっともっと欲しなるわ」

「あっ、まだ……」

　互いにイったばかりだというのに、ミオさんはすぐに腰を動かし始めた。

　膣壁が蠕動して、すぐにでも二度目の射精を誘ってくる。

　このまま押されっぱなしじゃダメだ。僕は後ろからミオさんの胸に手を伸ばす。すっかりはだけきった胸元からあっさりと彼女の生乳に到達する。吸い付くようなおっぱいに、指を沈めこんだ。

「ひゃっ、トモの手、ちょっと冷たいんやな。こっちはこんなに熱いんに」

　前後に腰を振りながら、ミオさんはまだまだ余裕そうだ。

　むしろ、柔らかくあたたかな胸に触れている僕のほうが、気持ちよさに心を奪われてしまいそうだ。

　ミオさんにもっと乱れてもらうために、僕は彼女の乳首に指を伸ばした。既にぷっくりと立ち上がっている彼女の乳首を、柔らかな胸に押し込む。

「んあっ！　ええサービス精神やね。ノリノリやんか。うちももっと気持ちよくさしたるさかい、覚悟しいや」

　余裕を崩さないミオさんは、浅めの位置で角度を変えて肉棒を味わっている。

「おっ、どうやトモ、おちんちん膨らんできたんとちゃう？　またイキそうなん？」

「そう、簡単にはっ」

　僕は自ら腰を突き出して、彼女の奥まで貫いた。子宮口までペニスが届き、ミオさんの背が仰け反る。

「んひぃぁっ！　急にあかんよ、そんなっ」

　僕はグリグリと奥のほうを責め立てる。ミオさんはこっちのほうが感じるみたいだ。

　当然、肉棒全体を搾り取られる僕もイかされそうになるけれど、これなら一方的ってことはない。

　そのまま、目の前にある彼女の項に息を吹きかけた。

「ひゃうっ、なにしはるん、ひゃ！」

　首や耳に息を吹きかけながら、腰のほうを休まずに振って、奥へ奥へと彼女を責め立てていく。

　ズリュ、ズジュ、と容赦なく彼女の膣壁をこじ開けていく。

「ふぁっ、あかんて、そんな、ああっ！　イク、もう、ああっ、イックゥゥゥゥゥ！」

　ミオさんの身体が大きく跳ねる。激しく絶頂したミオさんが僕の上で踊る。これまで以上の締め付けに僕も限界を迎えて、金玉の中身をすべて搾り取られるような勢いで射精した。

「ああっ、トモのんが中で、ひぅ、あ、ひゃあぁぁぁぁぁ！」

「あぐ、今は、ぅあっ……」

　激しい射精で奥を突かれたためか、ミオさんが連続でイってしまう。そのせいで膣壁はさらに精液を搾り取ろうと激しく収縮し、僕の肉棒を締め上げる。

　イったばかりの肉棒はなすすべなく、彼女に敗北して精子をぶち撒けた。

「あぁ……さすがトモや。しゃーないよ、こんなん、クセになってまう」

　満足気なミオさんの声を、僕は椅子に背中をもたれさせながら聞いていた。
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　ミオさんにすっかり搾り取られて、僕はふらふらと彼女の部屋を脱出した。

　今回もやられっぱなしだったな。

　とにかく自分の部屋に戻って、しばらく休もう。すこしでも回復しておかないと。

　壁に手をつきながら歩いていると、後ろから声がかる。

「どうしたんですかトモアキさん!?」

　驚いたような声を上げて、マリエッタがこちらに駆け寄ってくる。彼女はふらふらな僕の手を取り、身体を支えた。

　僕の腕が、彼女の豊かな胸につつまれる。感触としてはとても気持ちいいけれど、今の僕にそれ以上の感想は抱けなかった。

「大丈夫ですか？　どこかお辛いんですか？」

　心配そうに声をかけてくれるマリエッタに、僕は簡単に事情を説明した。

「うっかりミオさんに絞られすぎただけだから、大丈夫。少し休めば回復するよ」

　答えを聞いたマリエッタは急にやる気を出して、僕に顔を近づけた。その瞳は燃えているようだ。

「お任せ下さい！　エロス教に伝わる薬で、すぐにでも元気にして差し上げますよ！」

「えっと……じゃあ、お願いしようかな」

　勢いに押されて頷いてしまう。まあ、男女の営みを推奨するエロス教の薬なら、効果は保証されているのかもしれない。

　この世界の男性はあまり性機能が高くないというし、そのあたりの研究は進んでいるのだろう。

「すぐ準備をしますから、トモアキさんはお部屋で待っていてくださいね」

　あっという間に駆けていく彼女の背中を見送って、僕は部屋に戻った。




　ほどなくして、マリエッタが僕の部屋を訪れる。迎え入れると、彼女は手にしたトレイをテーブルに置いた。

「前回よりも苦いお茶ですが、その分、効果はてきめんですよ」

　差し出されたカップには、濃い茶色の液体がなみなみと注がれていた。香りはお茶というよりも、漢方薬みたいな感じだ。恐る恐る口をつけると、薬っぽい苦さが口の中に広がる。

　決しておいしくはないかわりに、効きそうな気はした。飲みやすいようにぬるめになっていたので、僕は思い切って一気に中身を飲み干した。

「う……」

「どうですか？」

「ありがとう、とっても効きそうだよ」

　僕はなんとかそう言って、そのままベッドに横になった。

「しばらく、様子を見ていますね」

　彼女はゆるやかな動きで、ベッドサイドの椅子に腰をおろす。

　そんな彼女に見守られながら、しばらく横になっていた。

　薬の効果が出始めたのか、僕の身体が熱くなり始める。少し頭がぼーっとするのも、薬の副作用だろう。熱はお腹から下半身にかけて広がっていき、活発に動いている感じがしてくる。

　この調子なら、明日には普通に動けそうだ。そう安心したのもつかの間、熱はどんどんと高まり、股間に集まってくる。気づくと、ズボンの中に収めておくのが痛いほど勃起していた。

　僕の下半身は完全復活したみたいだ。それで終わってくれればよかったんだけど。

「マ、マリエッタ……」

「トモアキさん、どうしました？」

　彼女が首を傾げて、無防備に僕を覗き込んでくる。その唇にすぐにでも吸い付きたかった。

　女の子の甘い匂いが、クラクラした僕の思考に流れ込んでくる。

　なんとか自制を聞かせて、僕は声を絞り出した。

「薬、効きすぎたみたいなんだけど」

「え？　あわっ！」

　マリエッタの視線が僕の股間へと移り、びっくりとした声を上げた。シーツの上からでもわかる股間の隆起に、彼女の目が釘付けになる。肉棒の猛りは増していき、僕の息は荒くなっていく。

「興奮を高める薬はあっても、鎮める薬はないんですよ……お辛いなら、わたしが慰めますね？」

　マリエッタの声が響く。彼女の手が僕の服を脱がすと、解き放たれた肉棒が勢い良く天を指した。

「ふぁ……トモアキさんのおちんぽ、とっても熱くなってます」

　彼女の手がそっと触れると、ペニスがびくんと跳ねる。驚いた彼女の顔と、やわらかな手の刺激に、僕は耐え切れなくなった。

「マリエッタ、ごめん」

「ひゃうっ」

　彼女をベッドに引きずり込んで、僕が上になる。急に押し倒された彼女は、顔を赤くして僕を見上げていた。その表情が、僕をさらに興奮させる。

「トモアキさん」

　彼女が唇を突き出した。僕は荒々しく口づけをし、舌を口内にすべらせる。僕の舌が、マリエッタを侵略していく。

「んちゅ、れろ、ふぅ……んっ」

　いつもよりも長く、深く、彼女にキスを続ける。膨れ上がる欲望をぶつけるように、彼女の舌を絡めとり、なめ上げる。欲求は際限なく膨らみ、僕を突き動かしていく。

「ふぅわぁ！　ふぉ、あふっ、れろ、ん……」

　唇をふさがれて驚くマリエッタに、口移しで酸素を送り込んだ。

　戸惑いすら快感に変えていくように、無防備な彼女を貪った。

　唇を離すと、もどかしさを感じながら、彼女の服を荒々しく脱がせていく。元々脱ぎやすいように出来ているマリエッタの服をつるんと剥いて、彼女の卵のような肌が露出する。抵抗せずに受け入れる彼女の姿を、僕は荒い息のまま見下ろした。

「今日のトモアキさんは、とても積極的ですね」

　乱暴すぎるかも、という申し訳なさは、頬を染めるマリエッタを見て吹き飛んだ。

　理性が溶けていき、獣のような欲望が僕を支配していく。

　彼女の胸に顔を埋め、柔らかなおっぱいを手と顔で楽しむ。多方向からの刺激で形を変える胸は、様々な気持ちよさを飽きることなく与えてくれる。

「あんっ、おっぱい、好きなんですか？　そろそろこっちも」

　彼女の両足が僕に絡みつき、僕の腰に女性器を擦りつけてくる。そこは既にしとどに濡れて、さらなる快感を待ちわびているようだった。

「マリエッタ、こんなに濡らしてたんだ」

「トモアキさんのおちんぽを見たときから、ずっとです」

　彼女のエッチな言葉遣いに、僕の肉棒が反応する。そんなに待ち遠しいなら、今すぐにでも挿れよう！

「こんなにトロトロなら、もう準備は出来ているよね？」

　彼女が小さく頷いて、両足を解く。足を大きく広げ、露あらわになった彼女の膣口に、僕は肉棒をあてがう。肉棒が心臓になってしまったかのように、ドクドクと脈打っている。

「あっ、とっても、熱いです」

　彼女の中から吹き出た蜜が、僕のペニスをどんどんと濡らしていく。

　肉棒の猛りそのままに、僕は彼女を荒々しく貫いた。

「ひぃあぅっ！　トモアキさんの元気なおちんぽが、わたしのおまんこに入ってきましたっ！」

　狭い彼女の膣内で、暴走気味な僕の肉棒はすぐにでも爆発してしまいそうだった。

　挿入直後のマリエッタを確認すると、彼女は嬉しそうな顔をして僕のほうを見上げた。膣壁はきゅうきゅうと中の肉棒を求めてくる。

　彼女が大丈夫なのを確かめて、僕は激しく腰を動かす！

「んはぁっ！　ふぁ、ひぃっ！　中でっ、激しくっ！」

　肉同士がパンパンとぶつかり合う音に、マリエッタの嬌声が混じる。

　乱暴な抽送のたびに腰が突き上げられて、仰向けおっぱいが激しく揺れる。

「あぅっ、奥まで、あんっ、あっ！」

　狭い膣内を奥まで突き上げたペニスが、彼女の最奥をコツコツと叩く。その直後に一気に引きぬかれて、カリが膣壁を削り取るように擦り上げる。

「ひぃあぁぁぁぁ！　らめですっ、わたし、先に、イク、イッちゃうぅぅぅっ！」

　マリエッタの身体が激しく跳ねる。そして吹き出した愛液が、刺さったままの肉棒とシーツを濡らしていく。

　彼女の中は激しく収縮し、ペニスを更に深くまで飲み込もうとしていた。

　マリエッタの顔は快楽にとろけて、よだれが口からこぼれている。

　普段は清楚に見える彼女の淫乱なイキ顔に、僕の欲望はさらに膨れ上がった。

「あひぃっ！　今は、トモアキさんっ！　まだ、イったばか、ひゃうぅっ！」

　止められるはずもなく、僕は腰を突き上げた。彼女の膣壁が絡みつく。強い刺激に、射精欲と肉棒が膨れ上がってくる。

「そろそろ、僕も出そうだっ」

「あっ、トモアキさんのおちんぽがっ。いいです、そのまま、わたしのなかにいっぱい精液くださいっ！」

　ズチュ、ズチュと激しい水音をさせながら、肉棒が膣内を侵略していく。押し広げ、擦り上げて快感を高めた。ぼーっとする頭は、目の前のマリエッタと、送り込まれる快楽だけを感じていた。

「出る、イク、よ、マリエッタ！」

「はいっ、全部、わたしの中に下さい」

　最後に目一杯腰を引いて、彼女の膣内に突き入れる。そのとき、後ろから彼女の両足が僕の腰をがっちりとホールドした。

　最奥にたどり着いた肉棒が、弾けるように射精する。

　彼女の中を真っ白に染めるような激しい射精。偉大なエロス教の力だ。

　精液を出しきるまで、マリエッタの足は僕に絡みついたままだった。

　奥で思う存分放出し、僕は彼女から肉棒を引き抜く。

「あふっ……」

　マリエッタは幸せそうな表情で僕を見上げた。

「トモアキさんが、元気になって何よりです」

「ありがとう。マリエッタのおかげだよ」

　僕は左手で身体を支えたまま、右手で彼女の頬をなでた。

　激しすぎる薬の作用も落ち着いて、穏やかに力が満ちているのを感じる。

　マリエッタの隣に身体を下ろして、僕は緩やかな眠りに落ちていった。
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　ここのところ、作戦の準備やお茶会などで少し慌ただしかったけれど、もちろん毎日バタバタしていたわけじゃない。

　昼間は仕事があるけれど、夜になれば穏やかな時間もある。いつもどおりに日々は流れていくのだ。

　そんな毎日のなかで、作戦が近づいてくるにつれて、やっぱり少しは空気も変わってくるのだろう。

　特に、責任の大きいイレーネさんはこのところ頑張りすぎているみたいだ。

　僕は、そんな彼女の部屋を訪れた。

「トモくん？」

　イレーネさんは僕を迎え入れるとベッドに座らせて、自身もその隣に腰掛けた。

　触れ合わなくても、隣りにいる彼女のかすかな体温を感じる。

「最近、頑張りすぎてないかなって思って」

　隣に座るイレーネさんの手に、自分の掌を重ねた。

「トモくんは優しいのね」

「イレーネさんが心配だから」

　僕が本心を口にすると、彼女は表情を和らげた。けれど、すぐにまた引き締めて言った。

「ありがとう。だけど、ここが正念場だから。なんとしても成功して、この街を認めてもらうの」

「僕も、同じ気持です」

　彼女に力強く頷いて、同意する。

「だから、頑張らないと」

「でも……」

　気合を入れすぎる彼女の手を、優しく握りながら、僕は言葉を選んでいく。

「一生懸命は大切なことです。だけど、頑張りすぎたら壊れちゃいますよ。肩肘張りすぎるよりも、すこしリラックスしたほうが、上手くいくかもしれません」

「そうね」

　イレーネさんは頷いてくれたけれど、そう簡単に切り替えられるものでもないのだろう。

　握り返してくる彼女の手からは、緊張が伝わってくる。女王との謁見、交渉は一発勝負だ。そこで上手くいかなければ、次はない。緊張するなってほうが無理だ。実際、僕だって怖い。

　だけど、構えすぎてしまうよりも、ありのままで訴えかけたほうが、心には響くと思うんだ。

　だから僕は、彼女の手を強く握りしめる。

「大丈夫ですよ、イレーネさんなら」

「トモくん……」

「この街を一から作ったイレーネさんなら、きっと大丈夫です。もっと自信を持って下さい」

　そう言って、まっすぐに彼女を見つめる。僕の真剣さと信頼が、ちゃんと彼女に伝わるように。

　イレーネさんは僕の瞳をまっすぐに受け止めて、頷いてくれた。

「そうね、トモくんがそう言ってくれるなら」

　頷いて、イレーネさんはちゅっと軽くキスをした。

　彼女は能力が高いのに、自己評価が低い。それはきっと、彼女の過去に理由があるのだろう。

　今だって、自分を信じたというよりも、僕の言葉に頷いたような感じだ。

　もっと、彼女に自信を持ってもらいたい。だけど性格はそう簡単に変えられないだろう。

　だから今は、僕がいるってことを、もっとイレーネさんに感じてもらうことにしよう。

　彼女の細い首筋にキスをして、僕らはベッドの中央に移動する。

「今日はバックにしましょう」

　頷いて、イレーネさんは服を脱ぎ始めた。薄明かりの下で、彼女の裸体がさらされていく。

　衣擦れの音がして、服が床へと落ちる。薄暗い部屋の中に、しなやかなイレーネさんの裸が浮かび上がる。

　僕は彼女を抱きしめた。慣れ親しんだ彼女の香りを吸い込むと、とても落ち着く。

　その半面、細い身体に大きな胸、魅力的な身体と温かさは僕を興奮させていく。

「トモくんのおちんぽ、もう大きくなってるわね」

　彼女の手が僕の股間へ伸びて、亀頭部分を包み込んだ。

「イレーネさんだって、もうこんなに濡れてるじゃないですか」

　僕も彼女の股間へ手を伸ばし、割れ目を撫で上げた。指先が愛液で濡れて、持ち上げるといやらしく光っていた。

「じゃあ、お互い様ね？」

　今日はバックで、と言ったとおりに、彼女はこちらに背を向けて、お尻をつきだした。

　僕は後ろからその姿を眺める。彼女のなだらかな、背中から腰へのライン。そして突き出された丸いお尻。その真ん中では彼女の秘部が、待ちわびて蜜を垂らしている。

　まるで綺麗な花が、蜂を待つように。男の針を誘いこむように、みだらに小さく口を開く。

「それじゃあ、いきますよ」

　僕は彼女のお尻を掴む。すべすべとした肌の感触を楽しんで、次に秘裂を押し開いた。待ちわびていたかのように愛液をこぼれさせたそこに、ガチガチになった肉棒をあてがう。

　そしてそのまま、ゆっくりと腰を沈めていく。

　彼女の膣内はぴったりと僕のペニスに吸い付いた。

　隙間なく包み込み、けれど無理矢理押し開いているようなキツさもない。

　快楽を授受するのに最適な、あるべき姿に戻ったかのようないったい感がある。

「ぅんっ、トモくんのおちんぽ、奥まで入ってきた」

　ぴっちりと彼女の膣中を埋めて、僕の肉棒が震える。

「あっ、ねえトモくん、動いて？」

「はい。それじゃあ、動きますよ」

　膣内の気持ちよさに浸っていると、彼女を待たせてしまったみたいだ。

　その分を取り戻すべく、腰を動かし始める。

　上下にも動かして、変化をつけていく。肉棒が中で角度を変えて、彼女の膣壁を押し上げる。

「ぃひいっ！　トモくんのおちんぽが、私の中をゴリゴリって」

　この辺りがいいみたいだ。僕はそこを集中的に責め上げていく。僕の存在を、もっと感じてもらうために。
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「はぁっ、ん！　ふ、ひぃ！　トモくん、そんなにされたら、ひゅぁっ、すぐに、イグ、あおぉぉぉぉっ！」

　遠吠えのような声を上げながら、イレーネさんの背中が仰け反る。まずは一度イったみたいだ。

　絶頂を迎えたことで膣内が収縮し、僕に快楽を送り込んでくる。だけど今日は、まだまだ終わりにするつもりなんてない。

　腰にぐっと力を入れて耐えると、彼女の背に覆いかぶさるようにして胸に手を伸ばす。

「ぉほぉ！　トモくん!?」

　彼女の柔らかな胸を、下から支えるように揉み上げる。すでにピンと立った乳首を指先でころころと弄ぶと、反応して膣内がきゅっきゅっと締まった。

「ひぐぅっ、あっ、ん、あふっ！」

　すぐ側で乱れるイレーネさんを見ていると、僕の射精感も高まってくる。

　少し腰に負担がかかるけれど、僕は彼女の背中にぴったりと身体をくっつけた。

　彼女を包み込むように、後ろからしっかりと抱きしめる。イレーネさんを守って、支えるように。

　僕の前面が、イレーネさんの背中の心地よさと体温を感じる。支えるつもりで抱きしめても、僕が受け止めてもらっているようだ。

「トモくん」

　すぐ近くで彼女が囁いた。僕は彼女の耳元に顔を寄せて、低く呟く。

「僕が、ついてますから」

「トモくんっ！　そんなふうに言われたら、嬉しすぎてイッちゃうわ」

「いいですよ。イレーネさんのイク姿も、ちゃんと見てますから」

　包み込む姿勢をとったせいで、僕の腰使いは緩くなる。その隙間を埋めるように、イレーネさんが腰を振って突き上げた。

　あえてテンポをずらしたことで不規則になった快楽が、僕らを昂ぶらせていく。

「あはぁっ！　イクイクイク、トモくんに包まれながらイクゥ！」

　僕のすぐ下でイレーネさんが震えた。彼女の細い身体が跳ねて、僕を押し上げる。

「まだ、終わりじゃないですよ」

　密着した状態で、僕は頑張って腰を突き出した。まだ余韻に震えている彼女の膣内を、僕の肉棒が突き上げていく。

「おほぉ！　トモくんのガチガチおちんぽ、元気すぎぃ、おぉぅ！」

　低く喘いで乱れるイレーネさんに、僕はさらに興奮していく。イキすぎて力が入らないのか、いつの間にか姿勢はずいぶん低くなっていたけれど、気にせずに腰を動かしていく。

「ぐ、イレーネさん、一緒に……」

「わかったわ、トモくん、めいっぱい感じてね」

　彼女のほうも腰を動かす。今度はリズムを合わせて、一緒に。

　まるでひとつの生き物みたいに、僕らはシンクロして腰を振った。

　けれど接合部からもたらされる快楽は、ひとつの生き物では決して得られないものだ。

「ふおぅ！　あっあっ、ぐっ、おぉおうっ！」

　うなり声のようなイレーネさんの喘ぎが、快感の大きさを伝えてくれる。

　彼女の膣内全体が僕を受け入れて、気持ちよさに導いていってくれる。

　僕の肉棒も彼女に応えるように、その中を擦り上げて突き上げていく。

「イグ、私、おほぉっ！」

「僕も、もう、イきますよ、イレーネさん！」

「おぉっ！　イグ、んんっ、イッグゥゥゥゥゥ！」

　ふたり同時に果てた。

　イレーネさんはこれまで以上に腰を震わせて、僕は壊れるほどの勢いで射精した。

　力が抜けて倒れ込みそうになるイレーネさんを支えながら、僕は横に転がる。

　横向きで、僕は彼女の背中を抱きしめていた。射精直後の肉棒を彼女の中で締めあげられながら、きゅっと抱きしめる。

　激しい行為で吹き出した汗と体液の匂いが、フェロモンとなって僕を誘惑する。

「あっ……ふぅ」

　激しい絶頂に力の抜けたイレーネさんが、悩ましい吐息を漏らした。

　本人にその気はないのだろうけれど、もっと襲いたくなるほど魅力的だ。

　とはいえ、僕のほうも体力を使い果たしている。

　彼女の中から肉棒を抜こうと腰を引くと、別れを惜しんだのか、膣内がきゅっと締まった。

　決して激しいものではなかったけれど、僕は愛しさがこみ上げて、彼女に包まれたまま眠りに落ちていった。
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　日頃、僕はイレーネさんに「無理しないように」と釘をさされている。

　僕自身の黒髪という容姿がこちらでは珍しいから、というのもあるし、彼女が大切に思ってくれている、というのもわかる。

　実際、付き人としてエディスさんを、さらに護衛としてクラリスを付けてくれているし。

　とはいえ、僕だって男だ。自ら戦う、なんてところまではいかなくても、自分の身を最低限守れるくらいにはなっておきたい。

　例えば誰かに襲われたときに、彼女たちが敵を倒すのを待つ間くらいは、自分ひとりで身を守れるくらいには。って、それでも十分情けないけど。

　エディスさんは、イレーネさんの意図までくんでいるので、僕に戦い方を教えてはくれないだろう。

　そこで機を見計らって、クラリスに相談してみることにした。

「ねえ、クラリス。僕も最低限の護身術くらい使えるようになりたいんだけど、教えてくれるかな？」

「ん？　構わないぞ！　トモちゃんも強くなりたいのか！」

「う、うん。まあ、最低限くらいには」

「トモちゃんも、あたしと最強を目指したいのか！」

「そこまでじゃないよ！」

　慌てて否定する。ここでうっかり頷いたりしたら、彼女は喜々として過酷な練習メニューを組んでくれることだろう。

「ほら、僕が弱すぎたら、敵が来たときにクラリスも離れられないだろう？　その間を、なんとか出来るくらいでいいんだけど……」

「なるほど。確かに動けずに守るだけじゃ、ジリ貧になるのか。わかったぞ！」

「ああ、よかっ──」

「やられる前にやれってことだな！　トモちゃん、意外とイノシシなんだな！」

「違うよ！」

　出会ったときからだけど、クラリスは素直なわりに、あまり話を聞いてくれないよね。

　なんとか説明をしなおして、僕は無事にクラリスから護身術を習えることになった。

　一応、秘密の特訓なので、屋敷からは離れた森の中で僕らは向かい合う。

　今回は、ちゃんと護衛のクラリスと一緒だし、怒られることもないだろう。

　こっそり武術を習っていることについて……は、ともかく。

「んー。とはいえ実際のところ……むむむっ」

　クラリスは両手を頭に当てて考えこむ。

「護身術といってもいろいろで、極端な話、倒されないよう十手も二十手も防ぐより、一撃で倒しちゃったほうが安全ってパターンも多いからなー。というか、あたしはそっちだな」

　クラリスは僕に近づいて、僕の腕を持ち上げた。そしてぐっぐっと僕の腕を指圧のように押していく。

「うんうん。ちょっと筋肉を確かめるぞ」

　胸筋や腹筋にも彼女の手が触れて、そのまま足のほうへ流れていく。全身を触り終えたクラリスは頷いて、言った。

「うん。トモちゃんはマッチョじゃないけど、必要な筋肉はちゃんとあるみたいだぞ。だったら受け流し一辺倒よりも……」

　彼女は僕の横側に回りこんだ。

「トモちゃん、ちょっと正面を殴ってみてくれ。難しいことは考えなくていいから、普通に全力で」

「わかったよ」

　僕は頷いて、拳を放つ。

　特になんの格闘技経験もない、素人のパンチだ。

「ん。じゃあトモちゃん、次はあたしを見ててくれ」

　クラリスはそう言うと、軽い感じで拳を放った。彼女のパンチが風を切る音がする。僕とは明らかに、速さも重さも違う拳だ。

「まずは腰だな。トモちゃんはほとんど肩だけで殴ってる。まずは腰のひねりを意識するといいぞ。こんなふうに」

　と、彼女は僕の後ろに回りこんで、腕と腰を掴んで動かしレクチャーする。腰を入れるタイミングや、肘を伸ばすタイミング。

　何度か拳を打ちながら、彼女の手でフォームを矯正されていく。

「基本ができるようになれば、多少姿勢が崩れても応用が効くようになる。そのためにはまず、基本を身体に覚え込ませるといいんだぞ」

　彼女の指示に従って、何度も拳を放っていく。右拳の姿勢が矯正されると、次は左。そしてキックも左右矯正される。

　筋肉量は変わっていないはずないのに、それだけで僕の拳や蹴りは、速さも重さも増した。当然、クラリスとは比べ物にならないけど。

「うんうん、トモちゃん、やっぱり筋が良いぞ。あたしと一緒に最強目指さない？」

「そ、それはちょっと……」

　評価してくれるのは嬉しいけれど、僕の目標はそこじゃない。それに、今はハードルが低いから優しく教えてくれているクラリスだが、最強を目指すためにはどんな課題を出してくるかわかったものじゃない。

　屋根から屋根へ飛び移るのを「適度な運動」と呼ぶ彼女についていくのは不可能だ。

「残念だぞ……。今の四つは基礎中の基礎だけど、とりあえず最低限、それでどの手足でも反撃は出来るはずだぞ」

「うん、ありがとう」

「相手との距離とか、どっち側にいるのかとか、攻撃方法もいろいろあるんだけど。とりあえず先にかわし方を教えるぞ」

　クラリスはそう言って、再び僕の身体に触れる。

「人体には関節があって、基本的に動く方向は決まってるんだ。だから……」

「ま、曲がらないよそっちには」

「うん。で、曲がらない方向に力を込めると──そんな怯えなくても、トモちゃん相手に無茶はしないぞ」

　彼女が僕に酷いことをしない、というのはもちろんわかっている。ただ、その感覚が同じかどうかはちょっと疑問だった。ライオンにとっては甘噛でも、人間が無傷とは限らないのだ。

「ともかく、関節の向きや可動域を知っていれば、相手の動きもある程度読めるし、反撃にも移りやすい。あとは投げたり、いなしたりもしやすいんだぞ」

　彼女が僕の身体を掴む。

「軽く、投げてもいい？」

「う、うん」

　恐る恐る頷くと、僕の身体からふっと重力が消え、一瞬後には空を見上げていた。生い茂る樹の隙間から、青い空が見える。

「あれ？」

「関節を把握すれば、トモちゃんにも出来るはずだぞ」

　次は言われたとおりに彼女を掴み、指示された方向に力を込める。クラリスが言うほど簡単ではなかったが、なんとか投げられた。確かに力の流れが僕に有利なのを感じた。

　地面に寝そべったクラリスが起き上がる。

「ごめん、服、汚れちゃったね」

「ん？　練習で汚れるのなんて普通のことだぞ！　さ、トモちゃん、関節の位置をちゃんと覚えるんだ」

　クラリスに促されて、僕は彼女の身体を触っていく。

　どの部分にどのような関節があって、それはどの方向にどこまで動くのか。

　彼女の腕を掴む。しなやかな筋肉に包まれた、細くも力強い腕。あれだけの威力を放つにふさわしい力がありながら、肌はしっかりとなめらかな女の子の腕。

「ん。その方向には曲がらないぞ」

　関節にも曲げ方というものがあるようで、通る道筋を変えると最終的な可動域も変わってくることがある。

　普段は意識さえしていなかった人体の動きを、クラリスの身体で学んでいく。

　彼女の太ももを持ち上げる。僕の動かしたい方向に逆らわずに、クラリス自身が動いてくれた。

　膝、足首をピンと伸ばす。そのまま足を持ち上げる。クラリスの身体は柔らかいので、例えば僕ならこの高さまでは上がらないだろう。

「んっ。その辺までだな、あたしの場合」

　縦に大きく広げられたクラリスの足を戻す。次は横方向に広げていく。彼女を座らせて、大おお股また開きの要領でその両足を広げていった。

　こちらも百八十度ほどまで開いたが、注意深く観察すれば、決して本当に百八十度ではないのがわかる。どれだけ周囲の筋肉を柔らかく保っても、関節自体の物理的な限界があるのだ。

「んんっ、トモちゃん？」

　股関節を凝視していた僕に、クラリスの声がかけられる。僕は頷いて、次に膝の関節がどこまで動くのかを、彼女の身体で確認していく。




　関節を学んだあとは、それを踏まえて彼女からまた技を学んだ。何度も投げ飛ばされたり、かわす拍子にそのまま押し倒されたり。力の向きがわかるようになると、やがてどの方向に押せば相手が倒れやすいのかが、自分でもわかるようになってくる。

　もちろん、実際に彼女を倒すにはいたらず、まだまだだけど。それも自分の力を過信しないためにはいいことだったと思う。

　クラリスがしきりに僕をほめてくれるので、上手いこと乗せられながら僕は練習に没頭した。

　気づくと日は暮れ始めて、日ごろとは比べ物にならない運動量に、僕の身体が悲鳴をあげていた。

「今日はこのくらいにするか。トモちゃん、大丈夫か？」

「なんとか、ね」

　僕は地面に倒れ込んだまま、なんとか声を絞り出す。

　僕も彼女もすっかり泥だらけの汗まみれだ。

「トモちゃん、自力で立てるか？」

「うん」

　意地を張って、立ち上がる。膝がガクガクしているのが自分でわかった。だけど、歩けないほどじゃない。

　今日一日の訓練は、身体の使い方そのものにくわえて、僕の心も少しだけ強くしてくれたみたいだ。

　もちろん、ちゃんと鍛錬を重ねたわけじゃないから、油断は禁物だけど。

　僕のペースに合わせてくれるクラリスと並んで、屋敷への帰路についた。
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　クラリスとふたり、泥だらけになって屋敷に戻ると、アネットさんに驚かれた。その格好のまま屋敷内をうろうろするわけにもいかず、僕らはすぐにお風呂に連れて行かれたのだった。

「なんだか、子供みたいだわ」

　全身泥だらけのまま、屋敷を汚さないよう小さくなって動く僕らを見て、アネットさんが笑った。

　確かに、こうやって泥まみれで家に帰るだなんて、元の世界での小学生の頃以来かもしれない。

　泥だらけの僕らと一緒に、アネットさんが脱衣所までついてくる。周囲に泥を撒き散らさないように、彼女が服をまとめてくれた。

　僕らの面倒を見たことで汚れてしまったアネットさんを含め、三人でお風呂に入る。

　お風呂なんだから、アネットさんもクラリスも、そして僕も当然全裸だ。

　アネットさんはずっと屋敷で過ごしてきたこともあって、全体的に柔らかで女性らしい身体つきだ。包み込むような暖かさと、年上らしい妖艶な色気を同居させている。こうして湯気に包まれると、後者が強調されるようだ。クラリスは格闘少女らしい、引き締まった身体をしている。しなやかな筋肉をまとった全身と豊かに揺れる胸。とくに太ももはハリがあり、彼女を印象づけている。

　そんな魅力的なふたりの裸が、すぐそばにある。

　最初からそういう目的でお風呂に入るときよりも、落ち着かない感じがした。

　僕はふたりをじろじろと見過ぎないように、手早く湯を浴びて泥を落とす。けれど身体を洗いながら、つい気になってちらちらとふたりのほうへ目を向けてしまう。

「ほら、ちゃんと泥を落とさないと」

「あう、助かるぞ！」

　向こうではアネットさんが、泥だらけのクラリスを洗ってあげていた。微笑ましい光景に和ながみながら、僕は自分の身体を洗っていく。ふたりは何か楽しそうに話しているようだ。何度かこちらを見たようだけれど、そのまま身体を洗っている。

「ん、トモちゃんがひとりで寂しそうだぞ」

「あら、本当だわ。ごめんなさいね。トモアキくんもすぐに洗ってあげるわ」

　ふたりは急に僕へ声をかけながら、こちらに向けて歩いてくる。その申し出を、慌てて手を振りながら否定した。

「いや、僕は大丈夫ですよ」

「仲間はずれはよくないぞ！」

「そうね。どうせなら、ふたりで一緒にトモアキくんを洗ってあげましょうか」

　まるで打ち合わせがあったかのように素早く、ふたりが僕の両側について、それぞれ身体を洗い始める。スポンジなどではなく、ふたりの手が僕の身体を撫でるように洗っていく。

「やっぱりトモちゃんは、けっこういい身体してるな」

「本当ね。男の人、って感じだわ」

　ふたりの手がやたらと僕の胸やお腹を撫で回す。クラリスのしっかりとしながらも女性らしさのある掌と、アネットさんの細く折れそうな手。タイプの違う、しかしどちらも魅力的な手が、僕の身体を這いまわる。そうすると身体を当てる形になって、ふたりの豊かな胸が、左右から僕に押し付けられる。ちゃんと違いのあるその柔らかさで、僕から冷静な思考を奪っていく。

　お風呂場に満ちる石鹸の匂いと、両側で形を変える柔らかなおっぱいの感触。ぐいぐいと胸を押し当てられながら耳元で声を出されると、もう耐え切れず、僕の股間は反応していた。

「お！　トモちゃん、勃起してるぞ！」

「うわっ」

　クラリスに指摘され、恥ずかしさのあまり隠そうとしたけれど、両側にふたりがいて腕は動かせなかった。すかさず、アネットさんが僕の耳元に顔を寄せる。大きな胸が、より強く僕の腕に押し付けられた。むにゅむにゅと潰れる胸を強く意識してしまう。

「トモアキくんは、胸やお腹をなでられるのが好きなの？　それとも……おっぱいを押し付けられて、こんなにしちゃったの？」

　アネットさんの囁き声が、僕の鼓膜と脳をくすぐる。クラクラとしているうちに、彼女の手が僕の亀頭部分を優しくなでて、快感に声を上げてしまった。

「もう我慢、出来ないでしょう？　私たちが、気持よくしてあげるわ」

　この街に来たことで、アネットさんのまとっていた影は大分薄まったみたいだ。それ自体はとても良いことだと思うけれど、その分、性に対して貪欲な部分だけが大きくなっているみたい。

「準備出来たぞ！」

　僕が籠絡されている間に連携をとったのか、お風呂場のタイルにはもうマットが敷かれていた。

　促されるまま、そこに寝そべる。肉棒だけをびんびんに立てて寝そべる僕を、アネットさんとクラリスが見下ろしていた。

「それじゃあ、まずはおっぱいで気持よくしちゃいましょうか」

「ああ、わかったぞ！」

　元気よく答えたクラリスが、開かれた僕の足の間に寝そべった。

「これで、トモちゃんのおちんちんを挟めばいいんだな」

　彼女の大きな胸が、僕のペニスを包み込んだ。胸の谷間から、凶暴なはずの肉棒がちょこんと顔を出している。

「うわ、おっぱいがやけどしそうなほど熱いぞ」

　ズッ、ズッ、と上下に揺らすと、柔らかな感触に包まれた肉棒に、甘くもどかしい刺激が走る。

「いい調子だわ、クラリスさん」

　成長を見守るかのように、楽しそうなアネットさんの声。声のほうへ顔を向けると、アネットさんがその視線に気づいた。

「あら？　トモアキくん、私の事も気にかけてくれるの？　それじゃあ、甘えちゃおうかしら」

「ええ、僕でよければっ、ぐっ、いくらでも甘えて下さい」

　声をかけている最中も、クラリスのパイズリは止まらない。少し角度や力の入れ方を変えながら、彼女は熱心に胸を動かしている。おっぱいは外から触るのも気持ちいいが、こうして包まれているのも、とてもいい。

「トモアキくんは、おっぱいが好きなのよね？」

　微笑んだアネットさんが、僕の顔に向けて胸を下ろしてきた。彼女の、クラリスよりもさらに大きなおっぱいに、僕の顔が包まれる。

「うぷっ」

「大丈夫？　苦しかったら言ってね？」

　そうつぶやきながら、僕の顔の上でたぷたぷと胸を揺らす。身体を洗った直後ということもあって、彼女の胸からするのは石鹸の匂いだ。その匂いと柔らかさに僕は包まれていた。

「わっ、トモちゃんのおちんちん、おっぱいに埋まったままもっと大きくなったぞ！」

「喜んでもらえたようで何よりだわ」

　弾むようなアネットさんの声とシンクロするように、ぱふばふと顔の上でおっぱいも弾む。

　アネットさんがぎゅっと胸を寄せると、その谷間に鼻がつままれて引っ張りあげられる。何をされているのかよくわからない、不思議な気持ちよさに包まれる。

「あたしも、もっとトモちゃんを気持よくさせちゃうぞ！」

　ぐぐっとかなりきつく、クラリスの胸が押し潰される。彼女自身の腕で、両側から押さえているのだろう。ハリのあるおっぱいが圧迫され、中の肉棒を押し出そうとする。強めの刺激が肉棒に走った。

「アネットちゃん、そろそろこっち」

「わかったわ」

「ぷはっ」

　アネットさんの胸から開放されて、僕は大きく息を吸った。助かったような、ちょっと名残惜しいような。彼女がクラリスの側へ回ると、肉棒のほうの刺激も急に小さくなった。目を向けると、押し付けから開放されたクラリスのおっぱいが揺れている。

「最後はダブルおっぱいで、トモアキくんのおちんちんを気持よくしてあげる」

「ひゃうっ、アネットちゃん、いきなりはっ」

　手を石鹸だらけにしたアネットさんに胸を刺激され、クラリスが声を上げる。自らの胸にも石鹸を塗ったアネットさんが僕に妖艶な笑みを向けた。

　アネットさんとクラリス。ふたりのおっぱいがむぎゅむぎゅと押し合うようにして僕の肉棒を飲み込んだ。豊かな四つの丘に抱かれて、僕の肉棒が嬉しさに跳ねる。

「わ！　ビクってしたぞ」

「嬉しそうね。さ、いくわよ」

　滑りのよくなったおっぱいが僕の肉棒を擦り上げる。ふたりのペースはまちまちで、刺激は休まることなく送り続けられる。

「あんっ、トモアキくんのおちんちんに、私の乳首が擦れてるっ！」

　くりっと硬くなったアネットさんの乳首が、カリの部分に引っかかった。僕のほうも、快感に声を上げそうになる。その隙に、クラリスがペニスを深く飲み込もうとして動く。

「ひぃぅっ！　これ、気持ちいいな」

「だめっ、クラリスさん、それは、ぅん！」

　クラリスの乳首とアネットさんの乳首がぶつかって、互いに刺激しあう。美女ふたりの豊かな乳房が淫らに乱れる。ふたりの表情もとろけ始めて、僕の股間を熱く見つめる。

　おっぱい同士が求め合っているようにも、肉棒を奪い合っているようにも見える。

　どちらにしてもとてもエロい光景だった。

「ほら、トモアキくん。石鹸じゃないヌルヌルが、すっごい溢れ出してきたよ」

「我慢汁ってやつだな！　トモちゃん、イキそうなのか？」

　僕の肉棒からはだらだらと粘度の高い我慢汁が溢れ出してくる。

「あっ！　亀頭のところもぷくって膨らんできたぞ。イクんだな？　トモちゃん、もうイクんだな？」

　クラリスが楽しそうに僕を見上げてくる。腰に力を入れながら頷くと、彼女はさらに激しく胸をゆすり始めた。

「いいわ！　おもいっきりぶち撒けて、トモアキくん！　私たちの胸を、トモアキくんのザーメンでいっぱいにして！」

　僕の肉棒を見つめながら、一生懸命に胸を使うふたり。

「あっ、出る、イクッ！」

　噴水のように勢いよく射精した。濃い精液が顔や胸に降り注ぐ。ゼリーのような精液がおっぱいの上を跳ねて、胸の谷間に吸い込まれる。

「すごいでたな、トモちゃん。びゅーってなったぞ！」

　顔と胸に精液をたくさん浴びて、クラリスが楽しそうに叫んだ。

　アネットさんは自らの顔にとんだ精液を舐めとって、微笑んだ。

「いっぱい気持ちよくなってくれて、嬉しいわ」

　ふたりがすっかり発情した顔で僕を見つめるので、そんな彼女たちに対して深く頷いてみせる。

　さあ、今度は僕の番だ。
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　今度はふたりをマットの上に寝かせる。

　彼女たちは仰向けで、僕のほうを見上げていた。

　先程まで僕を包んでいたおっぱいは、この姿勢でも存分に存在を主張していた。

「ね、トモアキくん。私のここ、もうこんなになってるの」

　アネットさんが自ら足を広げて、秘部をさらけ出した。

　彼女の細い指が秘裂を開くと、愛液が溢れだす。

「あたしのおまんこも、もうトロトロになってるぞ」

　クラリスも同じように、大きく足を開いた。鍛えられた身体の真ん中で、そこだけが花のように小さく口を開いている。

　ふたりの女性が、僕に向けて膣口を見せつけている。そんな光景に、先ほどすっかり搾り取られたはずの肉棒は、すぐに力強さを取り戻した。

「トモアキくんのおちんちんを胸に挾んで、間近で見ていたら……私、もう我慢できなくて」

　アネットさんは無意識なのか、少しこちらへと腰を突き出すような動きを見せた。求めてくる動きがとてもエロくて、彼女の気持ちが伝わってくる。

「ねえ、トモアキくんのおちんちん、早く私のおまんこにいれてぇ」

「わかりました。それじゃあ、すぐにでも挿れてあげます」

　直接的な言葉で誘ってくるアネットさんに、僕もまっすぐに答えようと思った。

　彼女のもとへ行き、亀頭を膣口へとあてがう。

　ゆっくりと先っぽを入れたとき、アネットさんがちらりと、隣のクラリスを見た。横に人がいることを意識したのだろう。その頬に赤みが増す。

「あぁんっ！」

　その様子を見て、僕は一気に肉棒を彼女の膣内に突き入れた。急な快感に、アネットさんが大きな声を上げる。浴場だから、彼女の喘ぎ声にもエコーがかかった。

「声、すごく響きますね」

　僕はわざと、アネットさんに向けて呟いた。彼女は目を閉じて、小さく首を振る。

　恥ずかしがる彼女を見ていると、僕はもっと責めたくなる。それに……。

「ん……ぁ……」

　今は動いていないのに、彼女は小さく声を上げ、膣壁がきゅっと締まる。アネットさんは、恥ずかしくて感じるタイプのようだった。

「おお、繋がってるところって、こうなってるのか」

　隣でクラリスが関心したように呟いた。確かに、自分がしているときと違って、横から見ることなんてあまりないだろう。

　クラリスは興味や研究の一環として、僕らの行為を見ている。

「ああ……クラリスさん、そんな」

　見られていることを意識して、アネットさんが声を上げる。だから僕は、そこで腰を動かし始めた。

「ああっ、ちょっと、トモアキく、んんっ！」

「おおー。じょぽじゅぽって出たり入ったりしてるのがよくわかるぞ！」

　クラリスの報告は、天然の言葉責めだ。

　無邪気な瞳に見つめられて、アネットさんの顔は羞恥で真っ赤に染まった。

「ゃっ、めぇっ！　そんなにじっと見ないでぇっ……！」

　首を振りながら、アネットさんが嬌声を上げる。

　僕ですら、こうやって誰かに解説されると恥ずかしさがこみ上げてくる。

　だけどあえて、見せつけるようにもっと激しく腰を振った。

　さらには、クラリスからも見えやすいように、身体を少しずらした。

「おおっ！　見えやすくなったぞ。おちんちんがじゅぶじゅぶって刺さってるのが丸見えだ」

「ふぅ、あっ、ん！　あぅ、ああっ、トモア、やっ！」

　喘ぐたびに膣内は収縮して、愛液が溢れてくる。

「おおー……」

　接合部には、クラリスの熱い視線が注がれている。アネットさんの目が、ちらりとその様子をとらえた。

「んあぁっ！　ぁめっ、ふぅんっ！　あ、あぁぁあぁ！」

　クラリスの好奇心と、僕のちょっとした嗜虐心。

　そのツケはすべてアネットさんに向かう。見られながら激しく腰を突かれて、彼女はいつも以上に感じていた。

「うわ……アネットちゃん、とてもエッチな顔してる」

「やぁっ、そんな、見ないでっ」

　顔を隠そうとしたアネットさんの両手を僕が止める。そうすると抑えこむ形になって、僕はむしろ先ほどまでよりも近くで、アネットさんの顔を覗き込むことになる。

「トモアキくんっ、ああっ、ふっ、んっ、ぁめっ、見られ……イッちゃう」

「いいですよ、しっかり見てます。おもいっきりイってください」

「ああっ、そんな、わらひ、ひとりでっ！　あんっ、もうっ、ああ、イクゥゥゥゥッ！」

　絶頂を迎えたアネットさんの身体が大きく跳ねて、膣壁がぎゅっと収縮した。

　ビクビクンと震える彼女の瞳が、僕とその後ろから覗き込んでいるクラリスを捉える。

「らめっ、イキ顔、んっ、あっあっ、そんな……んあぁぁぁぁ！」

　イっている姿を見られた興奮で、また軽くイってしまったようだ。連続イキで締められたペニスが、暴発しそうになるのをぐっと堪える。

「ごくっ」

　とクラリスがつばを飲む音が聞こえた。

　アネットさんの腕が、僕の身体に回される。

「んっ……トモアキくんも、ちゃんと私で気持ちよくなって？」

　ぎゅっと抱きつきながら、アネットさんが耳元で囁く。

　彼女の身体を支える分、力は必要だけれど、それ以上の興奮が僕を支配する。

　彼女のおっぱいが、僕の胸で柔らかく潰れる。彼女の吐息が僕の耳元をくすぐる。

　彼女が強く僕を抱きしめて、求めてくれている。

　ビクン、と僕の肉棒が彼女の膣内で跳ねた。我慢汁が溢れるように中で吹き出す。

「ふぁ、トモアキくん……んっ」

　耳元で名前を呼ばれて、喘ぎ声を聞かされる。そんなの、耐えられるはずがなかった。

　僕はラストスパートで激しく腰をふる。

「ああっ、ふぅあっ！　ひゃうっ、ああんっ、トモアキくん、トモアキくんっ！」

　ガンガンに腰を突き上げる。彼女の膣内をかき分けて、肉棒が蹂躙していく。

　膣壁がぎゅっぎゅと肉棒を締めあげて、精液を搾り取ろうとしてくる。その快感に任せて、もっと激しく腰をふる。

「んあっ！　おちんちんが、ふっ、あっんっ！」

「もうイキます、アネットさん」

「んんっ！　トモアキくんのザーメン、私のおまんこにいっぱい出してぇっ！」

　彼女の声に応えるように、僕は彼女の中で思い切り射精した。

「出てる、トモアキくんの、私で、気持ちよくなってくれた証っ、ふぅあぁぁぁぁっ！」

「あぐっ」

　出ている最中にアネットさんも果てた。一際大きく身体が跳ねて、膣壁もきつく締まる。イってる最中の肉棒を執拗に締め付ける貪欲マンコがさらなる快感を与えてきた。

「アネットさん？」

　僕の身体からするりと彼女の手が外れる。見ると、アネットさんはイキ顔のまま気を失ってしまったようだった。

　見られてする興奮と、連続の絶頂で気持ちよくなりすぎたのだろう。

「トモちゃん……」

　隣から、切なそうな声がかけられる。クラリスは荒い息で僕を見上げていた。

「あたし、おかしくなりそうだ」

　途中から静かだったのは、言葉を失うほど僕らが激しかったからか、それともひとりでしていたのか。

　大きく広げられたクラリスの秘部は、先ほどとは比べ物にならないほどの大洪水になっていた。

　僕が見ている間にも、だらだらとはしたないおツユを流しているのがわかる。

「待たせた分、気持よくならなきゃね」

　彼女に声をかけながら、覆いかぶさる。彼女の視線は、ずっと僕の肉棒に向いたままだ。

「ああ、トモちゃんのおちんちんが、ひゃうぅぅぅ！」

　焦らされすぎたのだろう。挿れた瞬間、彼女の膣が喜びに震えて絶頂した。

「ふぁ、もっと、もっとぉ」

　止まっていた僕を誘うように、クラリスが腰を動かして、さらなる快感を求め始めた。

　僕もそれに合わせて、ゆっくりと腰をふる。

　大きな波を超えて、すこし気を取り直したクラリスは、顔を真っ赤に染めて叫んだ。

「い、今のはなしだぞ！　これからあたしが、トモちゃんをイカせるんだぞ！」

「それじゃあ僕も、本気を出さなきゃね」

「ほ、本気っ!?」

　クラリスの目が、驚きと期待に満ちる。まったく、勝つ気なんてもうないのかもしれないな。

「ふふん、えいっ！　トモちゃんはおっぱい好きみたいだからな。これでどうだ」

　彼女のおっぱいが僕の顔に押し付けられる。体制的に、結構キツイ姿勢のはずだが、彼女の腹筋ならば問題ないのかもしれない。そのままぐいぐいと柔らかい胸を押し付けられる。

「ふぁっ、自分から顔をもっと埋めてきたっ！　どうだトモちゃん、気持ち良いか？　っておっぱいの中で頷くなぁっ」

　このまま胸に埋もれているのも気持ちいいけれど、僕は乳房を舌で舐め上げながら、もっと下へと降りていく。彼女の脇腹を掴んで軽くくすぐる。筋肉を解すように、さわさわと指を這わせた。

「ひゃうっ、こら、トモちゃん、そんなの反則、ああんっ！」

　僕は限界まで身体を折り曲げて、仰け反ってマットに戻った彼女の腹筋を舐めあげる。

　硬い筋肉の、溝の部分を舐めて、彼女の反応をうかがった。おっぱいに阻まれて顔は見えなかったけれど、膣がきゅっとしまって亀頭部分を締め付けた。

「ああっ、なんか、きそうだぞ……」

　クラリスの手が、自らのクリトリスへ伸びた。ぷっくりと膨らんで露出した陰核を、少女の指がなで上げる。

　僕は腹筋から顔を上げて身体の位置を上のほうへと戻し、深く肉棒を差し込む。

「トモちゃん、あうっ、あたし、んっ」

　すっかり紅潮した頬を緩ませ、はしたない顔になったクラリスが僕を見上げる。

　彼女に微笑みかけて、両手で胸を鷲掴みにした。

「あぁっ！　んっ、ふっ、あうっ！」

　左右の手でそれぞれクラリスの乳首を責める。つまみ上げ、こねくり回し、刺激を与えていく。

「だめっ、それ気持ち良すぎて、ぅ、イク、イクッ」

　挿入されながらの両乳首とクリトリス、合わせて四カ所への刺激に、クラリスの身体は激しく乱れている。

　僕もそろそろ限界だ。腰を乱暴に動かして、射精感を高めていく。

「トモちゃんのおちんちん、膨らんできた。あとちょっとなんだな？　ひゃっ！　あと、少っ、あっあっ、らめっ、イク、イッちゃうぅぅぅぅぅぅぅっ！」

　盛大にイったクラリスの全力締めに、限界だった肉棒が爆発した。

　連続三回目とは思えないほどの精液を、彼女の中に放出していく。

「ああ……あたし、また先にイっちゃったぞ」

　クラリスは気持ちよさそうに呟いて、気を失った。

　流石に僕も限界だ。よく考えてみたら今日一日、身体を使ってばかりだったんだ。

　まどろみに誘われるまま、僕もマットに身体を横たえた。
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　着々と準備が進んでいき、日々が流れていく。

　シュゼットさんが中央から戻り、作戦の首尾について伝えてくれた。

　いよいよ、大詰めに向かっているのだ。

　すぐに僕らは集まり、当日どう動くかという話を詰めていく。

　おそらく、全員で集まる作戦会議は、これでラストだろう。

　会議に参加しているのは前回と同じメンバーだ。

　まず、町長であるイレーネさん。

　女王の娘であるエディスさん。

　ダークエルフのジュリーさん。

　政務官であるシュゼットさん。

　主流派の動きを知っているアネットさん。

　そして、京の都の使節団大使の娘、ミオさんだ。

「一週間後、政府の議会が開かれる。議会の最中は人数の都合上、ただでさえ女王の警備が薄くなる」

　みんなに向けて言ったシュゼットさんの言葉を、イレーネさんが引き継ぐ。

「そこに今回は、少数派から大臣への追求があるわけね」

「ああ。なにかしら動きがありそうだ、という空気はどうしても漏れてしまう。だからこそ、警備は議会のほうに大きくさかれることになるだろう」

「それが狙い目ってことやね」

　ミオさんは頷いて、続ける。

「女王のとこには誰がむかうんやろ。大人数でおしかけるわけにもいかへんやろ」

「ああ。あくまで非公式な謁見だからな。つまりなんというか」

「……不法侵入？」

「まあ、そういう形になるな」

「なおさら人数をしぼらなきゃならないわね」

　アネットさんは頷いて、周囲を見回す。

「そうね。全員で行くわけにもいかないし」

　イレーネさんが考えこむ。僕はみんなを見ながら、整理していくことにした。

「まず、町長であるイレーネさんは決定だよね。それにもちろん、女王の娘であるエディスさん」

「それに、トモくんもね」

　イレーネさんが僕の名前をあげて、みんなも頷いてくれた。

「……あとは、首都に詳しい人が必要」

　ジュリーさんが言いながら、シュゼットさんとアネットさんのほうを見た。

　そこで、アネットさんが遠慮がちに声を出した。

「たった四人で、城に忍び込むのよね？」

「ええ、そうなるわね」

「薄くなるといっても、当然、ある程度の人数は残る」

「ああ。いつもよりは、といっても、まだ十分な人数はいるはずだ」

　警備についてはシュゼットさんが答えた。

「私が議会のほうへ顔を出せば、少しはお役に立てるかしら？」

　アネットさんの発言に、みんなが驚く。

「大臣の身内からの証言か。それは確かに、議会のほうがだいぶ混乱するだろうな。確かに、少数派の助力があれば議会へは入れるだろうが……」

　代表して口を開いたシュゼットさんは、心配そうにアネットさんに目を向けた。議会の警備が更に増えるということは、それだけ危険が大きいから、ということでもある。

　そのまっただ中に、原因として飛び込もうと言うのだ。

「ええ度胸やな」

　ミオさんがにっこりと、アネットさんへ笑いかける。

「ほんならうちも協力するさかい。顔を隠してこそこそいうんは、性に合わない思っとったけど、こん国の連中にひと泡吹かせたるためや思えばかまへんわ」

　ミオさんは頷いて全体へ目を向けた。

　京の都は、この国にとってとても重要な相手だ。

　首都の入り口程度ならば、門番の人間に責任を押し付けることも出来る。

　だが、議会まで入り込めば、彼女を邪険に扱うことは出来ない。本来国賓級の人物なのだから。

「アネットさんとミオさんが議会のほうへ出て、大臣の罪を追求すれば、議会はもっと紛糾して、女王の警備が更に薄くなる？」

「……そうなる。忍びこむための危険が減る」

　ジュリーさんが頷いた。

「よし、ならイレーネたちには私がついて行こう」

　シュゼットさんが言う。

「じゃあ、女王に会いに行くのは、イレーネさん、エディスさん、シュゼットさんと僕」

　みんなの顔を見回して、僕は続ける。

「アネットさんとミオさんが、議会のほうへ乗り込んで陽動、ってことだよね」

「ああ、そうだな」

　シュゼットさんが頷く。作戦が決まったことで、あらためて僕らに緊張が走る。

　議会を混乱させ、城に忍び込んで女王に直接訴えかける。

　僕らのやることは決して安全ではないのだ。

「もちろん、下準備はしてある。ただ忍びこむのよりはよっぽど楽だろう。だが、絶対安全というわけにはいかない」

　シュゼットさんの言葉に、僕らは息を呑んだ。

「でも、やらなきゃならないわ。この街を認めてもらうために」

　イレーネさんが力強く宣言した。

　そのために、頑張ってきたのだ。

　なんとしても女王への謁見を成功させて、この街ブロッサムを認めてもらうんだ。

　エディスさんが大きく頷いた。

「成功させてみせますわ。お姉様のためにも、みんなのためにも、わたくし自身のためにも」

　僕らは決意を新たにする。

　あと一息なんだ。

　激しい容姿差別のせいで、元いたところを追い出された人たち。

　彼女たちがちゃんと暮らせるこの街を、政府に認めてもらうまで。

　そして多数派を倒すことができれば、もう容姿差別でひどい目にあう人がいなくなる。

　今日まで、みんな頑張ってきたんだ。

　すべては一週間後。

　一週間後に全部決まるんだ。

　この街が認めてもらえるのか、それとも、反逆として扱われてしまうのか。

　緊張と不安で押しつぶされそうになる。

　けれど、それはみんな一緒だ。

　僕は気を引き締めて、不安を顔に出さないようにした。

「それじゃ、一週間後ね。みんな、もう一歩よ。頑張りましょう」

　イレーネさんの言葉に、誰もが力強く頷いた。

「ほんならアネット、うちらは議員のほうに連絡取って準備しましょか」

「ええ、わかったわ」

　ミオさんとアネットさんが席を立った。

　僕は彼女たちの背中を見送る。

「ジュリー、街をよろしくね」

「……ん。わかった」

　イレーネさんに、ジュリーさんが頷く。

　僕も席を立って、会議の部屋を後にした。

「トモ様」

「エディスさん」

　部屋を出ると、僕を追ってきたエディスさんに声をかけられた。

「大分緊張しているみたいですが、今からそんなに張り詰めていては当日まで持ちませんわよ？」

「う、うん。そうだね」

　そのとおりだ。まだ、一週間もある。出来ることをやったら、あとはどっしりと構えていたほうがいいはずだ。

「ほら、あなたがそんな顔をしていては、みんなの士気に影響しますわ」

「うわ、エディスさん」

　彼女は僕の頬を引っ張って、無理矢理持ち上げた。笑顔、にもなっていない、ただ頬を伸ばされただけの僕を見て、エディスさんが笑った。

「ぷっ、変な顔ですわ」

「自分でやっといて、ひどいですよ」

　僕は頬を撫でながら、軽くすねてみせる。

　そんな僕を、彼女はまっすぐに見上げた。真剣な顔で、エディスさんが僕を見つめている。彼女は一度開きかけた口を閉じて、軽く咳払いをした。

「んんっ。あなたは、どうせセックスしか能のない変態野郎なのですわ。だからいちいち難しいことなんて考えず、いつも通りでいればいいんですのよ」

「えっと……」

　もしかして、元気づけてくれているのだろうか。僕はエディスさんを見つめ返す。彼女は少し頬を染めて、慌てたように顔を背けた。そのままくるりと踵を返し、僕に背を向けてしまった。

　エディスさんは、そのままくるくると自分の髪を弄んでから、

「それだけですわっ。ごきげんよう」

　早口で言って、彼女は立ち去ってしまう。声をかけられないまま、僕はエディスさんの後ろ姿を見送った。

　そうだ。僕は、僕にできることするしかないんだ。

　まだまだ不安はあるけれど、彼女のおかげで少しだけわかった気がする。

　先程までより軽い足取りで、僕は部屋に戻った。
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　作戦決行を数日後に控えた夜。

　エディスさんのおかげで少しは楽になったけれど、ひとりきりになるとやっぱり緊張が蘇ってきてしまう。

　みんなが忙しく準備をしている今、不安な顔なんて見せてる場合じゃないのに。

　僕は薄暗い部屋の中で、じっとベッドに座っていた。

　トントン、と軽いノックの音が響く。

「はい」

　僕は声を上げながら立ち上がり、ドアを開けた。

　そこにいたのはジュリーさんだった。いったい、どうしたのだろう。

「……トモさん、寝てた？」

「いや、起きてたよ」

　部屋が暗かったからだろう。ジュリーさんの問いかけに、僕は首を横に振った。

「どうぞ、入って下さい」

　僕は彼女を招き入れて、明かりを灯そうとした。その袖が、ジュリーさんに軽く引っ張られる。

「……暗いままで、いい」

「え？　でも……」

　袖を引かれて、誘導されるままベッドに座った。ジュリーさんの隣に腰掛ける。

「……トモさん、大丈夫？」

　手を繋いで、ジュリーさんが問いかける。彼女のすべすべの肌が、僕の手をぎゅっと握った。

「昼間から、つらそうだったから……」

「あっ」

　僕は思わず声を上げた。ジュリーさんにも思いっきり見ぬかれていたみたいだ。

「……トモさん、緊張してる？」

「はい……」

　僕は素直に頷いた。頭ではわかっていても、やっぱり不安や緊張は、そう簡単に消せないんだ。

　甘えるみたいに、彼女の手を握り返す。

　薄暗い部屋のなかで、ジュリーさんは穏やかに微笑んだ。

「……大丈夫。きっと、上手くいく」

　彼女はそのまま身を寄せて、僕を抱きしめた。彼女の大きな胸が僕を柔らかく受け止める。

　とくん、とくん、と彼女の心臓の音が、僕の耳元で鳴っている。

　柔らかな彼女の暖かさとリズムが、僕をあやすように包み込んだ。

　僕はその優しさに甘えて、彼女の身体にしがみついた。

「トモさん、こっちに来て」

　ジュリーさんは僕をベッドに上げる。そして僕の足の間に身体を滑らせた。

「……トモさんの不安、全部吸い上げてあげる」

　暗い部屋の中で、彼女の肌が闇に馴染む。その瞳だけが優しく光っていた。

　彼女の手が、優しく僕の下半身を脱がしていく。僕は腰を上げて脱がしやすくし、あとはそのまま彼女に任せた。

　外気に晒された股間に、ジュリーさんの目が向く。

「……よしよし」

　子供をあやすように、ジュリーさんの手がまだ小さいままの股間を撫でていく。女性の手で刺激されて、ペニスが膨らみ始める。

「……こっちは、もう元気になり始めた」

　かがみこんで顔を肉棒に寄せていたジュリーさんが、こちらを見上げていたずらっぽく笑う。少しの恥ずかしさと、それ以上の期待に、また少し股間が反応した。

「……はむっ」

　半勃ちの竿を口に含んで、ジュリーさんが舌を伸ばす。

「……れろ、ちゅ、ん」

　亀頭部分を舐められて、中で吸われる。気持ちよさが駆け巡る。

　そうすると肉棒はすぐに膨らんで、ジュリーさんの口の中を押し広げるように質量を増していく。

「……ふぁ。大きくなった」

　一度肉棒を離したジュリーさんが、舌を伸ばしてちろちろと亀頭部分を舐めあげる。もう完全に勃起していた肉棒が、彼女の舌に喜んだ。

「れろ、ん、ぺろれろ。つーっ、れろ」

　こちらを見上げながら、先のほうばかりを責めたてる。実際の刺激以上に、ジュリーさんが僕の肉棒を舐めながら見上げてくることに興奮する。

　赤い舌を見せつけるようにしながら、肉棒にからませていく。

　先っぽを舐め上げながら、上目遣いのジュリーさん。その表情のエロさに、僕の肉棒がピクンと跳ねた。

「……ふふっ、気持ちいい？　トモさん、もっとしてほしいの？」

「う、うん。もっとして、ジュリーさん」

「……ん。もっともっと、気持よくしてあげる」

　ジュリーさんが、今度は深く咥え込み、口の中で転がす。口内の温かさと唾液が肉棒を包み込んだ。

「んごっ、じゅる、ちゅるる、えろれろ」

　吸い上げて、裏側を舐めあげる。更には軽い吸い込みに合わせて、血管をなぞるように舌が動いた。

「じゅる。しゅこっ、ん、じゅるるっ！」

　口内で肉棒を弄びながら、ジュリーさんの手が僕の内腿をなで上げる。微妙なくすぐったさに身悶えると、徐々に上がっていく彼女の手が、肉棒の根本にたどり着いた。

「……んぱぁ、ふぅ」

　口から放たれたペニスは、ジュリーさんの唾液でテラテラと光り、そそり勃っていた。

　彼女の口から液体の橋が架かっている。ジュリーさんは、口の周りのベタベタをちろりと舐め上げた。あの舌が、先ほどまで肉棒をなめていたのだ。気持ちよさがフラッシュバックして、さらなる刺激を求めたくなる。
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　ジュリーさんの両手が、肉棒を掴む。にちゃにちゃといやらしい音を立てながら、擦り上げられていく。

　両手から与えられる直接的な刺激と、ジュリーさんの唾液が絡みついて立てる音。そして、僕の肉棒を一生懸命に見つめてさすりあげるジュリーさんの姿。

「……ふふっ、トモさんのおちんちん、すごくエッチな音出してるよ。ほら、我慢汁も噴き出してきた」

　そう語りかけながら、我慢汁を舐めとった。

　ジュリーさんが舌を細くして、尿道へ少しだけ舌を差し込む。異質なくすぐったさが、先端から根本へと駆け巡る。

「う、ぁ……」

　外側を舐められるのとは違う、少ししびれるような、もどかしいような感覚に、思わず声を上げてしまった。

「……これ、いいの？」

　上目遣いで尋ねたジュリーさんは、反応を見るだけで僕の答えを聞かずに、さらに尿道を責め立てた。

「ちろ、そろそろ、つぷっ」

　浅いとはいえ、本来触れられることない内側を、ジュリーさんの舌が優しく侵略してくる。

　強引すぎない舌使いは、絶妙なバランスで違和感も刺激の一つとして流れ込んでくる。

「ちろちろ……しゅっ、にちゃ、んくっ、ちろ」

　溢れ出る我慢汁が、フライング気味にジュリーさんの舌で吸い込まれる。慣れないタイプの気持ちよさに、興奮のペースが乱される。

「……先っぽ、膨らんできた」

「ジュリーさん、僕、もう」

　興奮に支配されて、射精することばかりが僕の頭に浮かんでくる。

「ちゅぱっ、んくっ、ぷはっ！　……いいよ。お口の中に、トモさんの精液、いっぱい出して？」

「ぐっ、うっ」

「れろ、もごもご、じゅうぅぅ！　ぐちゅ、んくっ、じゅるるるるるっ！」

　勢いを増した、ジュリーさんの激しいバキュームにうながされて、僕は射精した。

「んぐっ!?　ぎゅっ、ごく、ぐっ、んっ！」

　彼女の口内で大きく跳ねたペニスが、喉の奥まで精液を飛ばしていく。

　口の中に吐き出される精液を、ジュリーさんがゆっくりと飲み込んでいく。その嚥下の動きが射精直後の肉棒に伝わって、気持ちよさの余韻を引き伸ばしていくみたいだった。

「ごくっ！　ぷはっ、トモさん、いっぱい出たね」

　精液を飲みきったジュリーさんが、嬉しそうにそう言った。力の抜けた僕は、一拍空いてから答えを返そうとすると、それよりも早く、彼女が呟いた。

「……まだ、少し残ってる」

「え、うわっ」

　ジュリーさんが再び肉棒を咥え込み、亀頭部分や裏側に跳ね返った精液を舐めとっていく。役目を終えて休もうとしていた肉棒が、彼女の舌使いにみるみる力を取り戻していった。

「まだまだ、元気……？」

「ジュリーさんが、また舐めたりするから」

「……嬉しい」

　彼女の視線が、再び勃起した僕の肉棒に注がれている。

　そして、身体をベッドに倒して、僕のほうを見上げた。

　顔を朱に染めながら、視線を肉棒から僕の顔へと移す。

「ね、トモさん……」

「はい、わかってます」

　僕は頷いて彼女に覆いかぶさる。

　次は、僕が彼女を気持ちよくする番だ。
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　ベッドに横になっているジュリーさんを見下ろす。

　無防備に投げ出された身体は、明らかに僕を誘っていた。

　顔はすでに紅潮し、視線は僕の屹立する肉棒へ向けられている。

　息は荒く、寝そべって待っているだけなのに、とてもエッチな姿だった。

「……トモさん、んっ」

　待ち遠しい、というように、ジュリーさんが太ももをすりあわせた。もじもじと動く姿に触発されて、僕はその足をがばっと強引に押し開く。

「あっ……」

「ジュリーさん、すっごい濡れてるね。下着がこんなに」

「トモさんの感じる顔やおちんちんを見ていたらっ……」

　興奮して言うジュリーさんに急かされるように、僕は彼女の下着に手を伸ばす。脱がせるときに、ぐっしょりと湿った下着が糸を引いた。

　脱がしやすいように少し上げてもらった足を通っていく間にも、彼女の秘裂からは蜜が溢れだしてシーツにシミを作っていた。

「もう、何もしなくても入りそうですね」

　それだけ僕を求めてくれていることに、嬉しくなりながら問いかける。

「……うん。すぐにでも、トモさんのおちんちんを挿れて」

　自ら足を大きく開いて、僕を受け入れる準備をしてくれるジュリーさん。広げられた膣はペニスを求めるように、ひくひくといやらしく動いている。

　彼女に誘われるように、僕は肉棒を入り口へとあてがった。

「アッ、ンッ、トモさんの、入ってくるっ！　イクッ！」

「ジュ、ジュリーさんっ!?」

　先っぽを挿れた瞬間にジュリーさんがイってしまう。その拍子に腰が跳ね上がり、予期せぬタイミングで僕の肉棒を強引に飲み込んだ。

　予想外の快感と、絶頂直後の締め付けに、危うく僕までイクところだった。腰に力を入れて、なんとか踏みとどまる。

「あ、アアッ！　イった直後に、奥まで、らめっ、いうぅ！」

　自分から腰を突き上げておいて、僕をとがめるように嬌声を上げる。

　僕は正常位らしくちゃんと主導権を取り戻そうと、こちらから抽送を開始する。

「ん、あっあっ、まだ敏感……ンンッ！」

　腰を振りながら、彼女の胸をはだけさせる。脱がしやすい服から開放されたおっぱいが、ぶるんと揺れた。

　その胸を迷わず揉みしだく。包容力に溢れる彼女の胸が、僕の手の中で柔らかく形を変える。

「……トモさん、わたしのおっぱい、好き？」

「はい。大きくて、形が良くて、こんなに柔らかくて」

　頷きながらも僕の手は止まらない。魅了されたように、彼女の身体を貪り続ける。

「あんっ！　……よかった。わたしも、トモさんに触られるの、好き」

　幸せそうに微笑んだジュリーさんに思わず見とれ、はやる気持ちそのままに、腰を振る速度が上がった。

「んアッ、トモさん、激しっ、ふぅんっ！　メッ、イク、イクッ！」

　先程までと一転、激しく乱れながらジュリーさんが叫ぶ。よだれを垂らしたイキ顔で、エッチな女性に早変わりした。

　膣内がぎゅっと収縮して肉棒を締め付ける。

「アッ、はぁ、ふっ……はぁはぁ」

　イったときに息を吐ききったのか、酸素を取り入れるジュリーさんは、もっともっとと快楽も貪欲に求めているような気がした。

　その想像を肯定するかのように、僕を見つめた彼女はそのまま手を伸ばして抱きついてきた。大きなおっぱいが、僕の胸で押し潰される。柔らかい中にピンとたった乳首のかたい感触がはっきりと感じられた。

「……トモさん、大好き」

　耳元で囁かれる。そしてそのまま、彼女は僕の耳を口に含んだ。

「ジュリーさん……」

「はむっ、ちゅ、れろ」

　耳元で水音を立てられて、こそばゆさとともに快感が膨れ上がる。

「……もっと、気持ちよくなってね。ふーっ」

　耳に息を吹きかけられて身体が震えた。反射的に、ジュリーさんを抱きしめる腕に力がこもる。

　彼女に対抗するように、僕は勢い良く腰を振る。ギリギリまで引き抜いて、一気に貫く。

「んああっ！　トモさん、あっ、ふ、アアァァァァ！」

　ジュリーさんがまたイって、身体を震わせる。それなのに、彼女はまだまだ元気で僕を求めてくる。

「……ふっ、あっ、トモさん、気持ちいい。トモさんのおちんちんが、コツコツ奥を叩くのっ！」

　ジュリーさんは腕をほどいて、ベッドの上で身体を弾ませる。そのたびに彼女のおっぱいがぶるんぶるんと揺れていた。

　密着していても少し身体を離していても、ずっと僕を誘惑してくる。

　その挑発に負けるように、僕は激しいピストンを繰り返した。

　バチバチと肉同士がぶつかる音の隙間から、ぐちゅぐちゅと体液が交じり合う音が聞こえる。

「ンアッ、イクぅ……ふぁ、また、ンッ、イクッッ！」

　そこにジュリーさんの嬌声が重なって、僕の理性と肉棒を溶かしていくようだ。

「あぐっ、ジュリーさん、僕もそろそろ……」

　僕が呻くように告げると、彼女は大きく頷いた。

「アッアッ！　でも、わたし……先に、イッちゃう！　ぅああぅっ！」

　絶頂を迎えたジュリーさんの膣壁が、強く求めるように中の肉棒を締め付けて、搾り取ろうと蠕動する。

　すでに限界だった肉棒は、あっさりとその動きに負けて、彼女の望むまま膣内に精液を吐き出した。

「……トモさんの精液……私の中に、いっぱい出てる……トモさん、わたしで気持よく、あんあぁぁぁあ！」

「ジュリーさん、今はっ」

　僕の射精を受けて、重ねてイってしまったジュリーさんが響き渡るような声を上げる。

　同時に思いっきり搾り取られて、中に残っていた精液が強引に持っていかれた。

「……トモさん、わらひっ、もっとっ、ああっ！」

「うぅう……ジュリーさん、少し落ち着いてくださいっ」

　彼女は足を使って激しく腰を動かしていく。射精直後の僕はふたり分の身体を支えるのに必死で、彼女にされるがままだ。

「……トモさん、トモさんっ！　ハッハッ、ああっ！　ふぁぁぁぁぁっ！」

　彼女の腰も膣内も激しく動き、僕の肉棒を締め付ける。

　小さくなる隙も与えられず酷使されている肉棒は、それでも悶えそうなほどの快楽に飲み込まれている。

「……イクッ！　アッアッ、止まらないっ！　トモさんのおちんちんが中にあると、何回でもっ……イクイクイクッ！」

　激しすぎる動きを支えきれず、彼女を押しつぶすように倒れこんでしまう。すると体重のかかった肉棒が、彼女の奥の奥まで突き刺さる。

「ふわぁぁぁぁっ！」

「ご、ごめんなさい」

　壊してしまいそうなほど無茶な挿入に、慌てて身体を起こす。抜ける直前まで急いで肉棒を引き抜くと、カリが膣壁をぐりっと擦り上げた。大きな快楽に、僕の腰がガクガクと震える。我慢汁に混じって、精液の一部が吐き出される。

「イクゥゥゥゥ！　らめぇ、きもふぃよしゅぎてぇ……」

　彼女も同じだったようで、連続イキを迎えたようだった。まだ不完全燃焼だったけれど、ジュリーさんを気遣って、ここまでにしようと肉棒を引き抜こうとした。

　しかし、ジュリーさんの足が僕の腰に絡みついて、彼女のほうから腰を振ってくれる。

「……まら、いけるから。トモさんも、最後までっ、ひぃうっ、アッアッ！」

「あぐっ、ジュリーさん、ジュリーさんっ！」

「イクッ、トモさん、んあぁぁぁぁぁ！」

　最後に思いっきり腰を引き寄せられて、ジュリーさんの中で激しく射精した。金玉から肉棒の先まで一気に駆け抜けて発射されたのがわかるほどの、勢い良い射精だ。

　彼女も同時にイったようで、果てた僕らは荒い息を繰り返した。

「はぁ、はぁ……ジュリーさん、激しすぎます」

「……トモさんが、かわいい顔するから」

　互いの体液でどろどろになった肉棒を引き抜いて、僕はジュリーさんの隣に横になった。

　すっかり体力を使い果たして、深呼吸を繰り返す。

「……ね、トモさん」

「どうしました？」

　すぐ隣のジュリーさんから声がかかり、僕はまさかもっと……？　と少し怯えながら、彼女のほうへ顔を向ける。

　でも、そこにあったのは、包み込むような優しさの見える、穏やかな笑顔だった。

「……わたし、トモさんと出会って、救われたの」

「そんな──」

　僕はたいしたことなんて、と言いかけた口を、彼女の細い指で止められる。

「……ううん。トモさんはわたしや、ほかのみんなを救ってくれたの。だから、もっと自信を持って」

「あ……」

　僕はそこでようやく、彼女が僕を訪ねてきた理由を思い出した。

　昼間の作戦会議から、緊張していた僕を気遣ってきてくれたのだ。

「……今もそう。トモさんのために来たはずなのに、わたしのほうが気持ちよくなっちゃった」

「僕も気持ちよかったですよ、とても」

　素直な気持ちを口にすると、ジュリーさんは紅くした顔を僕の胸に埋めた。

「……トモさんは、ずるい」

「ええっ!?」

　すねたような口調で言われて、僕は戸惑いの声を上げた。

「……今は、わたしがトモさんを元気づけてるの」

　顔を埋めたまま、ジュリーさんが呟いた。

「はい。十分、元気をもらいましたよ」

　僕は頷きながら、彼女の頭を撫でる。

　艶やかな髪の感触と、ふれあう彼女の体温に癒やされていた。

「……ん」

　ジュリーさんは何かを言いたげに声を上げたけど、結局そのまま撫でられ続けていた。

　胸元で彼女がゆっくりと喋り出す。

「……私は、ブロッサムで……」

　顔を上げて、ジュリーさんが続ける。

「……トモさんのこと、待ってるから」

「はい」

　僕は意識して、力強く頷いた。

　僕らが女王の元へ行く間、街のみんなをまとめて待っている彼女だって、とても不安なはずなんだ。

　むしろ直接向かうよりも、待っているだけのほうが不安は大きいだろう。

　それでも、ジュリーさんは僕を気遣って、こうして訪ねてきてくれたんだ。

　みんなに、心配されてばかりだな。

「……トモさん？」

　ジュリーさんをぎゅっと抱きしめた。彼女の体温と柔らかさが、僕に安心を与えてくれる。

　彼女の手が僕の身体に回された。僕の体温も、彼女を安心させられたらいいな、と思いながら。

　僕は心地よい眠りに落ちていった。
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　みんなに支えてもらったおかげで、僕は大分落ち着くことができた。

　いよいよ、明日は中央へ向けて出発する日だ。

　やるべきことはすべてやった。

　あとは当日、頑張るだけだ。

　まだまだ夜は長いというのに、もうすることがなくなってしまった僕がぼっーっとしていると、小さくドアがノックされた。

「はい」

　声を出しながらドアを開けると、そこにはニーナとマリエッタが困ったように僕を見上げていた。

「どうしたの？」

　ふたりを招き入れながら、僕は落ち着いた声で問いかける。

「あの、出発前のトモアキさんに負担をかけるのは心苦しいのですが……」

「お兄ちゃんたちが心配なんだにゃ。ニーナたちは、待ってることしか出来にゃいから……」

　僕はふたりを両腕に抱き込んで、軽く抱きしめる。

「大丈夫だよ。きっと上手くいくから」

　頭ではわかっているのか、ふたりとも頷くけれど、不安を拭いきれてはいないみたいだ。

　彼女たちを安心させるにはどうしたらいいだろうか。

　日頃の延長という部分と、不安を吹き飛ばしてしまうようなインパクト。

「ふたりとも、おいで」

　心配なんて忘れてしまうくらい、乱れてしまえばいいのだ。




「お兄ちゃんのおちんぽ、もうガチガチになってるにゃ！」

「わ、本当です。すっごくエッチなかたちになってます」

　ニーナとマリエッタが、振り向いて僕の肉棒を凝視する。そんなに無邪気な瞳に見つめられると、なんだか悪いことをしてる気分になってくる。

　ふたりとも裸で、お尻をこちらに向けた状態だ。

　きめ細やかな瑞々しい身体が、僕を誘っているようだった。

　紫外線を気にする必要のない、眩しいほどの白い肌だ。

　全裸なので、背中からお尻にかけてのラインも、アナルも秘所もすべて赤裸々に晒されている。

　ニーナは尻尾の付け根までばっちり見えていた。

　まずはふたりの間に座って、彼女たちの秘裂を指でなぞっていく。

「にゃぁっ！」

「ふぁっ！」

　触りやすいように広げられた股を、僕の指がなぞりあげる。ぴったりと閉じた女の子の一本筋をゆっくりとほぐしていく。

「うっ、トモアキさんの指が、わたしのおまんこいじってます」

　マリエッタはすぐに濡れ始めて、その花がゆっくりと開き始める。

　軽く指を入れてみると、つぷっと水音を立てて飲み込まれた。

「ふにゃぁっ、お、お兄ちゃん!?」

　ニーナのほうは、肉芽を軽く撫で上げた。まだ最初のほうなので、外側からゆっくりとだ。彼女の温かな身体を優しく撫でていく。

「ああんっ！　トモアキさん、ふぅ、ん、ああっ！」

　マリエッタのほうはクリトリスももうぷっくりと膨らみ、少し撫でると彼女のほうから押し付けて腰を振り始めた。

「さすがエロス教のシスター。とっても淫乱に男を誘うんだね」

「そうですっ！　わたしは男性をイカせるエッチなシスターです。だからトモアキさんも、わたしで気持ちよくなって下さいっ」

　マリエッタが、自分の手で大きく膣口を押し開いてこちらに見せた。

　ピンク色をした膣が、だらだらとよだれを垂らしながら男を求めて蠢いていた。

「もうびちゃびちゃのおまんこに、トモアキさんのおちんぽをくださいっ！」

「わかったよ。じゃあマリエッタ、いくよ」

「うにゃっ！」

　最後にニーナのクリトリスをひとなでしてから、僕はマリエッタの腰を掴んで、ペニスを挿入した。

「ああっ！　膣内にっ、入ってっ！」

　彼女の膣内はその言葉どおり、男をイカせようと蠕動していた。

　マリエッタはイクまで逃さない、とでもいうように、肉棒を締め付けて咥え込んでいく。

「トモアキさん、どうですか？」

　彼女は四つん這いのまま、身体をしならせるように腰を動かした。

　実際に身体を重ねるなかで、座学だけではわからないコツみたいなものを掴んだのか、マリエッタの腰使いは日に日に上達しているようだ。若い分、飲み込みも早いのだろうか。

　油断していては、すぐに搾り取られてしまう。

　だから僕は、もうひとりの勉強家に助けを求めることにした。

「ニーナ。ニーナもマリエッタを気持ちよくしてあげてよ。その尻尾でさ」

「にゃ、にゃにを言ってるのにゃ!?」

　ニーナが僕を振り返って叫んだ。彼女の尻尾がゆらゆらと揺れている。

「せっかくだから一緒に楽しもうよ。尻尾なら、マリエッタも気持ちいいし、ニーナも気持ちいいでしょ？」

「う、うにゃあ……」

　僕の提案に、ニーナが隣のマリエッタを見る。マリエッタのほうは、元々性に貪欲なシスターだ。未知の快感ともなれば、興味をひかれないはずがない。

　期待に満ちた目を向けられて、ニーナは少し照れながら頷いた。

「わかったにゃ。そんなに言うなら、覚悟するのにゃ！」

　尻尾を使うため、四つん這いのまま前のほうへ動いたニーナが、尻尾をマリエッタの身体に這わせる。

　ハリのある肌を、尻尾がうねって撫で上げていく。

「ふぁっ、もふもふでくすぐったいです」

　マリエッタが、性的にというよりは日常的な意味で、気持ちよさそうな声を上げる。

　だが、そんな余裕があるのも今のうちだけだ。

　僕が腰を動かし始めるのに合わせて、ニーナの尻尾がマリエッタの身体を撫で上げていく。

「ひんっ！　あっあっ、んんっ!?　これ、なんだかとても、ひゃうっ！」

「にゃふふー。こういうのはどうかにゃ？」

　ニーナの尻尾がマリエッタの胸に伸びて、乳首のあたりをくすぐるように動いている。

「あふっ！　ニーナ、それらめっ、ふはっ、くすぐったいですっ！　ああんっ！」

　笑っているマリエッタを、後ろから思いっきり突いた。

「りゃめっ！　あはは、くすぐったいのと気持ち良いの、わかんなくなりますっ」

「にゃうっ……これ、結構楽しいにゃ。それにここをこすると」

「ああんっ！」

「にゃうっ！」

　ふたりが同時に嬌声を上げる。乳首を擦られたマリエッタと、その硬い乳首で性感帯の尻尾を擦り上げたニーナが、それぞれ感じてしまったようだ。

「あっ、うぁっ！　トモアキさん、急にそんな、ああっ！　なんで、激しくっ、んあぁっ！」

　僕もニーナに負けないように、ちゃんとマリエッタを気持ちよくしないとね。

「ひぃうっ、ちょっと、ふたりとも、らめぇっ！　わらひばっか、気持よくっ！　あっあっ！」

「うにゃっ、にゃっ、あっ、んっ！　マリエッタお姉ちゃん、それはダメにゃ、ふぁっ！」

　足のほうは大きく広げ、マリエッタはベッドに肘をついたまま腕をギュッと閉じて胸を押さえつけていた。

　ちょうどその谷間にニーナの尻尾が挟まれていて、パイズリのようになっているみたいだ。

「わたしはエロス教のシスターなんです。わたしのほうが、ふたりとも気持よくさせちゃうんです」

「ぐっ、ん」

「にゃぁぁぁっ！」

　マリエッタの逆襲が始まった。膣壁は波打つような蠕動で肉棒を絞り上げて、さらに角度を変えながら襲いかかる。

「んちゅ、れろ、ちゅっ、んくっ」

「ひにゃ！　あんっ、やめるのにゃ！　そんな、うにゃっ！」

　そして胸でグイグイと圧迫しながら、はみ出たニーナの尻尾を咥えて舐めているみたいだ。そのテクニックに、ニーナは身体を大きく震わせてイってしまったようだ。前のほうで身体を崩している。

　イったばかりのおまんこをひくつかせながら、お尻を突き上げるような格好はとてもエッチだった。

「ぐっ、じゃあ今度は、マリエッタが気持ちよくなる番だ」

　僕は主導権を取り戻すべく、角度を変えて腰を振る。

　今のマリエッタなら、もう乱暴なくらいでちょうどいいのかもしれない。

「ふぅぁ！　あっ、強引ですっ！　んっ、ガンガンおまんこ突かれてるっ」

「うにゃっ！」

　バツンバツンと音をさせながら激しく腰を振っていると、マリエッタが乱れる。それに合わせて胸がしまり、尻尾を挟まれたままのニーナが声を上げる。

　僕はニーナの、もうすっかり濡れて開いた秘所に手を伸ばした。

「うにゅっ！　お兄ちゃんまで何するにゃ!?」

「ニーナも一緒に、気持ちよくなろう」

　指を中に入れ、クチュクチュと動かしていく。ニーナの中はさらに熱い。もちろん、腰のほうも手加減なしだ。

　僕の肉棒はマリエッタの膣内で暴れている。

「あっあっ、わたし、もうっ、イっちゃうっ！　イっちゃいますっ！」

「おまんこと尻尾、同時にいじられておかしくなっちゃうにゃ！」

　僕のほうも、指と肉棒を締め付けられて、さらに美少女ふたりのこんなエッチな姿を見せられては、もう持ちそうもなかった。

　マリエッタの背中のラインや、その向こうから聞こえる喘ぎ声。

　ニーナに至っては、僕の指を咥え込んでいるおまんこまで、はっきりと見えているのだ。

「ぉほぅっ！　イクッ、イっちゃいます、イックウゥゥウゥッ！」

「うにゃっ！　あっあっ、イっちゃう、にゃあぁぁぁぁぁ！」

　声を上げてふたりが絶頂した。イったことによる膣壁の締め付けと、ふたりの淫らなイキっぷりに、僕もたまらず射精した。

　ふたりは仲良く身体を震わせて、お尻だけを突き出すように倒れ込んだ。

　僕はふたりの間に入って、両手で彼女たちを抱きしめた。

　安心させるように、彼女たちのことを優しく撫でる。

　しばらくはそうしていたけど、不意にマリエッタが僕のおなかを撫でて、その手を下に降ろしていった。

　小さな掌が、肉棒をくにくに刺激する。

「まだまだ、いけそうですね」

　それを聞いたニーナが、僕の肉棒をぎゅっと握る。

「今度はニーナに入れて欲しいのにゃ！」

　すっかり元気になったふたりは、まだまだし足りないみたいだった。
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　浅く息を吐く。

　イレーネさん、エディスさん、シュゼットさん、そして僕の四人は、作戦どおり中央へ乗り込んだ。

　それぞれ、顔を隠すための仮面を着けている。中央に入るにはどうしても必要になるものだ。

　けれど、それも今日までだろう。これからの議会と、女王との謁見で、少しずつでも変わっていくはずだ。

「まだ、静かね」

　議会の行われている議事堂のほうをうかがいながら、イレーネさんが口にした。

　僕らは今、議事堂に動きがあり、城の警備員がこちらへ応援に来るのを待っている。

　作戦どおりにいけば、大臣の不正を追求することで、議会は激しく荒れるはずだ。

　少数派にとっても、千載一遇のチャンス。彼らもここで決めるしかない。僕らと同じように必死なのだ。

　そこに、証人としてアネットさんやミオさんも参加しているはずだ。

　ふたりならきっと大丈夫。上手くやってくれるにちがいない。

　そんな僕の緊張をよそに、街は前に来たときと同じで、正常な活気に満ちている。行き交う人々の様子は平和そのものだ。

　目をこらしてみれば、議事堂の周辺にいる警備員は少し緊張しているのがわかる。

　僕らは議事堂から少し離れた場所で、その様子を見ている。

「待つ時間は、長く感じられますわね」

　エディスさんの言葉に、僕は頷く。

　きっと、実際にはまださほど時間がたっていないのだろう。

　けれど僕の体感では、もう何時間もこうして待っているような気がする。

　街で待っているジュリーさんやニーナ、マリエッタやクラリスは、もっと心配だろう。

　僕は、もちろん緊張していた。

　だけど、それはちょうどいいくらいの緊張感だ。

　パニックになるほどの不安はない。いざこうしてはじまってみると、むしろどんどんと落ちついていくみたいだ。

　きっと大丈夫。女王にもわかってもらえるはずだ。

「動いたぞ」

　シュゼットさんの声に、僕らは反応した。

　議事堂のほうで、警備員に動きがあったようだ。せわしなく動き始め、何か指示が飛んでいる様子が見える。

　近くを歩いた市民は、ちらりと警備員たちのほうを見て、そのまま通り過ぎていく。

「いきましょう」

　イレーネさんに促されて、僕らはこっそりと移動を開始した。

　議事堂が見えるように位置取りしながら、城のほうへ。

　議事堂のほうは、状況がだいぶ変わっているようだった。警備員たちはせわしなく動き、応援が駆けつけ始める。

「トモ様、もう少しこちらへ」

　エディスさんに従うように、僕は彼女のほうへと寄った。城のほうから来た警備員が、僕らの前を通り過ぎて議事堂のほうへ向かう。

「随分と紛糾しているみたいだな」

　シュゼットさんが、その様子を見て呟いた。多くの警備員が議事堂のほうへ集まってきている。

　そのすきに石畳を抜けて、城のほうへ。さすがに、城の正門にはちゃんと警備がいた。

「こっちだ」

　僕らはシュゼットさんに誘導されて、予定されていた侵入口に向かう。

　完全な裏よりも、中途半端な場所のほうが、先に手薄になりやすい。

　僕らは予定どおりに城内に侵入した。

「トモアキは特に気をつけてくれ。見つかったときに言い訳がきかない」

「はい」

　僕は静かに頷く。万が一見つかっても平気なシュゼットさんを先頭に、エディスさんをしんがりにして僕らは移動していく。

「トモくん」

　イレーネさんが僕の手を握った。はぐれないように、僕を安心させるように。

　彼女の柔らかな手が僕を包み込む。僕も、ぎゅっと握り返した。交渉の場で、一番緊張するのは、きっと彼女だから。

「アネットたちのおかげだな」

　先頭で、シュゼットさんが言った。

「警備がだいぶ手薄になっている。これは、議会のほうがよほど荒れたのだろう」

「さすがに大臣の元妻からの暴露に、京の都の大使ともなれば、多数派も無視出来ないでしょうしね」

「うん。みんなのおかげだね」

　僕も頷いた。いろんな人たちの協力と頑張りで、僕らはここにいる。

　この侵入ルートや警備の配置だって、シュゼットさんはもちろん、他にもたくさんの人たちが力を貸してくれたからこそわかったことだ。

　驚くほどスムーズに、僕らは城内を歩いていく。静かな城内は、少しアネットさんの屋敷を思い出した。

　女王が孤独ということはないだろう。ただ、姿を偽って暮らしている彼女に、本当に気を許せる人がどのくらいいるのだろうか。立場だってある。そう考えればこの静かさも──。

「よし。私はここに残って、万が一警備の人間が女王の部屋に行こうとしたら食い止めよう」

「シュゼットさん？」

「ここから先は、女王の部屋まで一本道だ。ここさえ押さえておけば、邪魔は入らない」

　彼女は力強く頷いて、いつも仕事中に着けている政務官の仮面を外した。

　シュゼットさんの綺麗な顔が外気に晒される。その瞳はまっすぐだった。

「どっちにしても、陛下との交渉で私が言えることはない。反対に、ここで兵を止めて時間稼ぎが出来るのも、立場的に私だけだろう？」

　シュゼットさんの言葉には、迷いがない。

「適材適所だ。ここは任せてくれ。……陛下との謁見は、三人に任せる」

　シュゼットさんは仮面を被り直した。その姿は、容姿というハンデを乗り越えて政務官まで上り詰めた女性の、凜々しいものだった。

「ええ。それじゃあ任せるわ、シュゼットさん」

「ああ。イレーネ。そっちは任せたぞ」

　彼女たちは頷きあった。

「ほら、いきますわよトモ様」

「う、うん」

　エディスさんにうながされて頷いた。移動の前にシュゼットさんに声をかける。

「よろしくお願いします」

「うん。そっちも期待してるぞ、トモアキ」

　仮面で隠れていても、彼女が笑いかけてくれているような気がした。

　僕ら三人は、シュゼットさんにこの場を任せて、更に奥、女王の部屋を目指す。

「本当に静かですわね」

　先頭にまわったエディスさんが小さく呟いた。

　静かな一本道の廊下を歩いていく。

　城そのものが大きいせいか、廊下も長い。けれど、角を一つ曲がると、そこはもう女王の部屋だった。

「ここですわ。わたくしは後ろに。それではお姉様、トモ様、いよいよですわよ」

「ええ」

「うん」

　僕らは頷いた。いよいよ、女王との対面だ。ノックの後、イレーネさんが扉を開く。

　その後ろを僕が、更に後ろをエディスさんが進んでいく。

　ドアの閉まる音が、妙に大きく響いた気がした。

　さすが女王の部屋、というべきなのか、とても広い。

　けれど、その部屋の入り口とテーブルや椅子のセットから奥がカーテンで覆われていた。

　外側からは、中のほうが見通せないようになっている。

　その向こうで、シルエットが動いた。その影は、女性のものだ。多分、彼女が女王なのだろう。

　シルエットはカーテンの向こうで止まり、こちらに来る様子はない。

「この部屋に直接立ち入るとはなにごとであるか」

　やがて、彼女から声が掛かる。

　それはなんてことのない、本当に事務的な言葉だった。

　けれどその声色だけで、彼女が女王なのだと確信できる。

　それだけの威厳と、気品を誇っていた。

「用件を申してみよ。我が直接、聞いてやろう」

　硬直してしまった僕に小さく頷いて、イレーネさんが一歩前に出た。







[image: ]




　一歩前に出たイレーネさんが仮面を外したので、僕もそれにならった。

　彼女はよく通る声で、しゃべり出す。

「私はイレーネ・バール・バトンと申します。ブロッサムという街で、町長をしております」

　イレーネさんは小さく息を吸い、はっきりとした声で言った。

「突然のお願いではありますが、私たちの街を、ブロッサムを認めていただきたいのです」

「ブロッサム？」

　カーテンの向こうで、女王の声色が少し変わったのがわかる。

　シルエットは動きを止めて、こちらを覗き込もうとしているかのようだった。

　こちらからは、女王……イザベルさんの姿は見えない。向こうからはどうなのだろうか。

　何か特別な生地なり、魔法なりで見えるのかもしれない。それとも、見えないのに興味が湧いて、つい覗き込もうとしたのだろうか。

「ブロッサムは、容姿差別を理由に故郷や居場所を失った者たちが暮らしている街です。ただ、最近出来たものなので、まだ国には街として認められていません」

「ああ、我も聞いたことがある。そうか、お主がそこの町長か」

　女王は理解したように頷いた。

「今の、容姿差別を推進している政府では、私たちの街が認められることはありません。そして、このままではいつまた追い出されるかわかりません。私たちにとっては唯一の居場所なのです」

　イレーネさんはそこで言葉を切って、今度は大きく息を吸い込んだ。

「ですからどうか、女王陛下のお力をお借りしたいのです。今の主流派を倒し、容姿差別の撤廃と、私たちの街を認めていただくために」

　イレーネさんが深く頭を下げた。僕もすぐに真似をして、頭を下げる。

「で、あるか。なるほど、お主らの嘆願はわかった」

　シルエットがわずかに動く。続いて発せられる言葉には、単に女王としてのものだけではなく、イザベルさんの気持ちが乗っているような気がした。

「容姿差別の苦労は、我も少しはわかるつもりだ。主らの気持ちもわかる」

　理解を示してくれたような彼女の言葉に、僕は思わずガッツポーズのように拳を握りしめる。

　そうだ、イザベルさんは、エディスさんの母親でもあるんだ。

　だったら、僕らにも協力して──。

「しかしな」

　直後に発せられたイザベルさんの声には、もう温度がなかった。

　それは冷徹な、立場としての発言だ。

「今の政府は、とても大きな力をもっている。主らの、我の一存で倒してしまえるものではないのだ。そんなことをすれば、民はどうなる？　今の政府を失えば、この国は混乱するかもしれない。容姿差別を撤廃しようとする少数派に、国をとりまとめてきちんと運営する能力があるとも限らないのだ」

　女王の影が、首を横に振る。

「我は女王として、そんな賭けに簡単に乗ることは出来ない。主らの気持ちは理解出来るが、そこに共感して協力することは──」

「ああもう、うっとうしいですわね！」

　カラン、と仮面を投げ捨てて、前に出たエディスさんがカーテンをはぎ取る。

「そんなところにこそこそと隠れてないで、ちゃんと出てきてくださいまし」

「な、なにをする!?　我は──エディス？」

「お久しぶりですわ、母さん」

　それは、エディスさんの言葉遣いや振る舞いからは不自然な呼びかけ。けれどその分、女王と娘という立場ではなく、ただの母娘だという感じがした。

「ああ、エディスなのか……我は」

　言いかけたイザベルさんは、後ろにいた僕らに気付き急いで顔を隠す。そして何かを唱えようとした。

「必要ありませんわ。お姉様もトモ様も、ブロッサムの住人ですのよ？　母さんも姿を偽る必要などありませんわ」

「で、あるか……」

　頷いて、イザベルさんが顔を隠していた手をどける。

　先程も驚いたけれど、あらためて見ると、やっぱりびっくりだ。

　イザベルさんの髪は、エディスさんと同じ金色。それは納得だ。

　顔も、エディスさんの可愛さと、イザベルさんの美しさという違いはあるけれど、どことなく似ている。それもよくわかる。

　僕が驚いたのは、イザベルさんの若さだ。

　母親にはとても見えない。どちらかと言えば姉のほうが近いのではないだろうか。

　十歳くらい年の離れた姉、と言われるのが一番納得出来る。

　この国の女性がみんなそうであるように、イザベルさんの服も露出が高い。

　そこからのぞく肌もハリがありそうで、谷間が強調されている大きな胸も妖艶な魅力を放っていた。

　イザベルさんに見とれていた僕は、慌てて彼女の顔へ意識を戻す。すると、彼女のほうも僕をじっと見ていたようで、目が合った。イザベルさんが慌てて視線を僕からそらす。

　けれどちらちらと、イザベルさんは僕の全身を見ているようだった。女王の彼女からしても、黒目黒髪は珍しいのだろうか。

　いや、ありのままの姿の彼女に見とれて、鼻の下をのばしている男が珍しかったのかも知れない。ちょっと、視線がぶしつけすぎたのかも。

「母さん」

　エディスさんの声に、全員の視線が彼女へと移る。

「お姉様の街──ブロッサムは、わたくしたちにとって最後の居場所なのですわ。だからどうか、街だけでも認めてくださいませんか？　他で居場所を失った者が逃げ込める場所としてでも……」

「う、ううむ……」

　イザベルさんの声に迷いが生じる。見つめられているエディスさんは毅然とした態度でその視線を受け止めていた。

「エディス、立派になったな」

　しみじみと呟くその声は、女王という立場ではなく、母としてのイザベルさんのものだった。

「イレーネ」

「はい」

　呼びかけられて、イレーネさんが前へ出る。

「エディスのこと、母として礼を言う。──本当に、ありがとう」

　頷くイレーネさんと頭を下げるイザベルさんを見て、エディスさんはくすぐったそうに身をよじった。

「我も、街くらいは認めてやりたいと思うのだ。ただ、今の政府は徹底的な容姿差別によって成り立っているから、このままの政府では難しい」

　迷うようなイザベルさんの瞳には、個人としての思いと女王としての立場が混ざっていた。

　そして、エディスさんのことを含め、イザベルさんはこれまで自分を殺してでも女王として正しくあろうとした人だ。だから──。

「トモくん」

　イレーネさんが、僕に呼びかけて、頷いた。

　彼女と結婚の約束をした直後、言われたことを思い出す。

『私以外の女性も愛してほしいの』

『この街にいる子たちは愛を知らない……。昨日、トモくんに愛されて、愛の素晴らしさを知ったの』

　イザベルさんはブロッサムにいるわけじゃない。だけど、同じだと思ったのだ。

　不利となる容姿を隠すことは出来ても、好きに振る舞えたわけじゃない。王族なら、結婚も当然、家柄や政治が絡んでのものだろう。それが幸せじゃないとは限らない。

　でも、イザベルさんの場合は、自分の姿を偽っての関係だったはずだ。

　本当の姿を隠して、自分を押し殺してきたイザベルさんには、ありのままを取り戻して欲しかった。

　そして、僕に出来ることは一つしかない。

「イザベルさん、僕とセックスしてください」

「む？　……ごくっ。もう一度、言ってもらえるか？」

「僕と、セックスしてください」

　まっすぐにイザベルさんを見つめて、僕は言った。

「トモ様は、ブロッサムの女性たちをセックスで救ってきたのですわ。わたくしたちを愛して、解放してくださるの」

「で、あるか。うむ」

　イザベルさんは半信半疑みたいだったけれど、僕の姿を見て、唾を飲んでいた。

　この世界では、女性のほうが性欲が強い。男性はあまり積極的ではないというし、彼女も性生活に満足してはいないのだろう。

　エディスさんがイザベルさんに近寄って、囁いた。

「それに、トモ様は巨根で絶倫ですのよ。他の男性とは違いますわ。とっても……」

「な、なるほど……ごくっ」

　言葉を濁したエディスさんに、イザベルさんが唾を飲んだ。その視線が、僕の股間へと向かう。

　頬も赤く、少し息が荒い。綺麗な女性がそんな風に自分の股間を見ていると思うと、僕のほうも少し反応してしまう。

　イザベルさんは咳払いをし、威厳を保つように声を出す。

「よいだろう。我とセックスすることを許可しよう。そうすれば、我にもブロッサムの者たちの気持ちがわかるかもしれぬ」

　言葉はしっかりしていたけれど、イザベルさんはわずかに太股をすりあわせていた。そんな彼女を見ていると、僕は彼女にいっぱい気持ちよくなってもらいたくなる。

「決まりですわね。それではお姉様。わたくしたちは、少し外へ出ていましょうか」

「ええ。そうね。陛下、失礼いたします」

「うむ」

　イレーネさんの挨拶に、イザベルさんが答える。

　ふたりが部屋を出ると、イザベルさんがまっすぐに僕を見つめた。

「それじゃあ、イザベルさん。ベッドへ行きましょうか」

「ああ、そうだな」

　僕はエスコートするように、彼女の手をとった。
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　イザベルさんをベッドに連れて行く。

　そこまでは僕が手を引いたけど、ベッドについた途端、彼女のほうがリードし始めた。

「では、ゆくぞ」

　待ちきれない、というように、彼女は僕の下半身だけを素早く脱がした。

　そして、自らも必要な部分だけをはだけさせて、そのまま僕に覆いかぶさろうとしてくる。

　イザベルさんの豊かなおっぱいが開放されて大きく揺れる。彼女の慌ただしい動作に翻弄されるように、重量感溢れる胸が僕の目の前で弾んでいた。年齢を感じさせない肌は、きっと日ごろの努力あってのものだろう。

　そんな姿を見せつけられて、僕の股間が反応し始める。

　けれどそこで、急に彼女は動きを止めた。

「む。すまない。少し急ぎすぎたようだな。魔法を使うのを忘れていた」

「な、何をするつもりなんですか？」

　セックスに魔法を使う必要があるのだろうか。生活が便利になることの延長で、性生活が潤う魔法？　なんにせよ、先に知っておきたかった。

「む？　いや、我の見た目を良くするだけだが。主も抱くなら美人のほうがよかろう？」

　確かに、それはそのとおりだ。若々しい見た目、ハリのある肌。大きな胸、細いくびれ。イザベルさんのような美人なら、僕だって喜んで抱きたい。

「ブロッサムにいたくらいだ。見た目に偏見はないのだろう。それでも、中身が同じなら見栄えがいいほうがよかろう」

「そのままのイザベルさんがいいです」

　僕は即答した。

　もちろん僕にとって、今のままのイザベルさんのほうが魅力的だ、というのもある。

　だけどそれ以上に、イザベルさんにとって自然体でいて欲しかったのだ。

　姿を偽ったり、立場で押し殺してきたりしたものを、僕の前では全てさらけだして欲しい。

　それはこの世界の偏見や常識のない、よそ者の僕だから出来ることのはずだ。

　気持ちを伝えるために、僕のほうから動く。

　イザベルさんの胸にゆっくりと手を伸ばした。磨きぬかれた肌が、吸い付いてくる。僕の手が、彼女の大きなおっぱいを柔らかく変形させた。

「んっ、大きな胸に飛びつくなど、変わったやつだな……ほう」

　魔法を使わなくていい、という言葉を完全に信用したわけではないのだろうが、イザベルさんは一応納得してくれたみたいだ。

　彼女の胸を堪能したことで膨らみ始めた肉棒を、その目がとらえる。

「これは大きい……ごくっ。それでは、まずは胸を使ってやろう」

　この世界の常識にならって、イザベルさんが主導権を取り戻す。

　彼女は大きなおっぱいを使って、僕の肉棒を挟み込んだ。

「うはっ！　これはとても……熱くて、大きくて、硬い。これが本当に、男のちんぽなのか？」

　柔らかい感触が僕の肉棒を包み込む。彼女がむにむにと手を動かすのに合わせて、竿を挟み込んだおっぱいがいやらしく形を変えていく。

「んっ、胸がやけどしそうだ。それにこんな……じゅる」

　イザベルさんが、おっぱいに包まれたペニスへ向けて、唾液を垂らす。

　彼女の口からこぼれ落ちた唾が、白く柔らかな胸に覆われた、硬く色も違う異質な肉棒にかかる。

　ややだらしなくも見えるが、口を開いて唾を落とすその表情はとてもエロい。

　唾が上乳を伝って、谷間に流れ落ちていく。様子をじっと見ていると、僕の肉棒がピクリとはねた。

「ん？　どうした？」

　彼女の顔が上がり、僕のほうへ目を向ける。パイズリの最中だから、それは上目遣いになる。

　迫力ある美人のイザベルさんが、僕の肉棒を胸に挟み、こちらを見上げているのだ。そんな目で見つめられたら、僕の肉棒はまた反応してしまう。

「感じてるのか？　この我の姿を見て？」

「イザベルさんの姿、とてもエッチですよ」

「ほう。……ほう」

　二回頷いたイザベルさんの目が、彼女の胸からはみ出している僕の亀頭部分に注がれる。

　そして押しつぶす動きに咥えて、上下にも動き始めた。

　彼女のとても大きな胸は僕の肉棒をすっかり飲み込んでしまう。そしてその豊満な胸から自分のペニスがとび出す瞬間も、とても目をひく光景だ。

「興奮しているのか？　大きな胸に、こうしてちんぽを食べられて」

　彼女の動きが激しくなり始める。大きく胸を動かして、竿を擦り上げていく。

「胸に挟んでいて、形がはっきりとわかるぞ」

　肉棒に合わせて形を変える胸が、いやらしく絡みついてくる。

「ふっ、はっ、どうだ？　こうされるのがいいのか？」

　にちゃにちゃと音を立てながら、イザベルさんが胸を動かした。

　イザベルさんの興奮も高まってきたようで、顔を赤くして荒々しく胸を動かしていく。

　大きな胸にふさわしい乳首も、しっかりたちあがっていた。

　威厳のある、女王のロイヤル乳首だ。

　僕は手を伸ばして、その乳首をつまみ上げる。しっかりとした感触を感じながら、コリコリと指をすりあわせた。

「ぉほおっ!!　い、いきなり何をする!?」

「イザベルさんの乳首を弄ってるんです」

　胸のほうへ押し込んでみても、すぐにピンと立ち上がって戻ってくる。指に擦り寄る淫乱乳首だ。

「ああんっ！　ふっ、そんな。男のほうから責められるなんてっ」

　女王は積極的に動く側だったのだろう。新鮮な快感に、喜んでもらえているみたいだった。

　僕は腰も動かして、多少強引に彼女の胸を突いていく。

「んぁっ！　胸の中を、熱いちんぽが暴れてるっ！　あっ、くっ！」

　高貴なおっぱいを、僕の乱暴な肉棒が突き回す。すみずみまで手入れの行き届いた肉体を、荒々しく堪能する。彼女の唾液と、僕の我慢汁でおっぱいはもうヌレヌレだった。

　抵抗も少なく、滑るように彼女の胸を犯していく。

「ああっ、いいっ！　んっ、ふぁっ！」

　もちろん、乳首のほうも弄っていく。硬くなっては指にほぐされる乳首が、彼女の快感を高めていく。

　彼女は腕に力を入れて、自らの胸をさらに押しつぶした。

　そうすると、中にある僕の肉棒はきつくおっぱいに抱きしめられる。

「捕まえた。これでどうだ。れろ」

「うぁっ」

　胸からはみ出した亀頭を、イザベルさんの舌が舐めあげる。竿の大部分は柔らかなおっぱいに包まれて、亀頭部分は艶めかしい舌に弄ばれる。

　イザベルさん自身も興奮して、どんどん大胆になっていく。

「ぺろ、ちゅ、じゅるっ、れろれろ」

　唾液まみれにした亀頭から口が離れる。そしてすぐにおっぱいに飲み込まれた。

　そして、上下だけじゃなく左右や、回すように胸を動かし始める。

　完全に見えなくなった肉棒が、イザベルさんのおっぱいの中でシェイクされる。

　予測できない多方向からの快感に、僕は限界を迎えそうになる。

　その様子を感じ取ったのか、イザベルさんが妖しく微笑んだ。

「ふふっ、いいぞ。イってしまえ。だが、もちろんその後も絞りとるぞ」

　ラストスパートは勢いよく純粋な上下こすりあげ。

　彼女の谷間から、僕の肉棒が素早く顔を出したり引っ込んだりを繰り返す。

「うっ、もう、イキますっ」

「うわっ、すごい……」

　最後は思いっきり腰を突き上げた。おっぱいから生えたような肉棒が、勢い良く射精する。

　噴水のように高く飛び出した精液が、イザベルさんの顔や胸にだばだばと降り注いで汚していった。

　彼女の肌に僕の精液が絡みついて、どろりと伝って落ちる。

「こんなに濃くて、量も多い……」

「ご、ごめんなさい、イザベルさん」

「謝ることなどない。むしろこれだけ出したことを誇ってもいいくらいだ」

　イザベルさんの舌が、顔にかかった精液をぺろりと舐め上げた。

「んっ。こんなのを中に出されたら……ごくり」

　イザベルさんのエッチな姿に、射精して収まりかけた勃起がまた始まる。

　ゆるやかに包まれたおっぱいの中で、むくむくと肉棒が膨らんでいった。

「おおっ。もう復活している。これが、ブロッサムの者たちを……」

　彼女は胸の中の肉棒を見つめるようにしてから、僕の顔ヘと視線を移した。

「本当に、トモアキ様こそが救世主なのかもしれぬな」

　イザベルさんがまっすぐにそう言った。

　僕は、自分をそんな大それたものだとは思っていない。だけど、目の前の人を少しでも楽にしてあげられたなら、嬉しいと思うんだ。

　目の前のイザベルさんにも、もっと気持ちよくなってほしい。

　次はいよいよ本番だ。

　イザベルさんは、精液まみれの顔や身体を拭っていく。

　こちらに背を向けて拭いているイザベルさんの背中からお尻にかけてのラインが目に入る。

　くびれの部分は折れそうなほどに細く、けれどお尻の部分はきゅっとしまっていながらも十分なボリュームがある。

　こんなに魅力的なのに、普段は魔法で隠しているなんて、もったいない。

　彼女が身体を拭いて準備をしている間に、僕のほうもすっかり準備ができてしまったみたいだ。

　大きくなった肉棒が、急かすように彼女のほうを向いていた。
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　振り向いたイザベルさんの目が、もうすっかり勃起した僕の肉棒へと向いた。

「おお！　もう準備が出来ているとは。さすがだ」

　彼女は立ち上がり、自分の服の中に手を入れた。

　そしてするすると下着を脱いでいく。

　丸まった下着を足から引き抜く際に、かなり際どいところまでまくれ上がる。

　脱いだ下着を放り投げると、彼女はこちらに近づいてきた。

「さ、トモアキ様。そこに横になるのだ」

　彼女に言われるまま、僕はベッドに横になった。まずはこの世界の常識どおりに、イザベルさんに主導権を握ってもらう。

　立場や世の中を重視するイザベルさんには、そのほうが抵抗も少ないだろう。

　寝そべった僕の上に、イザベルさんが跨る。

　見上げると、彼女の秘所がしっかりと確認できた。もうすっかり湿っており、みだらなお汁を流していた。

　愛液が太ももを伝って、僕の身体に落ちる。

　大きな胸の向こうにかろうじて見えるイザベルさんの顔は紅潮していて、息も荒い。

「ああ、我の身体で、ちんぽをこんなにガチガチにして」

　イザベルさんの手が、僕の肉棒を掴む。

「熱くて、硬い。これが今から、我の中に入るのだな」

　天へ向いた竿を上から擦って、彼女はうっとりと呟いた。じわっと溢れだした蜜が、彼女の股間からこぼれ落ちた。

「では、ゆくぞ」

　イザベルさんはゆっくりと腰を下ろしてく。

　膣口と亀頭が触れ合い、すぐにぬぷぬぷと飲み込まれていく。

「ふぅあぁっ！　なんだこれ……太い」

　早くも声を上げながら、イザベルさんはそのまま腰を沈ませ続けた。

「ま、まだ入るのか。こんなっ、奥まで」

　膣内にペニスを飲み込みながら、彼女は驚きの声を出す。

「う、入ったな。ちんぽがこんなに膣内を満たすなんて」

　感嘆の声が降ってくる。

　僕にまたがっているイザベルさんを見上げると、彼女の表情は満足気だった。

　少し後ろにそった姿勢で、大きなおっぱいが強い存在感を放っている。

　下乳とぷっくりした乳首。とてもいい眺めだ。

「それじゃあ、動くぞ」

　彼女がゆっくりと腰を動かし始める。

　すっかり濡れた膣内はとてもスムーズだ。

「うっ、なんだこれは。こんな……」

「イザベルさん、どうしたんですか？」

　不思議そうな声を上げるイザベルさんを、僕は覗きこむ。

「いや、まだわからん。もっと、激しくっ、あんっ！」

　急に腰をの動きを激しくし始めるイザベルさん。油断していた僕は、一気に膣内で扱き上げられて、思わず声を漏らした。

「あっ！　んっ、くっ、ふぅ！　やはり、これはっ、んぁっ！」

　ジュリュ、ジュリュッと音を立てながら、イザベルさんが激しく腰を振っていく。

　接合部からは愛液が飛び散って、僕の下腹部を濡らした。

　大きく開かれたイザベルさんの秘裂を、僕の肉棒が貫いている。

「んんっ！　あっ、ぐっ、もう、イキそうだ。腰が、止まらないっ」

　僕の上でガンガンと腰を降るイザベルさん。その表情はもうすっかりとろけきって、快楽を追い求めるように、自由に腰を振り続ける。

「ああっ、あっあっ、もうイク、ぅあ、イックゥゥゥゥ！」

　僕の上で大きく身体を仰け反らせて、イザベルさんが果てた。

　大きな胸が激しく揺れて、魅力的に弾んでいる。

「ぅ……こんなにはやくイってしまうなんて初めてだ」

「いいんですよ、素直に感じて。今まで、いろんなことを考えすぎてたんですよ。もっと自分が思うまま、気持ちよくなっちゃって下さい」

「あひぃっ！　そんな、突然、んんっ！」

　今度は、僕が下から腰を突き上げる。イったばかりでひくひくと痙攣している膣内を、思いっきり蹂躙した。

「おほぉ！　ふぅぁっ！　ダメッ！　まだ、イったばかりなのだぞっ！　そんなに激しくされたら……」

　イザベルさんの身体は、もうちゃんと感じ方をわかっている。僕が多少強引に動いても、ちゃんと快楽を求めて調整ができているみたいだ。

「何回イってもいいんですよ。好きなだけイっちゃってください」

　だから僕は、乱暴に彼女を突き上げ続けた。

「あっあっ、らめっ！　またすぐ、ぅぁっ！　ぐわぁぁぁぁぁ！」

　獣のような声を上げて、イザベルさんが先程よりも激しく身体を震わせた。

　一度目の快感を残したまま迎えた二度目の絶頂で、イザベルさんはイった姿勢のまま天を仰いだ。

　僕からは見えないけれど、きっとだらしないイキ顔を晒しているのだろう。

　流石にやり過ぎちゃったかな、と僕は少し彼女の様子を見守った。

「ぅ……こんなに気持ちよくなるなんて。我はトモアキ様をあなどっていたようだ」

　しばらくして気を取り戻したイザベルさんが、そう言いながら微笑んだ。

「ありのままのセックスがこんなにいいものだとはな。いや、トモアキ様が上手いのか」

「きっと、いろいろなものから開放されているからですよ」

　僕は感想を口にして、彼女の乳房に手を伸ばした。

　下から胸を支えるように持ち上げる。指が沈み込んで胸が形を変えた。

　手に収まらないほど大きなおっぱいはずっしりと重い。

「ふあっ。トモアキ様は、大きな胸が好きなのか？」

「ええ、大好きです」

　答えながら、マッサージするように揉んでいく。いつまでも飽きない柔らかさだ。

「本当だ。今、我の膣内でちんぽが動いたぞ」

　彼女はにやりと笑って、腰を動かし始める。縦だけではなく、横の動きも使って感じる場所を探していくようだ。

　深く腰を下ろしてペニスを飲み込んだ膣が、円を描くようにぐりぐりと動く。

　抽送とは違うタイプの快感が、肉棒の根本にじわじわと集まってくる。

「まだ、トモアキ様のザーメンをこっちで味わってないからな。まずは一発、搾り取らせてもらうぞ」

　そして前後に動かしたまま、腰を上下に細かく動かした。

　多方向からの刺激に、僕は思わず声を上げてしまう。

「うっ、あ」

「ほう、この角度がいいのか。では、ここを、んっ、重点的、にあんっ！」

　僕の弱いところを見つけると、そこを責め続ける。もちろん彼女のほうも感じるようで、嬌声は途切れることなく漏れ続ける。

　彼女が気持ちいいなら、僕のほうから言うことはない。

　あとは行動で直接示して、もっと気持ちよくなってもらうだけだ。

「あふっ！　おぅ、んっ！　ぅぁ……まだ、んぁっ！　ちんぽが、中でぐりぐり擦れてっ」

　彼女の腰を掴んで、深く突き入れる。

「こっちはどうですか？」

「んぅっ！　そこはダメッ、奥まで、ああっ！」

　子宮口を突き上げて、亀頭でそのままこすりつける。

　テクニックを磨いている彼女も、奥のほうはあまり強くないはずだ。

「いぐぅ！　おぅ、奥、突かれてっ！　んほぅ、あぐ！　イグゥゥゥゥッ!!」

　快楽責めで激しく乱れながら、イザベルさんがイった。

「あう……」

　涙やよだれで顔を濡らした、イザベルさんの無防備なイキ顔が見える。

　最初に見たときの気品や力強さはなく、ただ乱れきった女性の顔がそこにあった。

「すごい」

　小さく呟いた彼女の目に、鋭い光が宿る。僕の背筋を冷たいものがはしった。

「我には、まだまだ知らない快楽がたくさんあるようだ。こんなにすごいものだなんて知らなかった」

　散々イっていたのに、さらに何かのスイッチが入ったらしい。イザベルさんは目を爛々と輝かせて、前後左右、縦横無尽に腰を振り始めた。

　荒々しいながらも、彼女の膣内は僕にしっかりと快感を伝えてくる。

　キツイだけでは出せない包み込むような膣内の感触と、乱暴にも思える動きの組み合わせが、他とは違う気持ちよさを生み出している。

「んうっ、どうだ？　うはっ、ここはっ、我のほうが、あふぅっ！」

「ぐっ……イザベルさん、僕もう、イキそうです」

「ああっ！　いいぞ、そのまま我の膣内に、濃いザーメンを味わわせてくれっ！」

　僕の胸に両手をついて、イザベルさんが強く腰を振った。

　バシンバシンッ！　と肉同士がぶつかり合う音が響く。接合部分が汁を撒き散らしながら、肉棒を吐き出しては飲み込んでいく。

「おほぉ！　うあっ、ふっ、あぐっ、もうイグ、あっあっ、おおぉぉぉぉうぅぅ！」

　イザベルさんはイきながらも激しく腰を振る。上下の快感に、締め上げる快感が重なって、僕の肉棒が激しく爆発した。

　彼女の膣内を真っ白な精液が跳びはねる。

「うはっ！　ザーメンが、我の奥を突き上げてくるっ！」

　先ほどの噴水みたいな射精と同じ勢いが、イザベルさんの膣内で吹き上がる。

　膣で思う存分精液を飲み込んだイザベルさんの身体を持ち上げる。

　互いの体液まみれでテラテラと光っている僕の肉棒と、ぐっしょりと湿ったシーツが行為の激しさを物語っていた。

「すっかりはしたない姿を見せてしまったな」

　イザベルさんがベッドの上に座って言った。先程までつながっていた彼女の股間も、体液でぐしょぐしょになっていた。

　僕も上半身を起こして、ベッドの上に座る形になる。

「ここまでくると、他の体位も試してみたくなるな」

「イザベルさん？」

　貪欲になった彼女の手が、まだ行為の痕跡そのままな僕の肉棒を包み込む。

　射精を終えて小さくなった竿を、優しく擦り上げる。

　にちゅにちゅといういやらしい音と、期待に潤んだイザベルさんの目。そしてその掌の感触に、僕の肉棒はまた力を取り戻したのだった。
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「服も、全部脱いじゃいましょう」

　すでに散々乱れてしわになってしまいそうな服を、僕は脱がしていく。

　本来隠すべき部分はもうお互い存分に見ていたけれど、全裸となるとまた違うのか、イザベルさんはベッドの上で小さく身体をくねらせた。

「我自身の裸を見られることなど、なかったから……」

　胸の下から腰骨までクロスさせて、お腹を隠すようにしている。細すぎる彼女のくびれは、この世界だとコンプレックスなのかもしれない。

　僕にとってはとても魅力的だし、本来強気そうな美人であるイザベルさんが、恥じらって隠している姿というのも興奮材料だ。

「んっ。体位なんだが、次はバックがいい」

「バックですか？」

　てっきり彼女のほうが中心になって動ける体位かと思っていたので、僕は聞き返した。

「うむ。先程は、女性が攻めるスタンダードな騎乗位だったから、今度は反対に男性が攻める後背位を試してみたいのだ」

「わかりました」

　僕は力強く頷いた。彼女が攻められたいというのなら、僕は精一杯期待に応えることにしよう。

「じゃあまず、四つん這いになってお尻を向けて、僕からよく見えるように広げて下さい」

「あ、ああ」

　少し空気の変わった僕に戸惑いつつも、イザベルさんが頷いた。そしてうながされるまま、僕に背を向けてベッドに手をついた。

　くっ、とおしりが持ち上げられて、僕のほうへ突き出される。

　そして四つん這いのまま、少しずつ足を開いていった。

　そうすると必然的に、あそこもアナルも丸見えになる。

　彼女のほうからは僕の動きが見えないのに、僕のほうからは彼女の身体が丸見えだ。

「イザベルさんのアナルもおまんこも、ばっちり見えてますよ」

「ん。そ、そうか」

　あくまで四つん這いのまま、もじもじと身体を揺するイザベルさん。その姿は、かえって僕を誘っているように見える。

　だから、そのお尻に手を伸ばした。

「んっ！」

　見えていない彼女にしてみれば、いきなりのことだったのだろう。驚きの声を上げた。

　僕は掴んだ彼女のお尻を、ゆっくりと左右に引っ張ってみる。

「そ、そんなところ拡げるのはよすのだ」

　イザベルさんのアナルがひくひくと動いていた。ピンク色の穴はまるで、すぼめた口のようだ。

　同時に開かれた秘所からは、愛液が止めどなく溢れている。

「見せつけるようにこぼれ落ちてきますね」

　前と後ろ、二つの穴を前にして、僕は尋ねる。

「イザベルさんは、この後どうして欲しいですか？」

「我のおまんこを、トモアキ様のちんぽでガンガン突いて欲しいのだ！」

「わかりました」

　彼女の返事を聞いた僕は、腰を掴んで一気に秘部を貫いた。

「あひぃ！　そんな急に、あんっ！」

　もう散々乱れた後だ。準備も必要ない。

　彼女の希望どおり、貫いてすぐに激しく腰を振り始める。

　パンパン肉の打ち合う音を立てながら、彼女に腰を打ち付ける。

「おうっ！　あっあっ、ちんぽが奥まで来てるっ！」

　先程の名残を掻き出すように、カリが膣壁をひっかいていく。

「ぅんっ！　セックスが、こんなにいいなんてっ！　あぅ、我は、んあっ！」

　手足をしっかり突いているので力を入れやすいのか、奥まで突くたびにイザベルさんの膣壁がぎゅっと締まって肉棒に快感を与えてくる。

「うあっ！　トモアキ様のちんぽが、我のおまんこをズンズン突いてるっ！　一番奥までちんぽが叩いてるぅっ！」

　何かが吹っ切れたのか、イザベルさんのギアが上がっているような気がした。

　快感の最高速度がどんどんと更新されていっているみたいだ。

「らめぇ！　おまんこ、きゅんきゅんきてるっ！　でっかいちんぽにぐりぐりされて、じゅぶじゅぶ愛液溢れてくるのぉ！」

　僕の腰にこすりつけるように、イザベルさんがお尻をふりふりと動かした。

　状況を口にすることでどんどんと快感を高めているのか、饒舌になってから言葉以上に蜜が溢れ出して、本当にじゅぶじゅぶと淫猥な水音を奏でている。

「あうっ、んっ！　あっあっ！　もう、イクっ！」

　ガクガクと四肢を震わせながらイザベルさんが絶頂した。

「うあぁぁっ！　イってるのに、止まらないっ。ちんぽぉ！　今突かれたら、すぐに、それらめっ、もっとぉぉおぉ！」

　引きかけた波が、再び押し寄せる。連続の絶頂で、膣内がリズム外の蠕動をした。

「うぁっ、そんな連続でイったりしたら」

　僕のほうもやばそうだ。

「ああんっ！　奥まで刺さったちんぽが、膨らんできたぁっ！　先っぽがぷくって、ぅあぁっ！　そんなに太くして突いたら、またっ、んはぁぁぁあぁぁ！」

「あぐっ、僕ももうイキそうです」

「イクのだっ！　我のおまんこにつつまれて、トモアキ様の極太ちんぽ、ビクビクイっちゃえぇぇっ！」

　イザベルさんが振り向いて、僕と目が合う。その瞬間、僕は彼女の中に精液をぶちまけた。

「来てるぅ！　トモアキ様の濃厚ザーメンが、我の子宮にびゅるびゅるあたってるぅ！　ザーメンとちんぽに膣内ぐちゃぐちゃにされてっ、イッグゥゥゥゥッッ!!」
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「ああっ、今イカないでくださいっ」

「無理なのだっ！　元気な精子とちんぽに奥まで犯されて、おまんこが疼いてるのぉ！」

　イザベルさんのほうから強引に腰を動かしてくる。イったばかりの敏感な肉棒を擦りあげられて、かすかな痛みが快感に塗りつぶされていく。

「我のおまんこが、イったばかりのちんぽをもぐもぐしてる。情けなくないのかっ！　我はまだイけるぞっ！　ふにぁ、おほぉ！」

　挑発に答えるように腰を突き出すと、イザベルさんは首を跳ね上げて喘いだ。

　隙を与えないように、そのまま腰を振り続ける。

「うあぁ！　また硬くなったっ！　トモアキ様の強壮ちんぽ最高ぅぅっ！」

「イザベルさんが、こんなにエッチだったなんて。だったら思う存分イっちゃってください！」

「あひぃ！　若いちんぽの強引セックスにドハマりするぅ！　おまんこぐちゅぐちゅに突かれて、またイク、ああっ、イクゥゥゥ！」

　背筋を伸ばしてイったイザベルさんが、上半身をがくんと倒した。

　お尻だけを高く突き上げる格好で、こちらを振り向く。

　涙とよだれで顔をぐずぐずにしたイザベルさんの目は、とろんと潤んでいた。

「そんなエッチな瞳でおねだりしないでくださいっ」

　イキすぎて酸素が足りないのか、何も言わずに腰だけを僕に打ち付けてくる。

　こんな状態でもまだ気持ちよくなりたいなんて、さすがにお仕置きが必要だ。

「んああぁぁぁぁぁっ！　ふっ、くっ、あん、んんっ！　おぉっ、ほぉぉぉっ！」

　獣よりも激しく喘ぎ声を上げるイザベルさん。それだけ、今まで我慢していたのだろう。

　それによく考えてみれば、彼女はエディスさんのお母さんなのだ。

　エッチなのは遺伝なのだろう。

「ぅあっ！　らめ、壊れるぅぅ！　もっとぉ！　んのぉっ！」

「どれだけ淫乱なんですか、ぐっ」

　積極的すぎる求めに、僕のほうまでつられて高められていく。

　イザベルさんの膣内を、もっと抉るように責めていった。

「んあぁぁぁっ！　子宮までおちんぽゴリゴリ届いてるぅ！　あっあっ、またっ」

　僕も、また限界を迎えつつある。

　イザベルさんの体力もそろそろ限界だろう。

「最後も思いっきり、イってください」

「こほぉ！　大きいのくるっ、来ちゃう、おぉぅ！　イクイクイッ、グゥゥゥゥゥッッッ!!」

　びゅるるるるっ！　と合わせて僕も目一杯の射精をした。

　尿道を痛いほど精液が駆け抜けて、彼女の膣内に溢れる。

「ぁぐっ……」

　最大の絶頂を迎えて、イザベルさんが崩れ落ちる。

　気を失ってしまったようで、さすがに今度はそのまま起き上がってくることはなかった。

　荒い息が、次第に穏やかな寝息に変わっていく。

　僕の肉棒は体液まみれで、すっかりふやけたみたいになってしまっていた。

　普段なら服だけ整えて、このまま寝かせてあげたいところだけれど、今はそうもいかない。

　僕は最低限イザベルさんの身なりを整えて、自分もちゃんと服を着る。

　そしてなるべく優しく彼女を揺すった。

「イザベルさん、大丈夫ですか？」

「ぁ……う？」

　ぼんやりと目を覚ましたイザベルさんの目が僕の姿をとらえる。

　そして先程の激しい行為を思い出したのか、ぼっと顔を赤くした。

　シーツを胸に抱くようにして、こちらを見上げる。

「さ、さっきのことは忘れて欲しい……」

「無理ですよ。激しく乱れていたイザベルさん、とっても可愛かったから」

「うぅ……わかった」

　呻きながら、彼女が小さく呟いた。

「こんなの、我の負けに決まっているではないか。ごほんっ」

　軽く咳払いをして、彼女はゆっくりと立ち上がった。

　激しすぎる行為のせいで、少し足が震えている。思わず支えに行こうとした僕を、彼女は手で制した。

「大丈夫だ。それより、ふたりを呼んできてくれ」

「わかりました」

　僕は頷いて、部屋の外で待っているだろう、イレーネさんとエディスさんを迎えに行った。
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　部屋の外で待ってたイレーネさんとエディスさんを呼んでくる。

　イザベルさんは遮るもののないまま、僕ら三人に向かい合った。もちろん、魔法なんて使わない自らの姿で。

　そして彼女は話しはじめた。

　その声はもう威厳ある女王のものに戻っていた。

　先程の乱れた様子はちっとも見せない、見事な変わり身の早さだ。

「ブロッサムの街を国に認めさせると、我、イザベル・フィン・オードランの名にかけて約束しよう」

「ありがとうございます！」

　イザベルさんの言葉に、イレーネさんが大きくお礼の言葉を述べた。

「トモアキ様に解放されて思ったのだ。容姿差別は、頑張って耐えればいいというものではないのだと」

　イザベルさんの目が僕のほうを向く。彼女の顔には、今まで容姿差別を容認せざるを得なかった自分への、憤りと後悔が浮かんでいる気がした。

　僕は背中を押すように、彼女に頷いてみせる。

「街を認めるのは、約束として必ず果たそう。そしてそれとは別に、我はこの姿を民衆に晒し、容姿差別の是正に取り組んでいきたいと思う。……こちらは、どのくらい効果を上げるかわからぬが」

　イザベルさんの力強い宣言に、僕らは驚いた。

　特にイレーネさんの驚きは大きいらしく、完全に絶句してしまっている。

　先に口を開いたのはエディスさんだった。

「そんなことをすれば、政府から目の敵にされてしまいますわよ!?」

「かもしれぬな」

　イザベルさんはこともなげに頷いた。

　その姿には強い決意が宿っている。

　決して、僕らやエディスさんのために犠牲になろうというのではない。イザベルさん自身の、問題意識と行動なのだと伝わってきた。

　それを感じとったのか、エディスさんも黙り込む。でも、その顔には心配の表情が浮かんだままだ。

　理解は出来ても、割り切れないものがあるのだろう。エディスさん自身は、姫でありながら、容姿を理由に城から出されてしまったのだし。

　自分の母親が城を追われるかもしれない、となれば心配にもなる。

　エディスさんの様子に気づき、イザベルさんは母としての強さを見せるように軽く笑って見せた。

「なに、もしも追われるようなことがあれば、ブロッサムに逃げ込めばいい。で、あろう？」

「はい。もしそんなことになったら、是非いらしてください」

　イレーネさんは優しく頷いた。

　不敵に笑うイザベルさんを見て、エディスさんも笑っている。

　となれば、あとは議会のほうはどうなったのだろうか。あの様子なら、まだまだ混乱が収まるまで時間はかかりそうだ。

　帰るときはみんな一緒だし、どこでアネットさんたちを待とうかな。

　目的を果たして安心した僕は、ぼんやりとそんなことを考えていた。

「それにしても」

　エディスさんが、小さく呟く。

　彼女も安心したのか、その声はすこしぼっーとしているようだった。

　そうだ。エディスさんとイザベルさんを、母娘ふたりきりにしてあげるのはどうだろう。

　イザベルさんは中央で容姿差別是正のためにがんばってくれるんだし、エディスさんはブロッサムに帰るんだ。

　行き来が簡単になるとはいえ、離れて暮らすことに変わりはない。

　僕はイレーネさんにアイコンタクトを送る。

　今度は僕とイレーネさんが、部屋の前で待っていればいい。

「そうね」

　僕の合図を受け取ったイレーネさんが、はっとしたように頷いた。

　その目は少し潤んでいた。彼女も緊張の糸が切れて、力が抜けているのかも知れない。

「エディスさん」

　僕はさっそく、部屋を出る意志を伝えようと彼女を呼ぶ。

「ひゃいっ!?」

　エディスさんは何故か、驚いたような声を上げて、僕をまじまじと見た。

　そして僕が続きを口にする前に、こちらの袖を引っ張って、僕を上目遣いに見つめた。

「ねえ、トモ様？」

「な、なに？」

「まだ、時間はありますわよね？」

「……うん、そうだね！」

　僕は力強く頷いた。

　エディスさんの、お願いの内容はわかっている。僕もちょうど、そう言い出そうとしていたところだ。

　だから、先に了承を伝えることにした。

「そうしよう。僕とイレーネさんは少し外に──」

「わたくしをここで抱いて欲しいのです。……え、いいのですか？」

「は？」

　僕の言葉に重なった、エディスさんのお願いに思わず疑問の声を上げる。

「この部屋に満ちている濃厚な性臭を嗅いでいたら、わたくし……」

　もじもじと太股をすりあわせながら、エディスさんが可愛らしくおねだりしてくる。

　その姿はとても魅力的だけど……。

「トモくん!?」

　ほら、イレーネさんも驚いてるじゃないか。

「エディスとイザベル様をふたりっきりにしてあげる間、廊下で私を愛してくれるってさっきアイコンタクトを送ってくれたのに」

　後半は伝えてないですよ!?

「私もこんな臭いを嗅いでいたら……」

　イレーネさんも頬を染めて、身体をくねらせている。

「ふたりとも落ち着いてください！　そもそもイレーネさんはともかく、エディスさんはそれでいいの？」

「んっ……こんな状態で我慢するほうが難しいですわ。トモ様のちんぽがいけないんですのよ」

「ええっ」

　とんでもない責任転嫁に、僕は抗議の声を上げる。

「ふむ」

　イザベルさんはなにか頷いて、僕ら三人を見た。呆れているのかもしれない。そりゃそうだろう。

　イザベルさんとセックスしたときとは違う。今回のは、ただの欲望なんだから。

「我に妙案があるぞ」

　イザベルさんは自信満々に、言葉を続けた。

「エディスはトモアキ様とセックスしたい。イレーネもトモアキ様とセックスがしたい。そしてトモアキ様は、エディスと我に同じ時間を過ごさせたい。そうだな？」

「はい」

　と僕ら三人は頷いた。

　エディスさん、頷いちゃうのか。それだけ求めてくれることは嬉しいけれど。

「うむ、ならばこうすればいい。──このまま四人でヤってしまうのだ！」

　まさに名案！　とばかりにイザベルさんが言った。返す言葉のない僕は、ふたりのほうをうかがう。

「なるほど、それなら問題なさそうね」

「はい、お姉様。わたくしもそれでいいと思いますわ。ね、トモ様？」

「ええっ!?」

　僕は思わず、一歩後ずさる。

　けれど素早く後ろに回り込んだエディスさんに抱えられてベッドのほうへ連れて行かれてしまう。

　本物のお姫様にお姫様だっこをされた僕に、イザベルさんとイレーネさんも集まってくる。

「ちょ、ちょっと三人とも」

　慌てて起き上がろうとするけれど、すぐに三人に押さえつけられてしまう。

　三人とも、完全に発情しきった瞳で僕を見つめてくる。

　その顔と、身体に当たる三者三様の柔らかな身体の感触に、意志に反して僕の肉棒が反応し始める。

「トモ様のちんぽ、もう大きくなってきてますわ」

　エディスさんが瑞々しくしなやかな身体を押しつけながら、服越しに僕の肉棒をなで上げる。

「ふふっ。トモ君も納得してくれたみたいね？」

　イレーネさんが均整のとれた女性らしいボディーをしなだれさせて、僕の耳元で囁く。

「ああ。素晴らしい絶倫っぷりだな、トモアキ様……ごくっ」

　イザベルさんが成熟した妖艶な肉体を僕にあてながら、唾を飲んだ。

「あう」

　三人の肉食系美女に囲まれて、僕はなすすべなく食べられてしまう草食動物のように縮こまった。

　だけどもちろん、肉棒だけはこれから起こることへの期待でびんびんのままだ。

「たまにはわたくしたちも、トモ様の期待に応えないといけませんわね？」

「ああ。トモアキ様にはしてもらってばかりだったからな。今度は我の番だ」

「トモ君もたいへんね？　もちろん、私のことも忘れないでね？」

　三人の手が僕の身体に伸びて、もみくちゃにされる。

　服をはぎ取るようにむいていくのに、その手はとても思いやりに満ちていて、僕が痛くないように動かされていた。

　むしろ、服を脱がすついでに、太股や胸、肉棒を優しく撫でられて気持ちよさを感じるほどだった。

　自分の服に遮られたり、三人の身体が行ったり来たりして視認は出来ない。

　だけど、誰の手がどこを撫でているのかは、触られた感触だけでわかった。

　エディスさんの手が、直接的にすりすりと肉棒を擦りあげる。

　イザベルさんの手は、内股をさわさわと愛撫していた。

　イレーネさんの手が、僕の乳首をころころと弄ぶ。

「う、あっ！」

　思わず声を上げると、いつの間にか全裸にされてしまった僕の前に三人の美女が並んでいた。

「バキバキに勃起してますわ」

　三人の発情した目が、存在を強く主張している僕の肉棒へと集まる。

「それじゃあ、始めましょうか？」
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　服を脱がされた僕の前に、三人の美女がいる。イレーネさんとエディスさんとイザベルさんだ。

　三人とも、先程のもみくちゃで服は乱れている。

　ただでさえ露出の多い服だから、こうなるともうほとんど意味がないんだ。

　中途半端に布がまとわりついているだけ、という姿もなかなかにエロい。

　そんな三人を前にしたら、僕の肉棒が収まるはずなんてなかった。

「トモ様のはしたないちんぽは、相変わらず立派ですわね」

　僕の股間に顔を寄せて、エディスさんが囁く。

「うむ。元気でいいことだ」

「それじゃあトモくん、いくわね？」

　イザベルさんとイレーネさんも顔を寄せて、三人揃って僕の肉棒にしゃぶりついた。

　三人の顔が僕の股間付近で押し合っている。互いの頬やおでこがくっついていて、とても仲良しみたいだ。みんながのばす舌が僕の竿をちろちろと舐め回していた。

「ちゅ。れろ、んっ、れろ。さすがに、三人だと舐めにくいですわね」

「んっ、にちゅ。トモくん、気持ちいい？」

「はい。それに、すごくいい眺めです」

　イレーネさんの問いかけに、僕は頷いた。

　三人の美女が、群がるように僕の肉棒を舐めている。その状況そのものに、すごく興奮する。

「れろ、はむっ！」

「ちゅるっ。母さん、何してるんですの!?」

「ふぃふぉうふぉ」

「うあ……」

　ふたりの隙を突いて亀頭を咥え込んだイザベルさんが、咎めるエディスさんに答える。

　亀頭を咥えたままもごもごと口の中で動かされて、絶妙な刺激に思わず声が出た。

「ずるいですわ。じゅるっ」

　対抗するように、エディスさんが横向きに竿を舐めあげる。ハーモニカフェラだ。

　エディスさんの口が、僕の竿を上下に動いていく。

　舐め上げながら、イザベルさんが僕の右腿に、エディスさんが左腿に跨がった。

「きゅぽん。れろ、ちゅ」

　亀頭部分を離したイザベルさんが竿の中程を右側から舐め始める。

「それじゃあ、私はこっちかしら。れろ」

　中央に顔を寄せたイレーネさんが、金玉を舐めあげる。

　舌を出して、片方の玉を持ち上げてみたり、下側をなぞるように舐め回す。

　肉棒本体に与えられるのとは違う刺激に、尾てい骨のあたりに痺れが走った。

「うぁっ」

　思わず声が出てしまう。

「ちんぽがぴくって跳ねましたわ」

　エディスさんの楽しそうな声。三人分の舌使いに、僕は言葉を返す余裕も奪われてしまう。

「んっ、れろ、あっ！　ガチガチちんぽ舐めながら、太もも擦り付けるの気持ちいいっ！」

　イザベルさんの女性器が僕の脛に押し付けられて前後する。

　目では見えないが、汗とは違うだろう液体が右の脛を濡らしていった。

　なだらかなイザベルさんの股間が、ぬるぬるになった脛の上を滑っていく。

「何をしてますの!?」

　エディスさんが驚いたような声を上げながら、イザベルさんに向けて叫ぶ。彼女の太ももがぎゅっと閉じられて、僕の足を挟み込んだ。

　骨ばった僕の足とは違う、女性らしい柔らかさのある気持ちいい太ももだ。

「あぅ」

　その間に、イレーネさんは玉袋を口に含んで、中でころころと転がす。

　シワの部分を舌でなぞられて、ぞわぞわとした快感が走る。

「ああっ、脛の部分にごりごりあたってるっ！　トモアキ様の硬い骨がおまんこに擦れてるっ！」

　イザベルさんが表情もとろけて乱れ始める。肉棒を舐めながら腰を振る姿に目を奪われる。

　右と真ん中からの刺激に、僕の意識はもっていかれそうだ。

「れろ、んちゅ。むぅ……かぷっ」

「うわっ」

　ほっとかれ気味だったエディスさんが、僕の肉棒を甘噛みした。

　ガチガチになっていた竿に、もっと硬い歯の感触が当たる。

　本当にちょっと歯を立てたくらいのもので、痛気持ちいいくらいだ。

　それでも場所が場所なので過剰に反応してしまう。

「ちょっとはわたくしのほうにも反応してくださいな」

　すねたようなエディスさんに、僕はようやく顔を向けた。だけど、僕がなにか言うよりも早く、右側からのびてきたイザベルさんの舌が、噛まれた肉棒を舐め上げた。

「れろれろ、ぺろ。トモアキ様の元気ちんぽに傷がついたらどうするんだ。れろ、ちゅ」

　イザベルさんが、歯のあたった場所を消毒するように舐めまわす。広く舐めあげたり、舌を細くしてピンポイントでなぞりあげたり。それがまた、普段とは違う快楽になって僕を刺激する。

「そんなに強く噛んでませんわ」

　反論するエディスさんに構わず、イザベルさんが舐め続ける。

「母さん、邪魔ですわよ！」

　自分の側をイザベルさんに強引に舐められて、エディスさんが抗議する。

「あらあら」

　イレーネさんはそんな様子を楽しそうに見守りながら、玉から竿の根本までを舐め回していた。

　袋と竿の根本の境目辺りに、イレーネさんの舌が進入する。

　種類の違う快楽を与えられて、僕はなすすべなく追い込まれていく。

　取り合ったりこすりつけたりしているふたりと違い、イレーネさんは途切れることなく僕を気持よくさせようとしていた。

「はむっ、じょぼっ、ちゅう。んあっ！　確かにこれはいいですわ。んっ」

「そうだろう!?　トモアキ様のちんぽを舐めながら、足も犯しているのだっ！」

　エディスさんとイザベルさんは、気づけばふたりして僕の足に腰を擦りつけている。

　左右の足にまたがった母娘が、同じように肉棒を舐めながら腰を振っている。女王とお姫様が僕の身体を求めているんだ。ふたりの腰使いによって、僕の足は愛液まみれになっていた。

　顔を寄せて肉棒を舐めながら、僕の足でオナニーする美女ふたり。興奮しないはずがなかった。

「ふふっ、トモくん、そろそろイキそうなの？　金玉が上がってきたわ」

　玉や竿の根本を舐めていたイレーネさんが、肉棒を辿って先端へと上がってくる。

　爆発しそうな精液よりも一足早くたどり着き、僕の亀頭をくわえ込んだ。

「ぱくっ。れろ、ちゅぱっ。トモくん、思いっきり出してね？」

　そう言って微笑むと、一気にバキュームを始める。

「ちゅぅぅ！　じゅる、れろ、じゅるるっ」

「はむっ。れろ、んちゅ」

「ちゅう、れろれろ、くちゅ」

　それに合わせて、エディスさんとイザベルさんも、左右から肉棒を責めていく。

　最後へ向けた三人のフェラに、金玉から肉棒を通って精液が駆け上がるのを感じた。

「じゅぼぼぼぼっ！　じゅるるっ、んくっ、じゅうううぅぅぅぅ！」

　イレーネさんの強い吸い込みに合わせるように射精した。

　勢い良く飛び出た精液が、バキュームに合わせて喉の奥まで犯していく。

「んぐっ。ごくっ、じゅるっ、んくっ」

　イレーネさんの喉が、僕の精液を飲み込むために動く。

　彼女が口を離すと、エディスさんとイザベルさんが僕の肉棒を舐め始める。

　残った精液をふたりの舌が舐めとっていく。

「れろ、ちゅっ、小さくなりませんわね」

　カリの裏側に舌を這わせながら、エディスさんが上目遣いに僕を見た。

「そんな風に舐められてたら」

「ちゅ。トモアキ様の強壮ちんぽはまだまだいけるだろう？　れろれろ」

　イったばかりで敏感な肉棒を舐められて気持ちよさに呻く僕を、ふたりはおもちゃみたいに弄ぶ。

　小さくなる暇を与えられずに、まだ勃起したままの肉棒を見ていたふたりの顔が、すこしずつ変わり始めた。

　イザベルさんが、唾液まみれになった肉棒を手で擦り始める。

「トモアキ様、次はこの極太ちんぽを我のおまんこに挿れて欲しい」

　肉棒を奪い取るようにしてエディスさんが懇願した。

「ずるいですわよ！　トモ様、わたくしに挿れて下さい」

　肉棒を弄びこそしないものの、イレーネさんもそれに続く。

「トモくん、私もそろそろ限界なの」

　三人のおねだりを見て、僕は立ち上がる。やられっぱなしだったけど、今度は僕の番だった。
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　広いベッドに、三人の美女が四つん這いになっている。

　大事なところが丸見えの状態で、三人は僕を待っていた。

　左から、エディスさん、イレーネさん、イザベルさんの順だ。

　三人とも全裸になり、僕にお尻を向けている。

　瑞々しく、生意気そうにツンと上を向いたエディスさんのお尻。

　女性らしく魅力的な、しなやかにカーブを描いたイレーネさんの身体。

　丁寧に磨き上げられた、気品あふれるイザベルさんの肌。

　壮観だ。

　今日だけでもたくさん射精したはずなのに、僕の肉棒は硬く反り返っている。

　まだまだ彼女たちを求めているようだ。

「さすがトモアキ様の剛健ちんぽだ！　もう復活しているとはっ」

　イザベルさんが目を輝かせながら、僕の肉棒に視線を送る。

「トモ様のちんぽ、すっごくエッチな形をしてますわ」

「四つん這いで振り返っているエディスさんも、十分エッチですよ」

　答えながら、僕は誰から挿れようかを考える。

「トモくん？　どうしたの？」

　イレーネさんからにしようと思ったけれど、本気になった彼女相手だと僕のほうが全部搾り取られてしまう可能性が高い。

　ふたりきりのときならそれもいいけれど、エディスさんやイザベルさんを満足させられないまま力尽きるのはまずい。

「トモアキ様、我に挿れて欲しい！」

　声を上げたのはイザベルさんだった。

「エディスさん、おとなしいですね？」

　僕は気になって、声をかける。エディスさんなら真っ先に手を上げそうなのに。

「そんなことありませんわ。トモ様が、わたくしに一番先に挿れたいとおっしゃるのなら、準備はできてましてよ」

　エディスさんはつんとおしりを持ち上げて、僕にアピールしてきた。

　素直じゃないな。まあ、エディスさんが後でもいいと言うのなら、まずはイザベルさんにしよう。

「じゃあ、イザベルさんからにするね」

「はぁ!?　どういうことですの!?」

　エディスさんが強く抗議の声を上げた。

「わたくしに最初に挿れたいのなら、準備できているといいましたよね!?」

「それは聞いたけど。イザベルさんは最初がいいって言うから」

　僕はエディスさんの言葉を返しながら、イザベルさんの後ろに回った。

「ぐぬぬ……変態野郎。どこまでもわたくしを侮辱するおつもりですわね」

　四つん這いのままぷるぷると震えているエディスさんも可愛らしい。

　普段は押されっぱなしだけど、エッチのときだけは弱いエディスさんを見られるんだ。

「イザベルさん、準備はいいですか？」

「ああ。もちろんだ。おまんこが、ちんぽを求めてるぞ」

「……本当だ」

　後ろから膣口にふれると、いやらしい蜜が溢れ出てきた。

　先ほど濡らされた足を思い出す。これならすぐにでも挿れられるだろう。

「じゃあ、いきますよ」

「んうっ！　硬いちんぽでおまんこ貫いてぇ！」

　膣口に肉棒をあてがい、一気に腰を突き出した。

「んぁあ！　極太ちんぽがずぶずぶ入ってきたぁ！」

　イザベルさんを最初にしたのは、彼女が乱れやすいから、というのもある。

　彼女の感じっぷりを横で見ることで、ふたりも楽しんでくれると思ったのだ。

　僕は勢い良く腰を降る。

　腰を打ち付け合うバシンバシンという音を響かせながら、激しい抽送を繰り返す。

「おほぉ！　ガンガン奥まで突かれて、かき回されてるのぉ！」

　イザベルさんの膣内を犯しながら、僕はふたりのほうへ目を向ける。

　激しい声を上げるイザベルさんに、ふたりとももじもじとし始める。

「おふたりとも、少し待っていてくださいね。もし我慢できないなら、ひとりでしててもいいですよ」

「またあなたはそうやって……！」

　こちらを睨みつけながらも、エディスさんの手は自らの秘部に伸びていく。

　睨まれながらっていうのも、悪くないかもしれない。まずはエディスさんが、つられてイレーネさんもオナニーを始めたのを確認し、僕はイザベルさんに囁く。

「イザベルさんがあまりにエッチだから、ふたりとも耐え切れなくなっちゃいましたよ」

「ああんっ！　耳元で囁くのダメっ！　囁くときに奥までグリグリされるのも、んっ！」

　音だけで言葉は聞こえていないのか、イザベルさんは嬌声を上げ続ける。

「ちんぽぉ！　ズポズポおまんこかき回されて、イクッ、あ、ああぁあぁぁ！」

　娘の前ではしたなく絶頂して、イザベルさんが身体を震わせた。

　だけどまだだ。次々溢れてくる豊富な水源に向けて、僕は肉棒を突き立てていく。

　じゅぶじゅぶと卑猥な水音を立てながら、肉棒が膣を出入りする。

「あひぃ！　イったばかりのおまんこに、硬いちんぽズブズブするのらめぇっ！」

　だめだなんて言いながら、むしろ彼女のほうから積極的に腰を振ってくる。

　僕はちらりとふたりのほうを確認した。

　ふたりとも四つん這いのまま、自分の秘部をいじってトロトロにしている。

「んはぁ！　膣内に極太ちんぽきてるっ！　一番奥まで叩かれて、お腹の奥からお汁溢れてくるよぅ！」

　イザベルさんの言葉が想像を掻き立てるのか、ふたりの指の動きも激しくなっていく。

　僕はイザベルさんに意識を戻して、さらに激しく腰を動かし始めた。

「うぁっ！　んっ、あっ、めっ、イク、イクゥゥゥ！」

　背中を仰け反らせるようにして、イザベルさんが再び絶頂した。

　膣内が絶頂に合わせて収縮する。肉棒に絡みつき、搾り取ろうと動いてくる。

「んあっ、トモアキ様のちんぽ、もっと大きくなったぁ！　ザーメン。トモアキ様の濃厚牡ザーメン注いでぇぇ！」

「ぅあっ」

　膣内だけでなく、腰全体を使って肉棒を絞りとるような彼女の動きに、僕も耐え切れそうにない。

「もう、いきますっ」

「あっあっ、んっ、あ、イク、ふぁぁあぁぁぁっっ！」

　彼女と同時に僕もイった。

「ぅぁ……トモアキ様のザーメンが、ドロドロ中にでてるぅ」

　連続イキでイザベルさんの身体が崩れ落ちる。流石に今日一日でヤリ過ぎたのかもしれない。

　満足そうなイザベルさんから肉棒を引き抜くと、エディスさんの目が怖いくらいに注がれていた。

　ここまでくると、獰猛な獣みたいだ。これ以上待たせるのは危険かもしれない。

「エディスさん？」

「どうかしましたか？」

　言葉だけは冷静だけど、彼女の目はじっと肉棒に向かったままだ。

　これは早く彼女を気持よくして、可愛いエディスさんに戻ってもらわないと。

「次はエディスさんの番にしようと思うんだけど」

「よろしいですわよ」

　口調はそのままなのに、エディスさんの番だと言った途端に彼女から蜜が溢れた。

　素直な彼女に気をよくして、僕はエディスさんのうしろに回りこむ。

　彼女の蜜壺に手を伸ばすと、もうすっかりほぐされて準備ができているようだった。

「すいぶんと、念入りに準備してくれていたんだね」

「それは……んっ、トモ様が」

　僕は周りをなぞるようにしながら、膣の中やクリトリスには触れずに彼女を焦らし続ける。

　そしてもう片方の手で、イレーネさんの秘部を触り始める。

「あっ、トモくん、私」

「ごめんなさい。もう少し待っていてくださいね」

　イレーネさんを触っているほうは、むしろ快感を伝えられるように陰核を撫で上げ、膣中に指を入れてひっかく。

「んっ、トモくんの指、入ってるっ」

「ちょっと、何をしてますの？」

　弱い刺激しかこないエディスさんが、僕を睨みつけた。

　そして自ら腰を動かし始め、僕の指がクリトリスに当たるように追ってくる。

　それを避けて、また周りばかりをゆるやかに撫でる。

「ちょ、待ちなさい、この変態野郎っ」

　エディスさんが少し泣きそうになりながら、お尻をふりふりしている。

　少し、いじめすぎちゃったかな。僕は両手でエディスさんの腰を掴んで固定する。

　そして、ヒクヒクと動いている膣口に肉棒をあてがった。

「それじゃ挿れるね。……ゆっくり挿れるのと、一気に挿れるの、どっちがいい？」

「どっちでも……一気！　一気がいいですわあぁあぁぁぁ！」

　どっちでもなんて言うから、あてがった肉棒を離しかける。

　すると、彼女は一気がいいと口にしたので、期待どおりにすぐ挿入した。

「んっ……ようやく入ってきましたわ」

「それじゃ、動くよ」

　焦らしてしまった分、最初から強めに腰を振っていく。キツイ締め付けで、彼女がどれだけ肉棒を求めていたかがわかる。すべすべのお尻を撫でながら、彼女の膣内を押し広げていった。

「あっ、ふっ、んっ、どうせなら、撫でるよりも叩かれるほうがっ」

　言葉より先に、お尻にビンタした。

「あひぃっ！」

　エディスさんの膣壁が、叩かれてきゅっと締まる。やっぱりＭっ気があるみたいだ。

「ねえ、エディスさん。自分が何をされてるか口に出してみてよ。そしたらもっと気持ちいいかもしれないよ？」

　後ろから貫かれたままこっちを振り向いたエディスさんに、僕は微笑みを浮かべた。
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　先程よりも腰を激しく動かした。

　カリが膣壁を引っ掻いて、彼女の中を掻き回していく。

　僕はもう一度、彼女のお尻を叩いた。

「あうっ！　ちんぽでおまんこを突かれながら、お尻を叩かれてまふっ！」

「お尻を叩かれるのは嫌い？　もうやめて欲しい？」

「気持ちいいですわっ！　もっと叩いてほし、ひゃうっ！」

　期待に応えるようにお尻を叩く。

　叩くたびに、彼女の膣内がきゅうきゅうと僕の肉棒を締め付ける。

　彼女が喜んでくれているとわかるから、僕もおしりを叩くことが出来るんだ。

「お尻を叩かれて喜ぶなんて。それも、イザベルさんやイレーネさんの隣りでっ」

「ひぃぅっ！　そんなことっ！　あっあっ、わたくしっ！」

　ちらりと横を見たエディスさんが、大きく嬌声を上げる。

　ここぞとばかりに僕は抽送を激しくした。

　きつく絡みついてくる膣内を蹂躙していく。

「らめっ！　あっ、んんっ、ふっ！　あひぃっ、んあぁぁぁっ！」

　イっている最中も腰を止めず、彼女のお尻を叩いた。

「んうっ！　イってる最中に叩くのらめぇっ！」

　夢中になりすぎて、白いお尻が少し赤くなってしまった。

　僕が優しく撫でていると、エディスさんのほうから腰を振って掌に打ちつけてくる。

「エディスさん……そんなに叩かれたいなんて。おしおきです」

「おほぉ！　トモ様の掌が、わたくしのお尻をいじめてますっ」

　もちろん、腰を振るのも忘れていない。角度をつけて、違う場所に刺激を与えていく。

「トモ様のちんぽが、わたくしのおまんこをぐじゅぐじゅ掻き回してますわっ！　んぁっ！　ふっ、あっ！」

　膣壁の蠕動が肉棒を締めあげる。抽送のたびに体液が溢れ、キツイ膣内もスムーズに動くことが出来る。

　叩かれるごとに感じているエディスさんが、どんどん息を荒くしていく。

「ああっ！　トモ様のちんぽ、中で膨らんできましたわ。もうイキそうですの？」

　彼女はこちらを振り向き、挑発するように続けた。

「女の子のお尻を叩きながら感じるなんて、さすが変態野郎ですわああぁぁぁあ！」

「叩かれて感じてるエディスさんに言われたくないよ」

　僕がおしおきで叩くと、彼女は大きく声を上げてイった。

　ぎゅっと膣内が締り、僕も耐え切れずに射精する。

「あう……わたくしの中におさまらないほど、いっぱいザーメン出てますわね」

　恍惚とした声で、エディスさんが呟く。

　そして、すぐにいたずらっぽい口調になって、僕をからかった。

「叩いた拍子にイってしまうなんて、トモ様も立派な変態ですわね」

「違いますよっ」

　僕は慌てて否定するけれど、言うだけ言って満足したのか、エディスさんはそのまま身体を崩してしまう。

　エッチが終わった途端にこれだ。エッチの最中以外で、エディスさんに勝つのは無理みたいだった。

「イレーネさん、お待たせしました」

　僕はあらためて、イレーネさんのほうへ向かう。

「トモくん、トモくんっ！　もう……私っ」

　荒い息をあげながら、彼女がこちらに迫ってくる。

　待たせてしまった時間を埋めるように、僕は彼女を後ろから抱きしめた。

　ゆっくりと挿入しようとしたけれど、先端が入った途端、彼女のほうから腰を動かして肉棒を飲み込んでいく。

「んあっ！　ひっ、くぅ……やっと、入ってきたぁ」

　よっぽど我慢していたのか、挿入した途端、膣内が肉棒をうねるように締め付ける。

「トモくん、もう我慢できないの。一番激しく腰を振ってぇ……」

　細かく上下にお尻を振りながら、イレーネさんがおねだりをする。

　焦らされて愛液をダラダラに垂らしている接合部と、丸みのあるお尻。そして弓なりになった背中のライン。

　こちらを振り向いた顔は、頬を染めて目をうるませた発情顔だ。

　イレーネさんのそんな姿を見せられたら、頼まれなくたって腰を振ってしまう。

「おほぉ！　あっ、んなっ！　ふ、んおぉぉぉ！」

　僕とイレーネさん、ふたり分の欲望のまま、激しく腰を打ちつける。

　散々焦らしたおかげで、彼女の性感はすでに高まっている。

「イレーネさん、凄い締め付けですっ」

「あひぃ！　あんっ、トモくんが激しく突くからぁっ！」

　貪欲になった膣壁の波が、僕の肉棒を絡めとる。

　引くときにも肉棒を逃がさないように、ヒダがぴったりと張り付いてくる。

　カリとヒダが刺激し合い、ズチュズチュとはしたない水音が響き渡る。

「ああっ、んっ！　やぁ、イク、イッちゃう」

「何回でもイッて下さい。満足するまで掻き回してあげます」

「んはぁぁぁ！　トモくん、トモくん、私、イクゥゥゥッ！」

　イレーネさんの身体が大きく跳ねた。

　ぐっと身体をそらして、顔と腰は高く上がる。

　長い髪が舞って、揺れる。

「うわっ」

　彼女のイキ姿に見とれていると、膣内がきゅうきゅうと僕を締め付けた。

　あやうく僕のほうまでもイってしまうところだった。腰にぐっと力を入れて、なんとか耐える。

「んっ、ぅ、トモくん」

　彼女が僕の名前を呼んだ。僕は応えるように、腰を掴んでいた手で彼女のお尻を撫でる。

「ひゃうっ」

　そのまま背中をなでて、頭のほうへ撫で上げていく。

　汗で張り付いた彼女の赤い髪が、艶めかしく僕を誘っているようだった。

　僕は手を前のほうへ回し、柔らかな身体を抱え込んだ。

　汗で霞むことのない、彼女自身のフェロモンにくらくらする。

「イレーネさん。もっと感じて下さい」

　後ろから抱きしめるようにして、彼女の耳元で囁いた。

「あふっ……トモくんんっ！」

　彼女の耳たぶを口に含んだ。唇でふにふにと愛撫していく。

「あんっ！　それダメぇ……後ろから抱きしめられて、耳元で囁くなんてっ」

　僕は彼女の耳に、ふーっと息を吹きかける。

「ひゃんっ！」

　可愛い声を上げたイレーネさんの膣内が、キュッと締まる。

　後ろから抱きしめる形だから、身体の動きもよくわかる。

　彼女の両手が、シーツを握りしめていた。

「もっと、乱れちゃってください」

　僕は彼女の耳元から顔を離し、腰を強く振り始める。

「あんっ！　んうぅっ！　ひぅん！」

　四つん這いの彼女を、後ろから犯していく。

「んはぁっ！　トモくんのおちんぽが、奥にちゅっちゅキスしてるのぉ！」

　亀頭が子宮口を責めたてる。コツコツと奥を叩いていた。

「ふぅあ！　私の中、トモくんの形になってるぅっ！」

　まるで元々一つだったかのように、ぴったりとした締め付けだ。

「トモくん、トモくんっ……好き、大好きっ」

「僕もですよ、イレーネさん」

　彼女への愛しさが溢れて、快感のほうも限界間近だ。

　腰を振りながら、彼女の背中に吸い付いて、キスマークを残す。

「んぁっ、ふっ、んっ！　トモくん、中で大きくなってるっ」

「はいっ。そろそろイキそうです」

「私もっ……あっあっ、そろそろっ！」

　小刻みで早い抽送を繰り返して、ラストスパートをかけていく。

　膣壁と肉棒と体液がぐちゅぐちゅにからみ合って音を立てる。

　そこに肉を打ち付け合うパンパンという音が響いた。

「ああっ！　ふっ、あんっ、やっ！　めぇっ……んはぁ！」

　イレーネさんの嬌声が重なり、淫猥な三重奏が僕の耳に届く。

　さらに、髪を振り乱して感じているイレーネさんの背中。

　先ほどつけたキスマークと、バックという体位が僕の欲望を膨れ上がらせる。

「くほぉ！　おおぅ！　ほぉ。おおぉぉおぉぉ！」

　低音の喘ぎ声は、僕にしか見せない彼女の乱れた姿だ。

「トモくん、わらひっ、もうイグ、イッちゃうのぉぉっ！」

「うっ、僕も、ぐっ」

「おほぉ！　おうっ！　ぅあっ、イッグゥゥゥゥッッ!!」

　イレーネさんの大きな絶頂に合わせて、僕も全力の射精をした。

　金玉の中身をすべて吐き出すように、勢い良く彼女の中に精液を爆発させる。

「ふぁ……いっぱい出てる……トモくんの精液が、私の中に溢れてる」

　イレーネさんの声を聞きながら、体力を使い果たした僕は、そのまま後ろに倒れ込む。

「トモくん……お疲れさま」

　イレーネさんが満足そうに、僕に微笑みかけてくれる。

　エディスさんとイザベルさんは幸せそうに寝息を立てていた。

　僕は三人の姿を見ながら、うとうとと眠りに落ちていくのだった。
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　あのあと。

　議会ではちょっとした暴動があったらしい。

　多数派のトップだった大臣の不祥事は重く受け止められ、勢力を大きく減退させることになった。

　そして、ブロッサムが街として認められたことと、女王イザベルさんが自らの姿を晒したことで、容姿差別も少し落ち着き始めたみたいだ。

　もちろん、まだ完全に差別がなくなったわけじゃない。

　それでも、今までのようなことは起こりにくくなったし、これからもっとよくなっていくだろう。

「トモ様？」

「あ、はい」

　エディスさんに声をかけられて、僕は慌てて答えた。

　部屋の中をぐるぐると歩き回っていたので、足を止める。

「もう少し落ち着かれてはいかがですか？」

「そ、そうですね」

　緊張しながら、僕は頷く。

　ブロッサムが正式な街として認められて、変わったことがある。

　例えば、道や施設の整備に使うための予算が、国からちゃんとでるようになったこと。

　例えば、近隣の街や商人たちと、ちゃんとした交流が持てるようになったこと。

　そして例えば、役場が置かれるようになったこと。

　つまり、僕とイレーネさんは正式に結婚出来ることになったのだ。

　今日、いよいよブロッサムの役場が稼働し始めるのだ。

「トモくん？」

「は、はい！」

　イレーネさんが部屋に顔を出し、僕に声をかける。

　僕は一度深呼吸をしてから、彼女のほうへ歩を進めた。

「そろそろ行きましょうか？」

　彼女の手には、すでに必要事項が記入された、僕らの婚姻届がある。

　そして空いたほうの手が、僕に差し出される。

　僕は彼女の手を握った。イレーネさんの柔らかな手が、力強く握り返してくる。

「いってらっしゃいませ、お姉様、トモ様。それでは後ほど」

「ええ、また後でね、エディス」

　見送りをしてくれたエディスさんに、イレーネさんは微笑んで返した。

　僕らは、そのまま役場へと向かう。

　ブロッサムが街として認められた時点で、中央の役場などに届けを出すことは出来たのだ。

　異世界人である僕の書類も、その際にちゃっかりと作られていた。だからこそこうして、婚姻届に名前を書くことが出来たのだ。

　だけど、届けはブロッサムの街で出そうと決めていた。

　ここはイレーネさんが作りあげた街だったし、容姿差別派からの開放の象徴だったからでもある。

　だけど何より、僕とイレーネさんが出会った街だったから。

　だから少しだけ遅くなってしまったけど、この街最初の書類として、僕らの婚姻届を出すことにしたのだ。

　僕は、隣を歩くイレーネさんの顔を見る。

　この綺麗な人と結婚するんだ。

　そう思うと、幸せな気持ちがこみ上げてくる。

「どうしたの、トモくん？」

　視線に気づいた彼女が、僕に向けて首を傾げる。

　溢れ出そうな思いを口にするのはまだ早いので、僕は短く応える。

「なんでもないです」

　だけど、どうしたってその顔はきっと緩んでいただろう。

「へんなトモくん」

　そう言うイレーネさんも、さっきから頬が緩みっぱなしだ。

　ふわふわした気分のまま、僕らは役場に着いた。

　一番乗りで扉をくぐり、中へ入る。

　出来たばかりで綺麗な役場内。僕らはまっすぐに窓口へ向かった。

「じゃあ、トモくん、一緒に」

「はい」

　ふたりで婚姻届を持って、役場の窓口に提出する。

　窓口の役人さんは、その場で項目をチェックして、政府の認印をどん、と押した。

「はい、承りました」

　そう言って微笑んだ。

　これで、僕らは正式に夫婦になったのだ。

「トモくん」

「イレーネさん」

　僕らは見つめ合って、そのまま抱きしめ合おうとするのをぐっと堪える。今日のイベントは、これだけじゃないのだ。

　僕らはそのまま手を繋いで、教会のほうへ移動した。

　これから、結婚式を挙げるのだ。





★　　　★　　　★






「だからトモ様」

「あ、はい」

　パーティー用のドレスに着替えたエディスさんに声をかけられて、僕は慌てて答えた。

　さすが、というべきか、彼女は派手なドレスもきっちりと自分のものとして着こなしている。

　先ほど、着替えたエディスさんを目にしたときに、そのことを口にしようとしたら「今日はその言葉、ちゃんととっておくべきですわ」とたしなめられてしまった。

「落ち着きがなさすぎですわよ？　もっとしゃんとなさいませ。せっかく、少しはマシな見た目になっているんですから」

「そ、そうですね」

　僕は曖昧に頷きながら、自分の格好を見下ろす。

　結婚式用のタキシードだ。着慣れない格好に、僕は余計緊張してしまう。

　そこで、ドアがノックされる。メイドさんが僕を呼びに来たのだ。

　僕はエディスさんと一緒に、イレーネさんの待つ部屋へと向かう。ノックすると、向こうからドアが開かれた。

「…………」

　僕は声が出せず、思わず立ち止まって、正面の彼女を眺めた。

　初めて見たときからずっと、イレーネさんのことは綺麗だと思っていたけど。

　ウエディングドレス姿の彼女は、一際輝いて見えた。

「どう、かしら？」

「とても、綺麗です……」

　じっと見つめる僕のせいか、少し恥ずかしげに問われた言葉。僕は何も考えることが出来ずに、ぼうっと思ったままを口していた。

「そう、よかったわ」

　そう言って、イレーネさんは頬を染めて微笑んだ。

　式本番の前に、彼女を見ておいてよかったと思う。

　本番で何の用意もなくこの姿を目にしたら、美しさのあまり僕はフリーズしていただろう。

「お姉様、やっぱりお綺麗ですわ……」

「ありがとう、エディス」

　エディスさんは僕と同じように、ぽーっと彼女を眺めている。

　僕より一歩早く気をとり直したエディスさんが、肘で僕を小突いた。

「さ、トモ様、先に移動しますわよ。本番ではちゃんとしてくださいね」

「ああ、うん、そうだね」

　答えながらも、僕の心はイレーネさんにとらわれたままだ。

「ほら、トモ様！」

「あ、ああ！　うん、大丈夫」

　ようやく正気に戻って、僕はエディスさんに頷いた。

　いよいよ、僕とイレーネさんの結婚式だ。




　新郎として、新婦よりも先に入場した僕は、緊張しながら祭壇の前まで歩いて行く。

　みんな式場に駆けつけ、僕らの結婚を祝ってくれている。

　エディスさんはもちろん、同じ街で時間を過ごしたジュリーさんやニーナ。アネットさんやクラリス。

　中央で多忙なはずのシュゼットさんや、女王であるイザベルさんまで、僕らのために参加してくれたのだ。

　ミオさんも京の都からこの日のためだけに駆けつけてくれた。

　そして、祭壇で式を執り行うのは、シスターであるマリエッタだ。

　結婚式用の祭祀服に身を包んだマリエッタは、日ごろとは違う威厳に満ちていた。きっちりとした彼女の姿に、あらためて今日が特別な日だと教えられて緊張が増していく。

　そして、イレーネさんが入場してくる。

　会場中の視線が彼女に向かい、みんなが感嘆の声を上げている。

　こちらへとゆっくり歩んでくる彼女に、僕も見とれていた。ウエディングドレス姿の彼女は、やっぱりとても綺麗だ。

　僕の元まで来たイレーネさんが、僕の腕を取り、自分の腕を絡ませる。

　彼女の暖かさを感じて、僕は顔を引き締めた。

　マリエッタの声が響き、式が始まる。

　滞りなく式が進んでいき、指輪の交換が求められた。

　僕は緊張で震えながら指輪を手にして、イレーネさんの左手を持ち上げる。なめらかで暖かな彼女の肌に触れていると、少し緊張が和らぐ。

　目の前で微笑んでいるのは、初めて出会ったときからいつも僕を導いていてくれたイレーネさんだ。

　僕は彼女の細い薬指に、銀色の指輪を通した。

「トモくん」

　彼女がうっとりと呟いた。僕は力強く頷いてみせる。

　次に、イレーネさんの小さな手が、僕の左手を持ち上げる。彼女の手に包み込まれて、僕は安心感を覚えた。

　彼女が繊細な手つきで、僕に指輪をはめた。

「それでは、誓いのキスを」

　マリエッタに促されて、僕らは見つめ合う。

　イレーネさんの瞳が、まっすぐに僕を映していた。

　今日まで、いろんなことがあった。

　異世界に来て最初に出会ったのがイレーネさんで、本当に良かったと思う。

　最初に交わした約束どおり、僕らはいよいよ夫婦になるのだ。

　彼女の頬に手を添える。そして、小声で囁く。

「イレーネさん、愛してます」

　みんなが見守る中で、街として認められたブロッサムの教会で。

　僕は愛するイレーネさんの唇に、そっとキスをした。
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　みんなから祝福されて、僕らは無事に結婚式を終えた。

　町長でもあるイレーネさんは、街中の人たちから祝われて大人気だった。

　僕のほうも彼女の夫ということで、会ったことない人たちからもお祝いの言葉をもらい、あらためて彼女のすごさを知ったのだった。

　日が沈むまで大賑わいだった披露宴を終えて、僕らはようやく屋敷に帰ってきた。

　緊張と騒ぎとで疲れた僕は、部屋でひとり、彼女を待っていた。

　女性のほうが性欲が強いこの世界では、初夜も女性から訪ねてくるものなのだそうだ。

　僕はそわそわしながら、イレーネさんが来るのを待っていた。

　思い返してみれば、イレーネさんと出会ってからもう随分と日がたつ。

　突然異世界に来ていて、偶然彼女と出会って、売られそうになったところを助けてもらってから、僕はずっと彼女のそばにいる。

　もちろん、いつもべったりというわけにはいかなかったけど、イレーネさんはいつでも僕を気にかけてくれてた。

　彼女は僕が困るとすぐに助けてくれて……そうだ。

　僕は今まで、彼女を待ったことがなかったかもしれない。

　ゆっくりと考えてみて、初めて気づいた。それだけ、彼女が僕を思ってくれてたのだろう。

　まだまだ、彼女のすべてを知ってるわけじゃない。

　今日の結婚式だって、あんなに多くの人たちが、彼女を慕って集まってくれたんだ。

　イレーネさんがたくさんの人にきっちり対応していく姿を見て、町長としての面を強く感じた。

　だけど今からは個人としての──妻としてのイレーネさんと向き合うことになるんだ。

　あらためて考えると、やっぱりそわそわとして落ち着かない。

　トントントン。

　ビクッと身体が跳ねる。

　思っていたよりも早く、ドアがノックされた。

　僕が素早くドアを開けると、そこには予想どおりイレーネさんが立っていた。

「どうぞ」

　僕は彼女を招き入れる。初夜だと意識すると、なんだか新鮮で緊張してしまう。

　並んでベッドに腰掛ける。僕のすぐ横に、イレーネさんが座った。

　ほのかに伝わる熱が彼女の存在を感じさせる。

「トモくん」

　イレーネさんは、これまでのことを思い出すように遠くを見て、呟いた。

「本当に、ありがとう」

「え？」

　真正面から感謝されて、僕は戸惑ってしまう。

　だって、何を感謝されたのかわからなかったんだ。

「トモくんが来てくれたおかげで、いろんなことが変わったわ」

　彼女は、僕が来てからのことを振り返るように言葉を続けた。

「トモくんのおかげで、容姿差別を軽減する動きに繋がったし、この街も正式に認められるようになったの。……それに、私も結婚できたし」

　少し照れながら、イレーネさんが僕を見つめる。

　日頃は頼りになる女性の、そんな可愛らしい笑みに、僕も気恥ずかしくなってしまう。

　この人が僕のお嫁さんなんだ、と自慢したい気持ちがあふれる。

「トモくんがいなかったら、どうなっていたかわからないわ。あのまま容姿差別が続いていれば、この街も取り壊されてしまったかもしれない」

「僕のほうこそ、イレーネさんがいてくれなかったらどうなっていたか」

　突然異世界に連れてこられて、何もわからないまま売られていたら、と思うとゾッとする。

　生まれ故郷から遠く離れたこの世界で、心細さを感じなかったのはイレーネさんがいてくれたからだ。

　それに、こんな綺麗な人と結婚できるなんて、思ってもみなかったし。

「トモくんと出会えて、本当に良かったわ」

「僕もです」

　顔を輝かせたイレーネさんが、僕のほうへ口を寄せる。僕はそっと目を閉じて、彼女の唇を受け入れた。
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「ん、ちゅ……」

　最初は、唇同士が触れるだけの、軽いキス。

「トモくん」

　次のキスで、彼女の舌が唇を割って入ってくる。

　その舌が、僕の舌を絡めとって舐めあげた。

　互いの唾液を交換しあうような深い口づけ。

　舌はそのまま、僕の口内を舐めまわし愛撫する。

　応えるように、僕も彼女の口へ舌を滑り込ませた。

「ぷはっ……ふぅ」

　口を離し、大きく息を吸い込む。

　すぐ目の前に、感じ始めたイレーネさんの顔がある。

　それだけで愛しさが溢れ、僕のほうから彼女を抱きしめた。

「イレーネさん、僕もう我慢できません」

「トモくんのほうから、そんなふうに言ってくれるなんて。嬉しいっ」

　本当に嬉しそうにはしゃぐイレーネさんを見ていると、僕はとても幸せな気持ちになるんだ。

　見つめ合って、もう一度軽いキスをした。

　まずは僕が、イレーネさんの服を脱がす。彼女の薄い衣服に手をかけた。

　最初から露出の多い服はあっさりと役目を放棄して、彼女の下着姿を僕の前に晒す。

　その姿だけで、僕の肉棒は彼女を求めて硬くなってしまう。

「トモくん、こっちも脱がして？」

　彼女の手に導かれて、僕は下着に手をかける。彼女が僕の手を使って下着を脱いでいる。そう考えると、ただ脱いだり脱がせたりするよりも、よりエッチな気がした。

　生まれたままの姿になったイレーネさんは、その魅惑的な身体を僕にだけ見せつけている。

　興奮の高まった僕のズボンに、そんなイレーネさんの手が掛かる。

「トモくん。おちんぽ、出すわね」

　素早くベルトを外し、下着ごと僕のズボンを下ろしてしまう。すでに硬く勃起した肉棒が、ブルンと彼女の顔の前に現れた。

「相変わらず、大きくて立派なのね」

　ペニスを目の前にして、イレーネさんがうっとりと呟いた。彼女の荒い息が掛かり、肉棒がピクリと跳ねてしまう。

「ふふっ。さ、こっちも脱ぎ脱ぎしちゃいましょう？」

　ささっと上のほうも脱がされて、そのまま彼女が馬乗りになる。

　全裸のイレーネさんが、僕のお腹に跨っていた。

　美しい彼女の裸体を、下から見上げる形になる。

　魅力的な大きな胸が、彼女の呼吸に合わせて柔らかそうに揺れていた。

「んっ……トモくんのおちんぽが、私のお尻にぐいぐいあたってる」

　イレーネさんが軽く前後に身体を揺すると、肉棒が彼女の丸いお尻に擦られる。

　それだけで気持ちよさを感じると同時に、淡い刺激はとてももどかしい感じがする。

「熱い……こんな熱くて硬いの当てられたら、我慢できなくなっちゃうわ」

　彼女がすこし腰を浮かせると、僕のお腹から糸を引いた。すでに愛液が溢れ、彼女の花は開きかけていた。

　彼女も、興奮してるんだ。そう思うと、僕のほうも盛り上がってくる。

「ほら、んっ、もうこんなに濡れちゃってるの」

　彼女自身の手で、秘部が広げられる。

　ピンク色の膣内が、肉棒を求めてひくひくと動いているのがわかる。

　僕は誘われるように、その中に目を奪われる。思わずごくり、と喉を鳴らした。

　溢れる蜜がつーっとたれて、僕のお腹に降り注ぐ。

　準備のできたトロトロのアソコを見せられて、僕の肉棒も暴れだした。

　ピクリとはねた拍子に、肉棒がイレーネさんのおしりを叩く。

「あんっ。トモくんも我慢できないのね。……それじゃあ、挿れるわよ？」

　彼女の手が、支えるために肉棒を包み込んだ。そして位置を調整しながら、ゆっくりと腰を降ろしていく。

「あっ……ふっ。トモくんのおちんぽが、私のおまんこに飲み込まれてるっ」

　ぬぷっ、じゅるっと音を立てながら彼女の膣にペニスが侵入していく。

　締め付けを喜ぶように、竿が中で跳ねる。

「んぁっ！　トモくんのおちんぽ、相変わらず元気なんだから」

　イレーネさんが、根本まで飲み込む前に軽く腰を上げて動かした。

「はうっ、急にそんな」

　予想外の快感に、我慢汁が吹き出した。

　そうあっさりと出すわけにはいかない。きっと今日は何度も搾り取られてしまうのだから。

「トモくんの感じてる顔、本当に可愛いわ」

　いたずらっぽく笑ったイレーネさんは再び腰を沈めて、今度は根本まできっちりと下ろした。

「はぁ、んっ。全部入ったわね」

　温かな膣内に包まれる。じっとしていても、膣壁はゆるやかに肉棒を刺激し続ける。

「それじゃあ、動くわね。トモくん、今日は覚悟してね？」

　僕の胸に手をついて、イレーネさんが妖しく微笑んだ。

　最初は腰を前後に動かす。そして時折、円を書くように腰を動かした。

　僕の上で、イレーネさんがいやらしく腰をくねさせている。

　それだけで興奮するシチュエーションだ。

「ふっ、んっ、あふっ……あんっ！」

　腰を振るたびにゆさゆさと大きなおっぱいが揺れるし、彼女の感じている姿を下からゆっくりと眺めることが出来る。

「んうっ！　トモくんのおちんぽが、中にぐりぐりあたってるっ」

　彼女が感じるたびに、膣壁はきゅんと肉棒を締め付けてくる。

　腰の動き自体は根元中心で、僕にとっては刺激そのものが大きいわけではない。

「んあっ……トモくんっ！　ふぅあっ！」

　だけどイレーネさんのエッチな姿を見せられていたら、どうしたって興奮してしまう。

　だから思わず、下から腰を突き上げた。

「ぉうっ！　急に突き上げるなんて、んうっ！」

　突然の攻めに彼女が仰け反ると、豊かな胸がブルンと大きく揺れた。

　再び腰を突き上げると、指を開いたイレーネさんの手がこちらに伸ばされる。

　僕は指を絡めるように、彼女の手をしっかりと掴んだ。

　すると、今度はイレーネさんのほうから激しく腰を降り始める。

「ああっ、んっ、ふっ！　トモくんっ！　トモくんっ！」

　僕の名前を呼びながら、イレーネさんが乱れる。

　そのことが僕を興奮させて、タイミングを合わせるように腰を振る。

「ふっ、あんっ！　あっあっ、トモくんのおちんぽにぐじゅぐじゅされてっ、気持よくなりすぎちゃうっ！」

　長い髪を振り乱しながら、僕の上で彼女が叫んだ。

　膣壁はきつく肉棒を締めあげて、僕のほうも限界が近づいてくる。

「トモくんのおちんぽぉ！　中で大きくなってる。イキそう？　トモくんイキそうなのっ!?」

「はい、もう、イキそうです」

「あああっ！　らめっ、私も、イク、んあっ、んおぉぉぉぉ！」

　低い喘ぎ声と共に、イレーネさんが絶頂を迎える。その激しい収縮に耐え切れずに、僕も射精した。

　彼女の中で、僕の精液が跳ねる。

「あっ……トモくんの精液が、出てる……」

　膣内に吐き出される精液を感じ取り、イレーネさんが恍惚としていた。

　一度の絶頂くらいじゃ僕らが満足できるわけもなく、すぐにまた互いを求め始める。

　イレーネさんが身体を後ろのほうへ倒して、片手を下に伸ばした。

「あう」

　彼女の細い指が、僕の金玉を撫でる。

　男の急所を触られて、ゾワゾワと不思議な快感が背中のあたりに走った。

「トモくんの精液は、このタマタマで作られているのよね」

　彼女の手が、優しく金玉袋をもみほぐす。

　中にある玉を丁寧に押して、袋の部分を少し引っ張る。

　日頃、触られることのない場所を直接刺激されたためか、金玉が活性化したような気がする。

　そういえば、精力を回復させるのに、睾丸マッサージなんてものがあったっけ？

　どっちにしても、イレーネさんに触られれば元気になるのは間違いない。

「今日はこの中の精液、いっぱい私の中に注いでね？」

　最後に優しく撫でられて、彼女の手が金玉から離れる。

　彼女の期待に答えようとするかのように、肉棒が膣内でビクンと跳ねた。

「んっ」

　動き出した彼女の胸に、僕は両手を伸ばした。

　掌なんかじゃ収まりきらないおっぱいを、下から持ち上げるように揉んでいく。

　存在感にふさわしい重みがあって、腕が疲れてしまいそうだ。

　僕の掌が、下からおっぱいに沈み込んでいる。なかなか体験することのないエロいビジュアルに、僕の息もどんどんと荒くなる。

「んっ、そんな乱暴にいじられたらっ……感じちゃうのっ」

「イレーネさん、うぁっ」

　腰を振りながらも、彼女は前傾姿勢をって、さらに胸をはってこちらに突き出してきた。

　大迫力で迫るおっぱいに、僕の意識は根こそぎ奪われる。

「すごくいい眺めです、イレーネさん」

　押しこむように揉んでいくと、掌にはこりこりとした乳首の感触。

　むにゅむにゅと指が沈み込む柔らかさに、乳首がアクセントを与える。乳首が立っているのは、彼女も感じてくれている証拠だ。

　さらに僕に揉まれるために、イレーネさんが自ら胸を突き出していると思うと……！

「んうっ！　ふふっ、トモくんのおちんぽ、ビクビクしてる」

　イレーネさんのおっぱいに興奮しすぎて、僕はあえなくイってしまった。

「おほぉ！　ビクビクしてるのも気持いいっ！」

「ちょっと待って下さいっ」

「待てないのっ！　トモくんの射精おちんぽが私の中でおねだりしてるっ！」

　射精中の締め付けは、快感が大き過ぎておかしくなりそうだ。

　精液を搾り取られながら見上げると、目があったイレーネさんは完全に発情していた。

　頬を朱に染め、目は潤んで、興奮しながら叫んだ。

「トモくんっ！　もっと出して、わたしの中に、精液注ぎ込んで！」

　更に激しく、イレーネさんが腰を振り続ける。

「あう、まだイったばかりで……」

　敏感な肉棒を擦り上げられて、僕は悲鳴を上げた。

　子宮口に、亀頭がゴツゴツとあたる感触。彼女の奥まで僕の肉棒が届いている。

「いひぃっ！　ふぅっ、んっ！　おちんぽ奥までガンガンあたってる。んあっ、ああんっ！」

　彼女の腰が深く落とされる。根本まで肉棒を飲み込んで、腰同士が当たる音がバシンバシンと響き渡った。

　引き抜くときには、カリが彼女の膣壁を引っ掻き回す。

「んあぁ！　あんっ、ふっ……」

　接合部は体液でテラテラと光っている。

　彼女のアソコが大きく開いて、僕の肉棒を飲み込んでいる様子がわかる。

　腰を動かすたびに、膣がペニスを咥えていく様子がはっきりと見える。

「おぅ！　んうっ！　おぉっ！　んほぉ！」

　イレーネさんの喘ぎ声が、低くなっていく。本気で感じて乱れているのだ。

　僕はそれを見て、さらに激しく腰を突き上げた。

「トモくん、トモくんっ！　思いっきり中出しして、わたしを孕ませてぇっ！」

「はいっ！　いっぱい出します。僕の子供、孕んでくださいっ」

　速さを上げて小刻みに腰を動かしていく。

　最後へ向けて快感を高めていき、直前に腰を一番奥まで突き上げて、子宮めがけて思いっきり射精をした。

　ドプドプドプッッ！

　濃い精液が彼女の膣内に注ぎ込まれる。僕が思っていた以上の勢いだ。

「んおぉぉぉ！　トモくんの精液、私の子宮にいっぱいきたぁ……」

　イレーネさんは口からよだれを垂らしながら、恍惚と呟く。

「まだまだいきますよ」

「おおぅっ！　んあっ……ぐ、おぉうっ！」

　硬さの衰えない肉棒が、彼女を突き上げ続ける。

　夫婦になったことで、孕ませて、という彼女の言葉が現実味を持って僕に火をつける。

「んうぅ！　らめっ、激しすぎりゅっ！　あうぅぅっ！」

　僕は彼女を孕ませていいんだ。

「ふぁっ、トモくんのおちんぽ、膣内で更に太くなってるっ！」

　僕の上で、髪を振り乱して喘ぐイレーネさんの姿。母乳もいっぱい出そうな、大きな胸が激しく揺れる。

　僕の肉棒で、彼女の子宮をガンガンと突いていく。

「んおぅ！　トモくんのおちんぽが、赤ちゃんの部屋をズンズン叩いてりゅっ！」

　奥へ奥へとはやる気持ちのせたピストンが、子宮口を押し開こうとしている。
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「おぉぅ！　んうっ、トモくん、トモくんっ！　んああぁぁあ！」

　彼女の中を犯し尽くして孕ませる。

　オスとしての欲求が、肉棒の根元から先端までを支配する。

　同時に、彼女を愛しいと思う気持ちが膨らんで、僕の心を満たしていく。

　いっぱい中出しして、彼女に気持ちよくなってもらうんだ！　という思いが僕の肉棒を突き動かす。

「イクゥ！　トモくんにガンガン突かれて、奥まで精液でビチャビチャにされて！」

　接合部では白い泡がぐじゅぐじゅと音をたてている。

「イレーネさん、もっと、もっと感じて下さいっ！」

　互いを求め合うように、僕らは激しく腰を振り続ける。

　ズリュッ！　ジュ、ズリュリュ！

　溢れ出る体液がみだらな水音を立てた。

「奥ぅぅぅ！　トモくんの赤ちゃん欲しいのぉぉぉぉ！」

　髪を振り乱しながら、イレーネさんが絶叫する。行為の激しさを示すように、汗が散る。

　愛液もとめどなく溢れ続け、身体中の水分を出し尽くしてしまうかのようだ。

「おぉ……イクイク、イッグゥゥゥゥッッ！」

　身体を大きく反らせて、イレーネさんが果てた。

　それに合わせて、僕も何度目かもわからない射精をする。

　蠕動する膣壁が求めるまま、絞り出された精液が彼女の子宮へと駆けのぼる。

「あうおぉぉぉぉ！　トモくん、トモくんっ！　膣内にいっぱい来てるぅぅぅぅ！」

　感じすぎて力が抜けたのか、倒れこんできたイレーネさんの身体を受け止める。

　彼女の柔らかな肢体が、僕の胸にすっぽりと収まった。

　興奮で熱くなった身体と、彼女の荒い息を感じる。

「ん。ぁ……」

　肉棒を引き抜くと、どちらのものかもわからない体液が溢れ出た。

　激しすぎる行為で、シーツがすっかりぐしゃぐしゃになってしまっていた。




　ふたり並んで、ベッドに寝る。

　ひととおり身体を拭いて、シーツを変えた後で、だ。

「トモくん、私、すっごく幸せなの」

　先程までの行為とは一転、穏やかな時間が流れるなかで、イレーネさんがしみじみと呟いた。

　僕は彼女のほうへ顔を向けて、頷いた。

「僕も、とても幸せです」

　答えると、彼女は幸せそうに微笑んだ。

　イレーネさんの姿を見ていると、僕もとても幸せな気持ちになるんだ。

　ベッドの中で、手を握る。燃え上がるときとは違う、穏やかな体温と安心感。

「トモくん、ずーっと私の隣にいてね？」

「もちろんです」

　これからも続いていく彼女との日々に思いを馳せながら、僕は眠りに落ちていった。










あとがき




　みなさま、こんにちは。赤川ミカミです。

　とてもありがたいことに、完結編である３巻目を発売することが出来ました。ＷＥＢだけでなく、書籍でも無事に完結することが出来てほっとしております。

　これも応援していただいた皆様のおかげです。

　最終巻ということもあって、今までよりも大きくお話が動いています。結婚という目標に向かって突き進むトモアキくんたちは、無事にブロッサムを認めさせることが出来るのか？　その結末を見届けていただければと思います。

　とはいえ、ちゃんとサービスシーンも充実させているので、素敵なイラスト共々楽しんでいただければ幸いです。

　新しいキャラクターも三人増え、さらに華やかさを増している３巻。

　それぞれ魅力的に書いたつもりですが、今回はクラリスを推したいと思います。

　格闘家らしい筋肉と、少女らしさのアンバランスさ。がっちりとしつつも行き過ぎない、女性らしさにも溢れるバランスを目指しました。他のヒロインとは少し違う触り心地を想像してみていただけると嬉しいです。

　３巻は結婚を軸にしているので、書き下ろしのほうもそれに関連した内容ということで……トモアキくんとイレーネさんの甘々な感じを書いてみました。本編エピローグの続きになっています。

　さらに今回、３巻の発売記念ということでノクターンノベルズにて特別編を連載しています。こちらは完全な番外編となっておりますので、もしよろしければＷＥＢ版もチェックしてみてください。

　完結させることを目標に書き始めた今作ですが、思った以上の反響があり、こうして書籍でも最後まで書ききることが出来て本当に良かったです。

　そして前巻のあとがきにもあった次回作ですが、近いうちにお届け出来ると思います。詳細についてはまだお話できることがないのですが、この作品を読んでくださった方ならきっと楽しんでいただけるものになっているので、こちらのほうもよろしくお願いします。

　それでは最後に謝辞を。

　完結までお付き合いいただいた担当様、本当にありがとうございます。最初に声をかけていただいてから今日まで見守っていただき、こうして最終巻を出版することが出来ました。ＷＥＢ版含め無事に完結出来たのは、書籍化のお話をいただけたからだと思っています。

　そして、拙作のイラストを担当して下さった１００円ロッカー様。ヒロインの多い作品ですが、どの子も大変可愛らしく描いていただき、ありがとうございます。一緒に作品を作っていただけて光栄でした。

　最後にこの作品を読んでくれた方々。ＷＥＢから追いかけてくれた方、書籍にて初めて出会った方、元々逆転ものが好きな方、逆転ものに初めて触れた方……本当にありがとうございました！　

　逆転ものがたくさんの方に読んでもらえるよう、これからも頑張っていきますので応援よろしくお願いします。

　それではまた次回作で！





二〇一六年一〇月　赤川ミカミ











本書は「ノクターンノベルズ」（http://noc.syosetu.com/）に掲載されたものを、改稿の上、書籍化しました。

　「ノクターンノベルズ」は、「株式会社ナイトランタン」の登録商標です。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、印刷出版と異なる表記になっている場合があります。

また本作品で紹介したｗｅｂサイトのＵＲＬは印刷出版した時点の情報となります。リンク切れや情報が異なる場合があります。
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